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令和５年度 スーパーサイエンスハイスクール取組の成果 

科学技術系人材育成に関する取組 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真上は JOIG 2023 での表彰式   

 写真下は JOIG ホームページから（右端が本校生徒） 

 

日本情報オリンピック第 3 回女性部門で金賞を獲得した GS 科 3 年生生徒が，第 3 回ヨー

ロッパ女子情報オリンピック(EGOI 2023)日本代表メンバーに選出され，銀メダルを獲得

しました。EGOI 2023 は 7 月 15 日からスウェーデンのルンドで行われ，52 の国や地域か

ら 190 名の選手が参加し，競技に取り組みました。ヨーロッパ女子情報オリンピック銀メ

ダルという快挙に対して，文部科学大臣から文部科学大臣特別賞が授与されました。 

第３回ヨーロッパ女子情報オリンピック(EGOI 2023) 

銀メダル獲得 文部科学大臣特別賞受賞 
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教育課程外の活動を充実させる取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 47 回兵庫県高等学校総合文化祭

自然科学部門発表会において，化学

部の研究「イチゴによるアルミニウ

ムの溶解(2)」が研究発表最優秀賞を

受賞しました。この結果により，第

48 回全国高等学校総合文化祭「清流

の国ぎふ総文 2024 」自然科学部門

ポスター（パネル）発表に県代表と

しての出場権を獲得しました。 

また，化学部の同研究がポスター部

門においても最優秀賞を受賞し，令

和 6 年度近畿地区合同発表会への出

場権を獲得しました。 

 

第 47 回 兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 

研究発表部門 最優秀賞（化学部） 

ポスター発表部門 最優秀賞（化学部） 

「清流の国ぎふ総文 2024」への出場権獲得 
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海外研修を主とする英語活用能力を高める取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で３年間中断していた海外科学研修（シアトル市）を再開しました。７月には

GS 科２年生全員，８月には GS 科３年生希望者が参加しました。ワシントン大学寮に宿

泊し，大学での講義，マイクロソフト社での発表，ボーイング社での技術者との交流，レ

ーニア山での自然観察実習等，多彩な科学研修プログラムに取り組みました。 

シアトル研修（GS 科海外研修） 

２年生：７月 6 日～18 日  ３年生：８月 14 日～22 日   

 

ワシントン大学での英語

による科学講義 

マイクロソフト社での技

術者の講義と生徒発表 

ボーイング社での技術者

による講義と交流会 
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研究機関と連携した学校設定科目の開発と改善に係る取組 
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成果の公表・普及に係る取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    大学教授によるリサーチプラン立案の講義       他校教員の研修の場として活用 

   （甲南大学との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  参加校生徒どうしで班別協議と交流を行う    発表を通じて，参加者全員で成果を共有する 

SSH 事業の成果普及として，「これから研究を始める高校生のためのリサーチプラン研

修会」を実施しました。本校を含め５校から生徒 54 名，他校教員 6 名が参加しました。

本事業は令和３年度には SSH 交流会支援事業として採択された取組で，本校の成果普及

活動の柱のひとつとなっています。 

 
 参加生徒の 96.2％が学校に帰ったらリサーチプランを作成したいと意欲的な方向に変容した。 

「これから研究を始める高校生のためのリサーチプラン研修会」 
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世代間交流を通じたコミュニケーション能力やリーダー性の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

Agora（サイエンスカフェ）を今年度は２回実施しました。研究者と自由な雰囲気でお話を

することを目的としています。１回目は女性研究者を講師に招き，女性研究者のキャリア

と研究内容をテーマとした Agora を実施し，２回目は本校卒業生の研究者を講師に招き AI

を用いた動物の行動解析の Agora を行いました。 

 

 

 

小中学生を対象とした自由研究相談会を夏

休みの前半と後半に分けて，実施しまし

た。オンラインのミーティングルームを設

置し，事前に申込みのあった自由研究に対

して生徒が相談役となり回答しました。前

半はテーマ設定，後半は結果のまとめ方を

主とした相談を行いました。 

 

 

 

GS 科や自然科学系部活動の生徒が主体的に科学の普及活

動に毎年，取り組んでいます。今年度は「青少年のための

科学の祭典」の丹波会場と神戸会場においてブース出展を

しました。幼稚園児や小学生や中学生，その保護者の方々

に科学の不思議さや面白さを体験活動や制作活動を通じて

伝えることができました。また，同祭典に出展していた他

校生徒と交流することもできました。 

 

 

Agora（サイエンスカフェ） 

小中学生のための自由研究オンライン相談会開催 

「青少年のための科学の祭典」参加 
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課題研究（GS 科・普通科）に係る取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GS 科３年生の課題研究発表会を県立人と自然の博物館ホロンピアホールで行いました。

また，偶然，博物館に来館していた兵庫県齋藤元彦知事に発表の一部を参観していただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GS 科２年生の課題研究の発表会は年に２回行います。1 回目は 11 月に中間報告会として

実施し，２回目は３月に中間発表会として実施します。そして３年生の６月に最後の発表

会を行うので計３回の校内発表会を経験する仕掛けをつくっています。３回とも外部から

研究者を助言者として招いており，このことがよい刺激となり，研究内容が深化するとと

もに，発表する力が上達し，大きな成果に繋がっています。 

課題研究発表会（GS 科３年生） 

課題研究中間報告会・中間発表会（GS 科２年生） 
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  全体会での大学教員による講義と実習     外部での発表経験のある生徒が教師となり， 

                        ポスター作成について全体会での講義を行う 

 

  
   普通科生徒による探究活動（実験）      ゼミ別発表会（優秀班が全体発表会へ進出する） 

 

今年度から普通科２年生に「総合的な探究の時間」と「理数探究基礎」を時間割に連続し

て配置し，実施しました。県内では本校のように文系・理系を問わず，「理数探究基礎」

を必履修としている学校はほとんどなく，先進的な事例として，今後，研究開発を進めて

いきます。ゼミ別発表会で選出された研究班はグローバルサイエンス科の課題研究班と合

同で３月に発表会を行う予定です。本校では，その日を「探究の日」と位置付け，学校全

体で科学について考える日としていきます。 

 

 

 

 

  

総合的な探究の時間・理数探究基礎（普通科２年生） 

普通科対象アンケート 

「高校で探究活動を行う

ことの意義」 

本校で育成すべき５つの

力のうち，「挑戦する力」

を選んだ回答数が目立っ

た。 
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兵庫県立宝塚北高等学校 SSH 事業概念図 
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は じ め に 

兵庫県立宝塚北高等学校 

校 長  曽 谷  功 

 

 

 本校は，来年度創立 40周年の記念すべき年を迎えます。1985年に「普通科」と全国公立高校初の「演

劇科」の二つの学科をもつ県立高等学校としてスタートしました。さらに開校２年目に設置された普通

科理数コースが，平成 26年にグローバルサイエンス科(理数に関する学科，通称 GS科)に改編され，現

在は三つの学科を有しています。校訓の「自律・協調・勤労・創造」のもと，三つの学科の特色を活か

しながら，互いに刺激を受け合い，リスペクトしながら高みを目指し，全校生徒，職員が一致団結して

「三科が奏でる，ハーモニー」を創り出しています。 

 令和元年度，文部科学省の 「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」に指定されました。研究開

発課題として「新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカリキュラムと

評価法の開発」を掲げ，質の高いイノベーター育成のため，「気づく力」，「挑戦する力」，「繋ぐ力」，

「見通す力」，「伝える力」の“５つの力”の育成に取り組み，本年 SSHⅠ期５年目の節目の年を迎え

ています。 

 さて，この５年間の中でコロナ禍の影響を決して忘れることができません。SSH の本格的な取組みに

も制限がかかる中，できうることを精一杯行ってきました。生徒たちにとって，いかなることがあって

も一生に一度しかない高校時代を諦めるわけにはいきません。コロナ禍のようなパンデミックをはじめ

不確実な社会の時こそ，本校が実践している課題研究すなわち答のないものに挑戦し，「探究」を中心

とした主体的・協働的，教科横断的に行うことの意義と効果が問われています。生徒たちは「探究」に

かける情熱を忘れず，様々な発表にも挑戦し多くの方々から未来に繋がる評価をいただきました。次の

ステージでその夢の続きを必ず描き続けてくれると思っています。 

 その実現のために，本校では特に「テーマ設定」と「リサーチプランづくり」を大切にしています。

その中心となるのが学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」です。「GSⅠ」では，課題研究のテーマを自ら設定

する能力を身につけるために，フィールドワークや大学等と連携したオープンクエスチョンを中心とし

た探究学習を進めてきました。「GSⅡ」では，仮説を立てる能力を身につけるために，生物・化学・情

報科学を軸に教科・科目横断的な学習を積み上げながらグループで取り組みました。「GSⅢ」では，実

験結果を科学的・論理的に考察し，結論を導き出す能力を身につけるために，英語による発表，論文の

査読など実りのある成果をあげました。また，本年度から２年生普通科全員による「理数探究基礎」と

「総合的な探究の時間」の２単位による本格的な探究学習がスタートしました。文理を問わずこれから

の激動の時代を切り拓くために科学的な探究学習の意義は不可欠と考えています。 

 本誌は第Ⅰ期５年次報告書として，研究開発の過程を記録しました。前述したように GS 科をはじめ

本年から本格的には普通科に科学的な探究学習を拡げて参りました。さらに，本年度３月には GS 科の

課題研究中間発表会，普通科の探究発表会，さらに演劇科も参加する「探究の日」がスタートします。

三科合同で探究の口頭発表やポスターセッション等を実施するなど全校的に SSH事業を拡げていきたい

と考えています。日頃からご指導いただいております運営指導委員をはじめ，文部科学省，科学技術振

興機構，兵庫県教育委員会，県立人と自然の博物館及び大学や企業等連携機関など，多くの関係者の皆

様には，本校 SSH事業の充実・発展のためにご指導・ご助言をいただきましたことに心から感謝いたし

ます。今後とも引き続きご支援賜りますよう，よろしくお願いいたします。 
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第１章 研究開発実施報告（要約）  

別紙様式１－１ 

兵庫県立宝塚北高等学校 指定第Ⅰ期目 01～05 

 

❶令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカリキュラムと評価法の開

発 

 ② 研究開発の概要  

Society5.0に向けて，質の高いイノベーター育成のため，「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」「見

通す力」「挑戦する力」の基礎となる５つの力の育成が重要であると考えた。そこで，クロスカリキ

ュラム群の設置と，客観的に評価を行うことでこれら５つの力を効果的に育成する教育課程の研究

開発を行うこととした。グローバルサイエンス科を主対象とした「GS-days」，普通科理系生徒にも

広げた「SEIZE-days」，全生徒・保護者・地域住民や近隣の教育関係者まで取り込んだ「OPEN-days」

の３つのプログラムの開発・検証を行った。さらに，これらのプログラムを通じて生徒が目的となる

力がどの程度身についたかを生徒の主観的評価だけでなく生徒個々の能力を客観的に評価し，かつ

フィードバック可能な，より実用的な評価法の開発に取り組んだ。 

 ③ 令和５年度実施規模  

 

課程（ 全日制 ） 

 

学 科 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 239 6 239 6 187 5 665 17 グローバルサイエ

ンス科および自然

科学系部活動生徒

を対象に実施 

文系 － － 117 3 84 2 201 5 

 理系 － － 122 3 103 3 225 6 

 理数科※１ 40 1 40 1 40 1 120 3 

 演劇科 40 1 37 1 37 1 114 3 

 計 319 8 316 8 264 7 899 23 

〇時間割上の１コマの時間：50 分 

 ※１ 本校の理数科はグローバルサイエンス科と称する（以下 GS科と記載） 

 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第１年次 

〇「GSⅠ」及びオープン講座・特別講義の実施内容，系統的なプログラム 

を研究する。 

○「GS-days」の実施内容と評価について研究する。 

○博物館や外部研究機関との連携を強化できる体制づくりを進める。 

○SSH評価委員会の中の担当教職員チームが評価基準を作成する。 

○課題研究の仕上げとなる課題研究発表会の内容を精査して，次年度に工 
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夫改善する。 

○GS科の過去５年間の検証を行う。 

○SSH推進委員会と SSH運営指導委員会が中心となり，「GS-days」，「SEIZE- 

 days」や課題研究の指導体制を構築する。 

○希望する普通科理系生徒の「GSⅠ」への受け入れと検証を行う。 

○「Day camp」を実施し，その効果的なプログラムを研究開発する。 

〇外部コンテスト等への出展を行う。 

○自然科学系部活動の活性化を進める。 

○各プログラムの相乗効果を検証する。 

〇１年次の検証を２年次の新１年生に反映させる。 

第２年次 

○特別講義の実施内容，系統的なプログラムについての検証と改善。 

○前年度の大学進学実績や評価アンケート等の検証と事業の効果の確認。 

○新たな研究開発課題「オンラインの活用による課題研究の深化と効率化 

の課題研究」の設定と実施。 

○１年次で作成した５つの力の評価規準に基づく，２年次の検証と改善。 

○１年次に担当した教職員チームがアドバイザーとなり，比較的経験年数 

の浅い教職員向けの「課題研究」を中心としたトレーニング。 

○卒業生のメンター制および人材活用。 

〇学校設定科目「GSⅡ」を実施し，課題研究につながる主体的・対話的で深

い学びが得られる教材開発。 

○学校設定科目「GSⅢ」（令和 3年度より実施）などによる英語活用能力の

育成をさらに推進するプログラムの研究開発。 

○GS科の生徒による他科の生徒との科学交流プログラムを開発。 

○それぞれのプログラムがどのようにつながりを持って効果を上げたか 

の検証。 

〇２年次の検証を３年次の新１年生，２年生に反映させる。 

第３年次 

○開発２年間での成果と課題を検証し，５年計画の軌道修正を行う。 

○前年度の進学実績について，事業２年間の効果を検証する。 

○GS科のメンター制を実施する。 

○GS科の生徒と地域との科学交流のプログラムを開発する。 

○それぞれのプログラムがどのようにつながりを持って効果を上げたかを 

検証する。 

○普通科における体系的に問題発見能力や課題解決能力を高める選択型の

学校設定科目「理数探究基礎」の設置を検討する。 

〇３年次の検証を４年次の新１年生，２年生，３年生に反映させる。 

第４年次 

〇学校設定科目における評価法を完成し，その効果を検証する。 

〇コロナ禍に対応したオンラインを活用した英語活用能力を高める取組を

推進し，効果を検証する 

〇自然科学系部活動の活動をより活性化し，レベルの高い研究活動が行え

る体制づくりを行い，生徒の伸長を検証する。 
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〇メンター制により上級生や卒業生を SSH 事業に活用し，その効果を検証

する。さらに，地域における科学の普及活動を実施し SSH 事業の成果を

公表していく。 

〇GS 科の取組を普通科の探究活動に広げ，第５年次に開講される「理数探

究基礎」への準備を行う。 

〇科学コンテストへの参加をより一層推進し，科学技術系人材の育成を図

り，その効果を検証する。 

〇オンラインを活用した課題研究による効率化を検証し，普通科の探究活

動に GS科のオンライン活用の取組を広げていく。 

〇課題研究におけるリサーチプランの効果を検証し，リサーチプラン研修

会を継続して開催する。 

○SSH中間評価において指摘を受けた事項に対して，改善・対応策を検討 

した上で，第Ⅱ期指定に向けた実践を行う。 

〇第Ⅱ期の指定に向け，「理数探究基礎」を軸とした全校体制の構築を進め

る。 

第５年次 

  

○研究開発課題の達成度を検証し SSH事業の総括を行う。 

〇SSH事業５年間の成果を公開して，その成果の普及を図る。 

〇第Ⅰ期の成果を拡充するために，普通科の文系・理系に「理数探究基礎」 

 を必履修科目とし，実践を開始する。 

〇第Ⅰ期の活動で生まれた新たな課題を精選し，第Ⅱ期の研究開発課題を

設定する。 

〇第Ⅱ期の指定に向け，全校体制の構築と指導委員会の準備をすすめる。 

 

○教育課程上の特例 

SSHの研究開発に係る教育課程上の特例は次表の通りである。 

①令和３年度入学生 

学科 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数  対象 

GS科 

 

G SⅠ  １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年 

GSⅡ  ５  

情報の科学  １  

第２学年  
理数化学  １  

理数生物  １  

課題研究  ２  

GSⅢ  ２  総合的な探究の時間 ２ 第３学年 

②令和４年度，５年度入学生 

学科 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数  対象 

GS科 

 

G SⅠ  １ 総合的な探究の時間 １ 第１学年 

GSⅡ  ５  

情報Ⅰ  １  

第２学年  
理数化学  １  

理数生物  １  

理数探究  ２  

GSⅢ  ２  総合的な探究の時間 ２ 第３学年 
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GS 科において，新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材の育成を目標に３年間を見通

した年次進行型の教育課程の開発を行う。「GSⅠ」では連携機関と集中講義形式で探究活動を行い，

研究の基本やリーダーとして必要な「気づく力」を始めとする５つの力の重要性を学ばせる。１年生

の後半では，２年生の「GSⅡ」で行う課題研究のテーマ及び研究計画を設定させ，２年生の授業へと

繋げていく。３年生の「GSⅢ」では，２年生での成果を引き継ぎ，英語科教員や ALTなどと協働した

英語による発表会を行う。このように３年間つながった系統的なプログラムを推進するため特例を

必要とする。 

○令和５年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

１ GS科（SSH主対象）に関連する教科・科目 

 第１学年 第２学年 第３学年 
対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

GS科 

GSⅠ １ GSⅡ ５ GSⅢ ２ 

GS科全員 
探究基礎実習等を通じて

「GSⅡ」で行う課題研究

へ繋げる 

分野融合型の理数科

目の学習と課題研究

を行う 

課題研究を継続し論

文作成を行う。また科

学英語実習を行う 

(1) 学校設定科目「GSⅠ」 

  １年生 GS科対象の科目（１単位）。GS科の生徒を対象とした３ヵ年を通じて行う育成プログ   

 ラム「GS-days」の１年生における科目である。週時程の中には組み込まず，土曜日などの週休日   

 に実施した。探究活動の基礎を徹底すると同時に，幅広く自然科学分野の学びを行っている。複数 

 科目の要素を取り入れた科目融合型の授業を行った。また，生徒が主体的に活動できる仕掛けを用 

 意し，深い学びが得られるように工夫した。 

(2) 学校設定科目「GSⅡ」 

 ２年生 GS科対象の科目（５単位）。「理数生物」「理数化学」「情報の科学（令和４年度入学 

生からは情報Ⅰ）」「課題研究（令和４年度入学生からは理数探究）」を代替した学校設定科目で 

ある。育成プログラム「GS-days」の中核となるように，序盤は課題研究に必要な基礎知識や考え 

方等を身につけるため化学・生物・情報科学に重点置いた教科・科目横断型授業と課題解決型実験 

実習に重点を置き，課題研究の進捗に合わせて研究活動に取り組む時間を増やすなど，可塑的な運 

用を行っている。  

(3) 学校設定科目「GSⅢ」 

 ３年生の GS科対象の科目（２単位）。前半は課題研究の完成をめざし，英語科教員や ALTと理 

数系教員が連携した発表指導と外部の助言者（大学教員等）による助言や議論を通して科学者や研 

究者として必要な「伝える力」を高いレベルで身に着けることができると期待した。後半は科学英 

語探究実習を通して英語活用能力を高める取り組みを行った。 

２ 普通科の探究活動 

 第１学年 第２学年  第３学年 

科目 単位 科目 単位 科目 単位 

普通科 － － 
総合的な探究の時間 １ 

総合的な探究の時間 ２ 
理数探究基礎 １ 
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○具体的な研究事項・活動内容 

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

 (1）大学や研究機関等との主体的な取組 

  ①大阪大学との連携 学校設定科目「GSⅠ」，特別講義，課題研究 

  ②京都大学との連携 学校設定科目「GSⅠ」，特別講義，課題研究 

  ③兵庫県立人と自然の博物館との連携 学校設定科目「GSⅠ」，課題研究 

  ④京都教育大学との連携 学校設定科目「GSⅠ」 

  ⑤その他，神戸大学，兵庫教育大学，兵庫県立大学，関西学院大学，甲南大学等と連携し，課題

研究において指導や助言を受けている。 

 (2) 大学主催の高校生向け科学プログラムに関する取組 

   大阪大学 SEEDSプログラム（体感コース）：生徒２名が参加している。 

 (3）学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 

   課題研究の指導助言,発表会での審査員，論文査読等で多数の連携を行っている。 

 

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

 (1）シアトル研修 現地の企業の技術者との交流，ワシントン大学教授の講義 

 (2）国際理解教育委員会 大学留学生，台湾曙光女子中学，JICA等 

 

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

 (1）自然系部活動の活動 60名近くの部員が幅広く活動し，レベルの高い研究を行っている。 

 (2）「兵庫咲いテク」事業を活用した取組 県内 SSH指定校企画の科学イベントを活用している。 

 

４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成 

 (1）メンター制 「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」や自然科学系部活動におけるメンター制（卒業生の活用）。 

 (2）小中学生のための自由研究オンライン相談会 昨年度に引き続き実施した。 

 (3）サイエンスカフェ（アゴラ） 宮崎大学，大阪大学（卒業生）の教員を講師として開催した。 

 

５ GS科での取組を活用した授業改善 

  2年普通科「理数探究基礎」,「総合的な探究の時間」への応用 

 

６ 科学技術人材育成に関する取組 

 (1）「数学・理科甲子園」に参加する取組  

 「GSⅠ」と連携し，参加チームだけでなく生徒全体で深い学びが得られるように開発した。 

 (2）兵庫咲いテク委員会主催「五国 SSH連携プログラム」への参加 

  ①「サイエンスフェア in兵庫」GS科だけでなく，普通科生徒も参加した。 

  ② 9th Science Conference in Hyogo（課題研究を英語で発表するイベント）に参加した。 

 (3）国際科学技術コンテスト（科学系オリンピック）への取組 

 (4）青少年のための科学の祭典 小中学生を対象に科学の普及活動を行った。 

 

７ 課題研究に係る取組 

 (1) テーマ設定実習 課題研究のテーマ設定に繋がるプログラムのフローを作成した。 
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 (2) 科学倫理の学習  

 (3) オンラインによる課題研究の深化と効率化 Teamsを活用した深化と効率化が進んだ。 

 

８ 成果の公表・普及 

 (1）五国 SSH連携「高校生リサーチプラン研修会」の実施 4校から生徒の参加があった。 

 (2）探究活動を深化させる教材開発  

 (3）SSH先進校視察  

   熊本県立熊本北高校・熊本県立第二高校を訪問した。また，沖縄県立向陽高校の訪問を 

   受けた。さらに，過去に SSH校であった宮城県宮城第一高校の訪問を受けた。 

 

９ 事業の評価 

 (1）中間評価で指摘を受けた事項への改善 今年度も改善が進み，Ⅰ期後の取組を一部，開始した。 

 (2) 大学への進学の効果 課題研究の成果を推薦入試等に活かすことができた。 

 (3) SSH運営指導委員会 Ⅰ期の総括と評価を受けた。さらにⅡ期に向けた取組への助言を受けた。 

 (4) 本校教員による評価 多くの評価項目で改善が進み，SSH事業が本校の特色に欠かせないもの 

  となった。 

 

10 校内における SSHの組織的推進体制 

 SSH推進委員会等の他に，文系・理系教員による探究活動の会「ぶんたんの会」を開催。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

 (1) DAYS通信（広報紙）の発行。ホームページにも公開している。 

 (2) SSH掲示板の設置 校内に２か所，SSH掲示板を設置している。 

 (3) 北高ダイアリー  ホームページ内「北高ダイアリー」に事業を掲載している。 

(4) SSH指定校として学外にも成果普及を目的と「これから研究を始める高校生のためのリサーチ 

  プラン研修会」を行った。探究活動においてリサーチプランの立案・作成はとても重要であり， 

  本校ではこれを重視した課題研究の指導方法の研修を行っている。今年度は県内から 4校の参 

  加があった。 

○実施による成果とその評価 

(1) 高大接続（大学への進学実績） 

 SSH指定により課題研究が活性化したことを受け，推薦入試や面接試験を課す受験型を希望する  

 生徒が増加し，本年度は GS科生徒 23名が推薦入試を利用した。 

(2) 外部発表会・科学オリンピック等での実績 

 主対象である自然科学系部活動および GS科の生徒は今年度も多数，外部発表会等へ参加し表彰 

 を受けることができた。 

○実施上の課題と今後の取組 

  複数の教科の連携や，理系教員以外の発表会の審査や生徒引率等，教員の意識改善が進んだ。今 

  年度はⅡ期目の申請に向け，普通科の探究活動を重点的に開発することができ，探究活動の研修 

  会を３学期に開催する。学校ホームページの充実も進み，視察の申込を 2件受けた。 
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第２章 研究開発の成果と課題 

 

兵庫県立宝塚北高等学校 指定第Ⅰ期目 01～05 

 

❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

（1）大学や研究機関等との主体的な取組 

多数の大学や博物館と連携し，多くの研究者を GS科の学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」における講

師や助言者として活用している。したがって生徒は，主体的に深い学びに向かう姿勢をもつよう

になり，その成果が GS 科生徒の各大学主催の発表会やコンクールへの参加数の多さに顕著に表

れている。また，３学期末に GS科と普通科の探究活動（課題研究）の発表会である「探究の日」

を実施することとした。これにより GS 科の学校設定科目による教育活動の成果を学校全体で共

有できるようになることが見込まれ，校内の探究活動推進における大きな改善となった。 

 

学校設定科目 開発教材 連携先 

「GSⅠ」 

 対象：GS科１年生 

探究基礎実習 京都教育大学 

探究 week 大阪大学 

プレゼン実習 大阪大学 

フィールド実習 兵庫県立人と自然の博物館 

論文の読み方 兵庫県立人と自然の博物館 

統計入門 兵庫県立人と自然の博物館 

リサーチプラン研修会 甲南大学 

核科学基礎講義 京都大学 

医療従事者の海外活動に関わ

る講義 

JICA関西 

減災復興に関わる講義 兵庫県立大学 

京都大学複合原子力科学研究

所見学 

京都大学 

「GSⅡ」 

 対象：GS科２年生 

課題研究中間報告会 京都大学・甲南大学・兵庫県立

大学 

課題研究中間発表会 京都大学・大阪大学・神戸大学 

シアトル研修（科学講義） ワシントン大学 

「GSⅢ」 

 対象：GS科３年生 

課題研究発表会 

 

京都大学・大阪大学・神戸大学 

兵庫県立人と自然の博物館等 

研究論文の査読 京都大学・大阪大学・神戸大学・

関西学院大学・甲南大学等 

 

（2）企業との主体的な取組 

  GS科２年生の米国シアトル研修（「GSⅡ」の一環）において，シアトル市内の企業（マイクロ   

  ソフト社・ボーイング社）の技術者との交流と研究発表は，生徒の将来のキャリア形成に有効で  

  あることが検証できた。 
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（3）大学主催の高校生向け科学プログラムに関する取組 

DAYS通信を活用し，国際的科学技術人材育成プログラムを始めとする大学主催の科学プログラ 

ムの案内を積極的に行ってきた。今年度は大阪大学の SEEDSプログラムに GS科だけでなく普通 

科生徒も，参加したことが成果としてあげられる。 

大阪大学の SEEDS プログラム 普通科２年生１名・GS 科１年生１名 

（4）学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 

指導と評価が繋がるような授業改善を行った。本校で育成目標としている５つの力に基づく評価

法を研究開発し，５つの力の到達目標を明示したルーブリックの重要性を検証できた。来年度か

ら普通科で開講させる「理数探究基礎」に GS 科の学校設定科目のルーブリックを適用していく

見通しを立てることができた。 

 

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

（1）シアトル研修 

  コロナ禍により３年間中断していた GS科２年生全員を対象とした米国シアトル研修を今年度か     

   ら再開することができた。今年度は，昨年度に行く予定であった３年生の希望者に対しても研修   

   を実施できた。世界的企業であるマイクロソフト社およびボーイング社の技術者との交流は，生 

  徒にとって世界で活躍することを視野に入れた将来のキャリアを考える上で大きな意味をもつ 

   ことが検証できた。また，研修期間中に宿所としているワシントン大学で同大学の教授から科学 

   に関する種々の講義を受講できたことも，将来に海外で学ぶ自らの姿を具体的にイメージするこ 

   とに繋がり大きな成果である。 

（2）GS科授業での取組 

今年度も英語科教員との連携が進み，GS科の１年生～３年生に関係する授業を実施することがで

きた。特に，学校設定科目「GSⅢ」では，今年度の新たな改善として口頭発表時に英語によるア

ブストラクトの 1分間スライドに取り組んだ。審査員の大学等の研究者から，よい評価を受ける

ことができ，生徒の成長に繋がった。また，課題研究の成果は本県 SSH指定校と管理機関が共同

して開催している五国 SSH連携プログラム「9th Science Conference in Hyogo」への参加で公

表することができた。さらに，SSH 指定により，管理機関から本校は２名の ALT の配置を受けて

いるが，「GSⅢ」の後半では，英語による科学実験の他に，心理学実験についても ALTの開発教

材を活用し，取り組んだことも今年度の改善点のひとつである。 

（3）国際理解教育委員会 

本校の国際理解教育委員会との連携も順調に進み，次の①～③のような多彩なプログラム群を設

定できた。学校の体制が進んできたという面でも成果が上がったと考えている。 

①大阪大学留学生授業見学・交流会 

留学生の課題研究の見学や自然科学系部活動の見学での対話，留学生のプレゼンテーションでの

協議等，すべて英語で行った。 

②曙光女中（台湾）とのオンライン交流会 

年３回の実施で，相互に打ち解けあうことができ，効果が高い。台湾の高校生の英語のレベルの

高さを知る良い機会となっていて，GS科生徒にとって良い刺激となっている。 

③JICA関西訪問（３月実施予定） 

海外で活躍する日本人（特に女性を依頼している）の講演を聴くことで，国際貢献を考える良い
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機会となっている。 

 

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

（1）自然系部活動の活動 

３つの自然科学系部活動の部員が 57名になり，SSH指定を受けたことによる波及効果は検証でき

た。特に指定１年目は３つの部を合わせて１名であった新入部員が，今年度は 50 名であったこ

とは大きな成果のひとつである。多くの部員が幅広く活動し，レベルの高い研究を行っている。 

今年度は，化学部が兵庫県高等学校総合文化祭で研究発表部門 最優秀賞を受賞し，来年度の全 

校高等学校総合文化祭「清流の国ぎふ総文 2024」への出場権を獲得した。それ以外にも今年度も 

多数の科学コンクールに参加し，数々の受賞があり，高い評価を受けた。 

（2）「兵庫咲いテク」事業を活用した取組 

県内 SSH指定校と管理機関が連携した「兵庫咲いテク委員会」による科学イベント（五国 SSH連

携プログラム）を活用した。県内 SSH指定校に行き，他校の生徒と科学交流する意義は高い。本

校も五国 SSH連携プログラムとして「高校生のリサーチプラン研修会」を企画したが，県内の SSH

指定校がこのように連携していることは，本校の SSH事業の普及の面からも大きな成果であると

考えている。今年度の改善として DAYS通信（本校作成の校内広報紙）のみならず，office365の

Teams（GS 科・普通科・演劇科の全生徒参加）を活用した WEB 配信による五国 SSH 連携プログラ

ム募集案内を行った。 

 

 五国 SSH連携プログラムへの本校生徒参加者数 

プログラム名 主催校（県内 SSH 指定校） 参加人数 

宇宙への挑戦 兵庫県立三田祥雲館高等学校 1 名 

サイエンスカンファレンス 兵庫県立神戸高等学校 2 名 

データサイエンスコンテスト 兵庫県立姫路西高等学校 4 名 

数学トレセン（トレーニングセンター） 神戸大学附属中等教育学校 5 名 

これから研究を始める高校生のためのリサーチプラン研修会 本校 43 名 

 

４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成 

（1）メンター制  

 今年度も「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」において卒業生によるメンター制を活用した。 

今年度は，11名の卒業生がメンターとして「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」に参加した。１年生のアンケートで

は，卒業後はメンターとして後輩の指導に関わりたいとする回答が 54％に及んでおり，本校のメ

ンター制は良い方向に機能し，定着していることが検証できた。 

（2）小中学生のための自由研究オンライン相談会 

昨年度に引き続き実施した。今年度は，10名の申込があった。本校の特色ある取組として機能し

たことが検証できた。 

（3）アゴラ（サイエンスカフェ） 

 学外の研究者と膝を交えて，科学について語り合う場として設定していたが，コロナ禍で２年

間中断していた。作年度，大阪大学教授を講師として再開できた。 

今年度は校内の SSH広報誌「DAYS通信」で告示した結果，1回目は 7名，2回目は 12名の参加者
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が得られた。特に１回目は女性研究者を講師として，女性研究者を取り巻く環境についてのお話

を聞き，聴講した女子生徒が考える機会とすることができた。 

 

５ GS科での取組を活用した授業改善 

 普通科の探究活動への応用 

 今年度から普通科に文系・理系を問わず「総合的な探究の時間」と「理数探究基礎」を必履修科目 

 として設置した。２年生の時間割では金曜日の５限・６限に連続して開講し，研究活動が効率的に 

 行えるように工夫した。その成果は３月に GS科と合同開催する探究発表会「探究の日」で披露し， 

 全校生徒職員で成果を共有する日とした。 

  

  対象生徒 科目名と内容 

2 年生普通科 6 クラス 239 名 

（文系 117 名・理系 122 名） 

「総合的な探究の時間」１単位・「理数探究基礎」１単位 

金曜日の 5 限・6 限に連続 2 コマとして開講。探究活動の基礎学習

と実践活動を行う。 

3 年生普通科 5 クラス 187 名 

（文系 84 名・理系 103 名） 

「総合的な探究の時間」１単位 

・演劇活動による自己探究（1 学期） 

・進路実現に向けての自己探究（2,3 学期） 

 

 

 

６ 科学技術人材育成に関する取組 

（1）「数学・理科甲子園」に参加する取組 

本校は過去６年間で２度，「科学の甲子園」に出場している。その予選として兵庫県で行われて

いる「数学・理科甲子園」に毎年参加している。単に大会に参加するだけでなく，これを絶好の

学びの場として捉え，「GSⅠ」と連携し，参加チームだけでなく GS科生徒全体で深い学びが得ら

れるように教材開発した。保護者からも，参観するだけでなく実技競技にも参加したいとの声が

多数あり，授業そのものの評価も高かった。本校 SSH事業の大きな成果のひとつとして考えてい

る。 
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 91.7%の保護者が「GSⅠ甲子園」を科学教育に役立つ教材であると評価 

   

（2）五国 SSH連携プログラム 

  管理機関「兵庫咲いテク委員会」と県内の SSH校が協働して，「五国 SSH 連携プログラム」を 

  企画し，県内の高校生を主対象とした科学教育活動を行っている。本校は「これから研究を始め 

  る高校生のためのリサーチプラン研修会」を企画した。 

  ① サイエンスフェア in兵庫 

   「兵庫咲いテク」事業最大の科学イベントである。県内高校生のみならず，企業・大学の研究 

  者も参加する。各校生徒の課題研究発表会であるが，今年度は開催日の変更により，2年生は修 

  学旅行中となり参加できなかったが，１年生 GS科と普通科生徒が口頭発表を行った。 

  ② 9th Science Conference in Hyogo  

   GS科 3年生の課題研究班が参加し，英語によるポスターセッションを行った。 

(3）国際科学技術コンテスト（科学系オリンピック）への取組 

  SSH事業として，力をいれている取組である。国際科学技術コンテストへの参加を推進すること 

 で，学校全体の科学に関する興味関心に繋がると考えている。今年度から office365の Teams を 

 活用し，生徒が参加しやすいように連絡体制を改善した。GS科 3年生生徒が，第 3回ヨーロッパ  

 女子情報オリンピック(EGOI 2023)に日本代表メンバーに選出され，銀メダルを獲得した。さらに 

 文部科学大臣特別賞が授与された。 

 

大会名 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

日本生物学オリンピック 16 名 21 名 25 名 29 名 ８名 

日本地学オリンピック ２名 ３名 １名 ２名 ０名 

化学グランプリ ３名 ２名 ７名 ５名 ７名 

日本数学オリンピック ８名 11 名 10 名 ８名 ５名 

日本情報オリンピック ０名 ０名 ０名 １名 敢闘賞 ０名 

日本情報オリンピック女性部門 － － １名 １名 金賞（全国１位） ０名 

物理チャレンジ ０名 ０名 ０名 １名 ０名 

合計 19 名 37 名 44 名 47 名 20 名 

 

（4）青少年のための科学の祭典 

SSH事業成果の普及活動の一環として「青少年のための科学の祭典」に GS科生徒や自然科学系部

活動生徒が参加している。小中学生（およびその保護者）を対象にした活動を通じて，科学の社

会的意義を学ぶとともに，科学の楽しさを地域の人々に伝えている。 
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７ 課題研究に係る取組 

(1) テーマ設定実習 

本校の特色のひとつである。生徒からの評価が極めて高く，課題研究に大きな意義があることが

検証できている。今年度は指定４年目までの見直しを行い，一連の日程的なスパンを長くした。 

 

時期 内容 詳細 

11 月 「GSⅠ」ファラデー定数を求める探究活動 事後に新たなテーマを生徒自ら考える 

12 月 探究 week（ミニ課題研究） 生徒が自ら考えたテーマに基づき探究活動を行う 

冬休み ①科学倫理学習 

②リサーチプラン提出その１ 

③「GSⅠ」プレゼン実習 

①研究に関する倫理学習を行う 

②来年度に行いたい課題研究テーマについて考える 

③探究 week（ミニ課題研究）の発表会 

１月 「高校生のためのリサーチプラン研修会」 本校 SSH 事業のリサーチプラン研修会。外部講師の講義や

他校生との協議により，リサーチプラン立案について研修

する。 

２月上旬 リサーチプラン提出その２ リサーチプラン研修会を受けて，プランをブラッシュアッ

プし提出する 

２月下旬 課題研究担当者会議およびヒアリング ヒアリングを行い，生徒提出のリサーチプランから 10 テ

ーマ前後選出する 

３月 ①「GSⅠ」テーマ設定実習 

 

②課題研究テーマ班決定 

①選出されたテーマの発案者がプレゼンを行い，その後，

生徒どうしでテーマ別協議や情報交換を行う 

②テーマ設定実習を受け，課題研究テーマおよび班が決定

される 

春休み 予算計画作成 リサーチプランに基づき，各班で必要物品の要求書を作成 

４月 「GSⅡ」の開始 ２年生になり，課題研究が始まる 

 

(2) 科学倫理の学習 

科学倫理を APRINeラーニングシステム(eAPRIN)の教材「中等教育における研究倫理」の基礎編と

実践編を自習させ，受講確認書を提出させている。学習の成果はペーパーテストで評価している。

75％の生徒が積極的に科学倫理の学習に取り組み，その必要性を認識している。 

(3) オンラインによる課題研究の深化と効率化 

SSH事業の開発課題のひとつである，オンラインによる課題研究の深化と効率化の検証を行った。

今年度も成果を確認できた。Teams の機能を用い，生徒相互のみならず，生徒と教員のオンライ

ンによるやりとりが効果的に進んだ。自然科学系部活動においてその成果が顕著であった。 

  Teamsを用いたことにより課題研究の効率化が進んだと回答した生徒は 86.5％（１年時）→97.5％ 

  （２年時）→91.9％（３年時）と２年時で最も高かった。また，Teamsを用いることにより協議が 

   深められたと回答した生徒は，94.6％（１年時）→95％（２年時）→97.3％（３年時）と３年時 

  で最も高かった。 

 

８ 成果の公表・普及 

（1）五国 SSH連携「高校生リサーチプラン研修会」の実施 

今年度は，県内 SSH校を対象に実施した。県内 4校から生徒の参加があった。また，教員のみの 

参加もあり，参加した他校教員からの評価は高かった。本校のリサーチプラン立案のフローは県 

内でのロールモデルとして定着しつつあると検証できた。 

 (2) 探究活動を深化させる教材開発 

指定 5年間の「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」で探究活動を深化させる教材開発をほぼ完成させることができた。 

来年度から本校ホームページで順次，公開していく。 
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 (3）先進校視察  

   今年度は，沖縄県立向陽高等学校の訪問を受けた。また，過去に SSH指定の経験校である宮城県 

  宮城第一高等学校の訪問も受けた。本校から視察を申し入れたのは熊本県立熊本北高等学校と熊 

   本県立第二高等学校の２校である。２校とも本校同様，三科（訪問校は普通科・理数科・英語科 

  または美術科，本校は普通科・理数科・演劇科）からなる学校であり，Ⅰ期終了後の本校の目指 

  すべき方向について多くの示唆を受けることができ，視察の目的は大いに達成された。 

 

９ 事業の評価 

(1）スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価に対する改善 

  令和３年度に受けた中間評価で指摘された項目について，今年度も改善を進めることができた。 

  特に今年度は次の事項について改善が進んだ。 

 ・「５つの力」の評価 

  「GSⅠ」使用するルーブリックをあらたに改善し，「５つの力」に基づく生徒の到達目標が明確 

    になるとともに評価規準がはっきりと伝わった。その結果，生徒は探究活動の評価（通知表の成 

    績）について納得できるものであると回答する生徒数が増加した。 

・SSHを GS科のみならず，普通科に拡張するための体制 

  「理数探究基礎」を普通科全員（文系・理系）の必履修科目として設置し，今年度から開講した。 

  「総合的な探究の時間」と連携し，２コマ連続の時間割とし，多くの教員が授業担当者となり，  

  探究活動のノウハウが継承されやすくなった。また，GS科と合同で探究発表会を開催し，「探 

  究の日」とすることで学校全体で取り組む SSH体制がより強化された。 

・ホームページの改善 

  SSH事業の広報活動の要となるホームページを改善し，本校の活動内容が分かりやすく届けら 

  れるようになった。改善後のアクセス数の多さで検証できた。 

 

（2）教職員による評価  

GS 科中心で事業を進めてきたため，過去４年間の全職員の評価は必ずしも高いものではなかっ

た。しかしながら，今年度の教職員アンケートでは，SSHに関するすべての項目でよい評価への

回答数の増加が目立った。ようやく，学校全体で取り組む SSH の体制が整えられてきたことが

検証できた。 

（3）大学進学への効果  

SSH 指定を受けて，推薦入試の活用が GS 科生徒に広まりつつある。また，医学部医学科への進

学者も GS科から毎年出るようになり，SSHの学力への波及効果も確認できた。今年度の GS科生

徒の推薦入試へのエントリー数は 23名を数えた。また，難関国公立大学への合格者数も維持で

きており（令和５年度入試の大阪大学合格者数は指定４年間で最高の 13名であった），大学進

学への効果が検証できた。 

 

10 校内における SSHの組織的推進体制 

  中間評価の指摘を踏まえ，SSH運営指導委員の見直しを進めることができた。来年度は「SSH探 

  究部」を新設する予定となり，組織的推進体制をより強化できる見通しがたった。また，今年度， 

  あらたに文系教員と理系教員が探究活動に基づく人材育成の目標を話し合う会（ぶんたんの会） 

  を複数回開催し，本校の教育活動の方向性に対する提言を作成することができた。 
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 ② 研究開発の課題   

 SSHⅠ期では，「新たな価値を創出し，社会を牽引する科学技術系人材育成のための探究活動によ

るクロスカリキュラムと評価方法の開発」を研究開発課題とし，GS 科および自然科学系部活動を主

対象生徒とした科学技術系分野で突出した人材育成につながるカリキュラム開発や生徒間のメンタ

ー制の推進に取り組んできた。その成果として，GS 科の課題研究や自然科学系部活動の研究におい

て，ISEF の出場権獲得や全国高等学校総合文化祭への出場を始めとする数多くの科学コンクールや

学会発表等での受賞が当然のこととなるような質の高い研究を生み出す体制が構築できた。Ⅰ期で

進めた研究開発により，生徒は主体的かつ協働的に深い学びを行えるようになり，学力を向上させる

ことができたとほとんどの生徒が実感するに至った。このことは大きな成果であり，研究開発の目的

は概ね達成されたと自己評価している。令和３年度には「これまでの努力を継続することによって，

研究開発のねらいの達成がおおむね可能と判断されるものの，併せて取組改善の努力も求められる」

との中間評価を受けた。 

 具体的には，GS科の教育課程に学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を開講した。その結果，生徒は主体

的かつ協働的な深い学びを行うようになり，卒業時に学力の向上を実感した生徒が 89％に達した。

また，意欲的に課題研究に取り組むように変容し，指定前にほぼ０件であった外部での発表件数は令

和５年度には 43件を数え，職員の評価も高くなった（GS科の取組により，思考力・判断力・表現力

を育成し，学びの意欲を高めることができた：100％）。GS科の国公立大学への大学進学者について

も東京大学や京都大学を始めとする難関大学への進学者数も多く，女子生徒の医学部医学科の進学

者が指定４年間で４名を数える等，理系女子の活動を支援することもできた。また，探究活動に卒業

生が支援するメンター制を２年次から実施したが，今年度までに延べ 45名の卒業生がメンターにな

り，後輩の探究活動の支援を行った。メンター制は探究活動の実践に効果があった。 

 SSH事業に対する職員の意識も向上した（指定校として特色ある活動をしている：81％，SSHを学

校全体の教育活動に効果的に生かしている：78％，SSHの活動が学力向上に繋がっている：80％）。

これらの分析をもとに，Ⅰ期では，本校にとって効果の高い研究開発を進められたと検証できた。ま

た，オープンハイスクールのアンケートでは地域の中学生及びその保護者から本校の SSH 活動に対

しても，非常に興味関心を持った（73％），興味関心を持った（27％）との回答を得た。さらに，成

果普及として行った他校生対象の「リサーチプラン研修会」に対する評価も高い。しかしながら，SSH

を全職員が関わる事業に広げるまでには至らなかったことが課題として残されている。以上の分析

から，本校の目指す人材育成と探究活動の関りを全職員で共有することで SSH の取組が持続的なも

のになり，安定期に繋がると考えた。そこで、その課題を解決する方法のひとつとして普通科に文系

理系の枠を越えて，「理数探究基礎」を開講することとし，既に今年度から実施を始めている。「理

数探究基礎」と「総合的な探究の時間」を時間割上で連続した時間とし，理系の教員と文系の教員が

協働し展開することで全職員の探究活動の指導力向上を図ることを今後の課題としている。さらに，

本校として目指す人材育成に繋がる「探究テキスト」を作成し，全生徒・教員で共通の目標を持つこ

とが必要であると考えている。探究活動の評価については，Ⅰ期では GS科の探究活動に対してルー

ブリックを開発したが，教育大学等の専門家との連携を十分に進められず，他教科に広げることがで

きなかった。専門家と連携し，校内研修会や「理数探究基礎」での取組を進めることで全校体制の SSH

へと職員の意識を高めると共に，新たに「SSH教育探究部」を新設し，実質的な体制を構築すること

も課題である。 

 Ⅰ期では科学技術系人材育成の裾野を広げる取組として，GS 科で培った課題研究のためのリサー



26 

 

チプラン作成のノウハウを他校生に伝える研修会を行った。さらに成果普及を進めるためにより一

層，ホームページの改善を進め，開発教材等の普及活動も行いたい。 

 令和４年度には中間評価での指摘事項に対し，改善策を立て動き出すことができた。今後は，Ⅰ期

で達成できた取組の強化と新規の取組をバランスよく学校全体で取り組み，持続可能な安定した教

育活動を行いたい。 

 以上を踏まえて，次年度以降の目標（今後，解決すべき課題）を設定した。 

 ①学校設定科目と大学や博物館などの研究機関との連携・連動させた問題発見能力及び課題解決能 

  力育成のための取組 

  学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」により，GS科の課題研究に必要な５つの力（気づく力・繋ぐ力・ 

  伝える力・見通す力・挑戦する力）を伸長させるプログラムの開発及び評価方法の完成度を高 

  め，突出した科学技術系人材育成を実践する。 

 ②英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

  米国ワシントン州シアトル科学研修による国際性を高める活動を継続する。現地技術者との交 

    流や研究発表会が有効であることが検証できている。したがって今後は生徒の科学発表を前面 

  に打ち出した，より科学性の高い研修とすることが課題である。また，Ⅰ期で連携した海外の大 

  学や高校と新たに普通科生徒の研究発表等の科学交流を実践することも必要である。 

 ③自然科学系部活動を充実させるための取組 

  Ⅰ期の取組の成果を活かし，今後，さらに質の高い生徒研究へと進めていく。Ⅰ期ではプレ 

  ゼン能力の向上が顕著であったが，先行研究等の情報収集力が十分身に付いたとは言い切れな 

  いとの検証もできた。今後，Ⅰ期で到達できなかった目標を達成し，専門家との連携を強化し， 

  より充実した活動を実践することで研究者として望まれる態度を身に付けた人材を育成してい 

  きたい。 

 ④探究活動における教材開発と評価方法に係る取組 

  来年度以後，普通科の文系理系ともに「理数探究基礎」と「総合的な探究の時間」を２年生に同 

  時進行の形で履修させていくこととした。年度の前半は探究活動の基礎を習得し後半の実践活 

  動に繋げていく。卒業後の自分の未来像を描き，学びたい学問を明確にし，豊かな社会の構築を 

  目指す人材育成に繋がる教材および評価方法を研究開発すると共に，それらの目標をまとめた 

  探究テキストを開発し，本校が目指す人材像を生徒・教員で共有することも大きな課題である。 

 ⑤本校の目的とする人材育成に向けて効果的な組織的推進体制を構築する取組 

  Ⅰ期の検証により，持続可能な研究開発を行うために全職員での業務の分担化の重要性が明確 

    になった。Ⅰ期３年次より，担当職員の業務の軽減化を図りつつ生徒が様々な活動に使える時間 

    を増加させたが，生徒の研究活動の質を維持することができた。今後，Ⅰ期の総括を基に，本校 

  の目指す人材育成を推進する，より持続可能で効果的な全校体制の構築を目標とし新たに SSH教 

  育探究部の創設を行う。 
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第３章 実施報告書 

Ⅰ 研究開発の経緯および指定５年間の取組概況 

 本校は昭和 60年に宝塚市内の４番目の公立高校として，普

通科と全国公立初の演劇科の２科で開校した。翌年，普通科の

うち１クラスを理数コースとし，理数教育の力を入れた結果，

理数コースには優秀な人材を確保することができるようになり

平成 15年度からより国際的視野に立つ人材を育成するために

理数コースをグローバルサイエンスコース（GSコース）に改編

し，これに合わせて兵庫県立人と自然の博物館と連携した取組

を始めた。  

 その後，連携先を京都大学や大阪大学等に広げ，地球規模の

環境問題などをテーマとした取組に発展させた。平成 26年度

入学生から普通科 GSコースを発展させ，理数科であるグロー

バルサイエンス科（GS科）に改編し，全県学区として広範囲か

ら理数系の生徒を募集した。また，平成 27年度入学生から普

通科の通学域が拡大し，宝塚市だけでなく，西宮市・伊丹市・

川西市等の阪神地域と三田市・篠山市などの他地域からも通学できるようになり，普通科の生徒も学

区の中でも比較的高い学力層の生徒が入学するようになった。 

 SSH指定前より GS科の生徒は１年生から理数科の専門科目を学習するとともに学校設定科目「自然

科学探究」で教科横断・体験型の集中講義形式の実習を中心とした学習を行い，探究に対する姿勢と

主体的・対話的に学習する力をつけ，２年生でのシアトル研修や課題研究につなげてきた。また３年

生ではシアトル研修等で培った英語表現力を生かし２年生での課題研究について英語でまとめ，発表

するということを行ってきた。これらの結果，以前よりも高度な知識・技能を身につけて，さらに探

究活動を通じて思考力，判断力，表現力などの力をつけてきた。 

 このように本校は，歴史は浅いながらも伝統校に劣らない進学実績を積み上げてきた。それらの実績

は本校教職員の熱意ときめ細やかな指導，生徒が課題や日々の「学習の記録」をしっかり継続してきた

結果である。その成果もあり，GS 科や普通科の生徒の現役での国公立・難関私立大学への合格者数は

年々増加し，東京大学，京都大学，大阪大学などの難関国立大にも合格者を出してきた。 

 しかしながら変化の激しいこれからの社会で，新しい価値を創出し，社会を牽引できる科学技術系人

材として活躍していくためには，より主体的かつ協働的な探究活動を通じて「気づく力」「挑戦する力」

「繋ぐ力」「見通す力」「伝える力」を身につけていかなければならないと考えた。それらを示すかの

ように，学習指導要領改訂及び大学の入試制度が様変わりをしてきた。本校でもより主体性を持ち協働

的に学ぶことのできるような生徒を育てることが学校の課題となった。また本校は第２学区の中心とな

る学校の一つであり，地域の教育力向上のための拠点としての期待も大きい。本校では学力向上委員会

を中心にアクティブラーニングに積極的に取り組むとともに，反転授業や ICT 機器の活用など，先進的

な取組を試行し，研鑽し続けてきた。その結果，以前はおとなしく受動的であると言われていた本校の

生徒の気質も能動的になってきたが，将来，新しい価値を創出し，社会を牽引できる科学技術系人材と

して活躍するためには，より強く主体的・対話的に学ぶ生徒に育成していくことが急務であると判断し

た。そこで，学習指導要領にはない，探究活動を中心に据えた新しい科目を GS科に導入し，研究開発に

取り組むため文部科学省に SSH申請を行い，令和元年度に SSH指定を受けることができた。 
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 SSHⅠ期では GS科と自然科学系部活動を主対象生徒とし，研究開発を行ってきた。GS科の教育課程

に学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を開講し，突出した科学技術系人材育成の取組を行った。その結

果，生徒は主体的かつ協働的な，より深い学びを行うようになり，卒業時に学力の向上を実感した生

徒が 89％に達した。また，意欲的に課題研究に取り組むように変容し，指定前にほぼ０件であった外

部での発表件数は令和４年度には 45件に達し，職員の評価も高い（GS科の取組により，思考力・判断

力・表現力を育成し，学びの意欲を高めることができた：100％）。自然科学系部活動の部員数も指定

５年間で３倍増となり，ISEF や全国総文の出場等，大きな成果を上げることができた。GS科の国公立

大学への大学進学者についても東京大学や京都大学，大阪大学を始めとする難関大学への進学者数も

多く，女子生徒の医学部医学科の進学者が指定４年間で４名を数える等，理系女子の活動を支援する

こともできた。また，探究活動に卒業生が支援するメンター制を指定２年次から実施したが，今年度

までに延べ 45名の卒業生がメンターになり，後輩の探究活動の支援を行った。メンター制は探究活動

の実践に効果があったことも確認できた。 

 SSH事業に対する職員の意識も向上した（令和５年度職員アンケート結果：指定校として特色ある活

動をしている：81％，SSH を学校全体の教育活動に効果的に生かしている：78％，SSHの活動が学力向

上に繋がっている：80％）。これらの分析をもとに，Ⅰ期では，本校にとって効果の高い研究開発を

進められたと検証できた。また，オープンハイスクールのアンケートでは地域の中学生及びその保護

者から本校の SSH活動に対しても，非常に興味関心を持った（73％），興味関心を持った（27％）と

の回答を得た。さらに，成果普及として行った他校生対象の「高校生のためのリサーチプラン研修

会」に対する評価も高い。 

 令和３年度に「これまでの努力を継続することによって，研究開発のねらいの達成がおおむね可能

と判断されるものの，併せて取組改善の努力も求められる」との中間評価を受けた。Ⅰ期５年間の検

証を行ったが，対象生徒を GS科等に限定した為，学校全体で取り組む SSH活動に十分へ広げることが

できなかった。また，探究活動の評価方法については，育てる力として掲げていた「気づく力」「繋

ぐ力」「伝える力」「見通す力」「挑戦する力」の５つの力に対する評価方法も十分な達成があった

とは言い切れない。そのため５つの力の評価方法について教育系大学の研究者と連携し，現行の GS科

の学校設定科目による人材育成につながる評価方法の研究開発の取組を継続するとともに，学校全体

で取り組むための組織開発を継続することとした。さらに，Ⅰ期の GS科の探究活動の成果を普通科に

広げていくことを行い，指定５年目に普通科全生徒に「理数探究基礎」を必履修科目として設置し

た。このように，Ⅰ期終了後の本校の新たな研究開発課題をいくつか設定し，Ⅱ期目に繋げたいと考

えている。 

 

Ⅱ 研究開発課題 

(1) 研究開発課題 

〇研究開発課題名 

 「新たな価値を創出し社会を牽引する科学技術系人材育成のためのクロスカリキュラムと評価法の 

開発」 

〇概要 

 主体的・対話的・協働的な活動を通じて，「気づく力」「挑戦する力」「繋ぐ力」「見通す力」「伝

える力」の５つの力を獲得し，社会の劇的な変化にも対応し新たな価値を創出するリーダーを育成する

ための，教科横断的な課題研究を中心としたカリキュラムの開発を行う。さらに，生徒の探究活動を客

観的に評価する評価法を開発する。 
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〇実施規模 

 今年度の研究開発の実施規模は，グローバルサイエンス科（以下 GS 科）120 名，自然科学系部活動

（約 60名），普通科・演劇科希望生徒（約 20名）とする。 

 

(2)研究開発の内容 

「新しい価値を創出し，社会を牽引できる科学技術系人材」に求められる能力のうち「気づく力」「繋

ぐ力」「伝える力」「見通す力」「挑戦する力」の基本的な５つの力の育成に重点を置き，その実現

のために本年度は次の取り組みを行う。 

 

本年度の研究開発課題（令和５年度事業計画） 

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成 

５ GS科での取組を活用した授業改善 

６ 科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法  

７ 課題研究に係る取組 

８ 成果の公表・普及 

９ 事業の評価 

10 校内における SSH の組織的推進体制 

 

Ⅲ 本年度の取組 

１ 大学や博物館などの研究機関を活用した学校設定科目の開発及び改善 

(1) 経緯・仮説 

 本校は SSH 指定前まで GS 科では大学や博物館などとの連携を行い，教育活動に一定の成果を上げて

きた。令和元年に SSH指定を受けたことで各連携機関とのプログラムの教育効果をさらに高めるため GS

科に学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を設置し，課題研究と GS科の校外学習等との連携を強化することと

した。 

 

GS 科で展開している学校設定科目 

令和４・５年度の入学生 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 対 象 

教科・科目名 単 位数 教科・科目名 単 位数 

GS科  

GSⅠ  １  総合的な探究の時間  １  第１学年  

GSⅡ  ５  

情報Ⅰ  １  

第２学年  
理数化学  １  

理数生物  １  

理数探究  ２  

GSⅢ  １  総合的な探究の時間  ２  第３学年  

 

 １年生の「GSⅠ」では課題研究を進める上で特に必要であると考えている５つの力（気づく力，繋ぐ
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力，伝える力，見通す力，挑戦する力）の育成を目標としている。外部の研究機関と連携した多様な科

学体験を経験することで視野が広がり，１年生の間に主体的に課題研究のテーマを決めることが可能と

なり，高校３年間を見据えた探究的活動が行えると仮説を立てている。また，生徒が主体的に連携先の

研究者や大学院生らとつながりを持つことで科学者としてのコミュニケーション能力の伸長が期待さ

れる。「GSⅠ」の一部はオープン講座とすることで他科生徒の参加を促進することで学校全体に SSH事

業の効果を波及させていくことにも繋がる。 

 ２年生の「GSⅡ」では，教科融合型の授業を通して探究活動に必要な力を育成し課題研究を行う。「GS

Ⅱ」は，SSH 特例を活かした「理数化学・理数生物・情報の科学・課題研究」との融合科目であり，前

半は課題研究に必要な基礎知識や考え方等を身につけるため化学・生物・情報科学にフォーカスした教

科・科目横断型授業に重点を置き，課題研究の進捗に合わせて課題研究活動の比率を高めるという可塑

的な運用を行う。特に課題研究のリサーチプランを重視することで主体的・対話的・協働的に課題解決

していくために必要な５つの力が高まると仮説を立てている。 

 ３年生の「GSⅢ」では課題研究の完成をめざし，論文の執筆と英語アブストラクトスライド作成など

を行う。また，３年間のまとめとして課題研究発表会と論文発表を行うが，論文においては外部の研究

者による査読を行う。さらに課題研究発表会では，外部研究者の助言や議論を通して研究者として必要

な５つの力を高いレベルで身に着けることができると期待される。 

 

(2) 内容 

大学や研究機関との主体的な取組 

 ①大阪大学との連携 

 ・学校設定科目「GSⅠ」探究基礎実習，プレゼンテーション実習 

 ・特別講義「再生可能エネルギー」「身の回りの金属元素」 

 ②京都大学との連携 

 ・学校設定科目「GSⅠ」 

 ・特別講義「核科学」 

 ③兵庫県立人と自然の博物館との連携 

 ・学校設定科目「GSⅠ」探究基礎実習，フィールド実習 

 ・特別講義「論文の読み方」「データの解析法」 

 ・学校設定科目「GSⅡ」課題研究中間報告会，課題研究中間発表会 

 ・学校設定科目「GSⅢ」課題研究発表会 

 ④京都教育大学との連携 

 ・学校設定科目「GSⅠ」探究基礎実習 

 ⑤その他の連携機関 

  神戸大学，兵庫県立大学，関西学院大学，甲南大学等と連携し，課題研究において指導や助言を受  

 けたり，連携機関に生徒が出向き研究者から直接指導助言を受けたりしている。 

大学主催の高校生向け科学プログラムに関する取組 

  大阪大学 SEEDSプログラム（体感コース）に２年生普通科生徒１名と１年生 GS科生徒１名が取り  

 組んだ。 
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(3) 学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 

「GSⅠ」の授業実践とその改善 

①「GSⅠ」のカリキュラムの特徴 

GS科１年生を対象としている「GSⅠ」は，２年次から始まる課題研究「GSⅡ」の準備学習期間であ

り，課題研究の基礎となる探究基礎実習を中心にしたカリキュラムとなっている。また，未修分野や

教科の枠組みにとらわれない分野に協働して取り組ませることで科学的探究心，論理的思考力，判断

力，表現力を育成している。さらに，「発酵の科学」「GSⅠ甲子園」といった競技性のあるプログラ

ムをカリキュラムに含めることで，生徒のモチベーションを高める構成となっている。 

 

②「GSⅠ」における指導の重点 

各プログラムでの教師の指示を簡素化することで，生徒が自ら考えて実験や実習に取り組むように

なることが前年度までに検証されている。さらに各プログラムはグループワークとし，活動の最後に

は必ずプレゼンテーションを行わせている。 

 

③「GSⅠ」の今年度の実施内容  （対象：GS科１年生）週休日に実施 

時期 内容 連携先，メンター等 

4 月 オリエンテーション 

プレゼン実習「小中学校で行った自由研究」 

 

ラボノートの書き方および講義「スライド作成」 

プレゼンテーション実習「科学の本の紹介」 

5 月 探究基礎実習「紙コップの不思議」 京都教育大学，メンター（卒業生） 

6 月 課題研究発表会参加 GS 科 3 年生の発表会に参加 

7 月 探究基礎実習「データロガー実習・化学実験基礎

実習・生物実験基礎実習」 

 

9 月 フィールド実習「丹波地方の古環境」※ 県立人と自然の博物館 

10 月 探究基礎実習「スケーリングの科学」  

探究基礎実習「GSⅠ甲子園」 メンター（GS 科 2 年生） 

11 月 課題研究中間報告会参加 GS 科 2 年生の発表会に参加 

探究基礎実習「ファラデー定数を求める」 大阪大学（大学教員および学生）・メンター（卒業生） 

特別講義「再生可能エネルギー」 

特別講義「生物無機化学」 

大阪大学 

探究基礎実習「発酵の科学」  

12 月 探究基礎実習「ミニ探究 week」  

1 月 プレゼンテーション実習「ミニ探究 week」 大阪大学 

「サイエンスフェア in 兵庫」参加 県内 SSH 校他の科学交流・発表会 

探究基礎実習「論文の読み方」「データの解析法」 兵庫県立人と自然の博物館・メンター（卒業生） 

探究基礎実習「リサーチプラン研修会」 五国 SSH 連携プログラムとして実施 

3 月 課題研究テーマ設定実習 卒業生 

校外学習 

「JICA 関西・県立人と防災未来センター」 

JICA 関西，県立人と防災未来センター，兵庫県立

大学大学院減災復興政策研究科 
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講義「都市の防災を考える」 

課題研究中間発表会参加 GS 科 2 年生の発表会に参加 

特別講義「核科学」※ 京都大学 

 校外学習「京都大学複合原子力科学研究所」 

        ※全校生を対象としたオープン講座（各回とも普通科生徒 2～3 名の参加あり） 

 

 

 

 

 

 

 

恐竜の足跡模型の計測       パスタブリッジの組み立て        発掘現場での講義 

（スケーリングの科学）        （GSⅠ甲子園）           （フィールド実習） 

 

④ GSⅠの事業評価 

 教師の指導と評価を一体化させることが極めて重要であることは前年度までの本校の取組で検証し

ている。この検証結果を受け，今年度は GSⅠにおけるすべての実習で「５つの力の評価項目（下表）」

を生徒に提示し，５つの力における評価の観点を明確に示した。 

 

    GSⅠの各実習における５つの力の評価項目 

 

 

これらの評価項目を元に実施したアンケートの結果を次頁に示す。 

アンケートでは，実習で伸びたと思われる能力を尋ねた（複数回答可）。全生徒がすべての実習で何

らかの力が伸長したと感じており，特に繋ぐ力や伝える力が伸びたと回答する生徒が多かった。これは，

各実習をグループで協働的に行っているため，他者と協議をする・自分の意見を他者に伝えるといった

活動が多いことが要因であると考えている。また，年度の後半（「④発酵の科学」や「⑤ミニ探究発表

会」の取り組み）には，見通す力や挑戦する力の伸長を感じている生徒が多くなっている。年間を通し

て継続的に協働的な取り組みを実施している点や，探究的な要素が段階的に強くなっていく点がこれら

①恐竜の歩行 ②GSⅠ甲子園 ③ファラデー定数 ④発酵の科学 ⑤ミニ探究発表会

気づく力

資料を読み取り、答えを

求めるための気づきが

あったか

問題や工作で答えを求め

るための気づき

観察した現象に対して何

かしら気づきがあったか

観察した現象に対して何

かしら気づきがあったか

観察した現象に対して何

かしら気づきがあったか

繋ぐ力
データ採集で他人と協働

できたか

工作等での自分の役割を

行えたか
他人と協働できたか 他人と協働できたか 他人と協働できたか

伝える力
エクセル実習で他人と協

働できたか

他人との協議で自分の考

えを伝えられたか

実験方法について自分の

考えを述べたか

発酵に適した条件につい

て自分の考えを述べたか

パワーポイントを用いた

発表ができたか

見通す力
制限時間を意識して計算

できたか

制限時間を意識して工作

できたか

タイムテーブルを意識し

て活動できたか

タイムテーブルを意識し

て活動できたか

発表日までの日程を意識

して活動できたか

挑戦する力
帰宅後に今日の実習内容

を深めようと考えたか

帰宅後に今日の実習内容

を深めようと考えたか

帰宅後に現象について調

べてみようと思ったか

帰宅後に発酵について調

べてみようと思ったか

この後、この実験をさら

に深めたいと思ったか
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の力を育成していると考えている。 

 

 生徒の５つの力の全てで変容が大きかった「④発酵の科学」において，生徒の振り返りの文章を LDA

（Latent Dirichlet Allocation）と呼ばれるトピックモデリング手法を用いて分析した。なお LDAの

実施にあたっては ChatGPTを用いた。その結果，実習のトピックは“実験の結果と失敗”“チームワー

クとコミュニケーション”“知識と学習の経験”“感情と成長”“実験の手法と条件の変数”の５つに

大別され，実習の中でコミュニケーションの重要性や個人的な成長を感じていることが明らかになっ

た。 

実験の結果と失敗 チームワークと 

コミュニケーション 

知識と学習の経験 感情と成長 実験の手法と 

条件の変数 

・失敗した本番実験 

・予備実験の成功と 

  失敗からの学び 

・実験条件や温度の 

  影響 

 

・班員との協力やコ 

  ミュニケーション 

  の難しさ 

・チームワークの重 

  要性 

・役割分担と効率的 

  な作業 

・新しい実験やテー 

  マに対する興味 

・学習や知識の増加 

・実験から得た新し 

  い発見 

 

・喜びや興奮 

・失望や悔しさ 

・個人的な成長と学び 

 

・実験手法や条件の 

  検討 

・温度，割合，反応条 

  件の影響 

・対照実験の重要性 

 

これらのトピックはテキスト内で重要な要素を反映しており，実験プロセス全体の様子を包括的に示している 

   

アンケートや振り返りの結果から，「GSⅠ」での一

連の学びは，生徒の望ましい方向への変容を促す取

組みとして成果があることが検証できた。 

また，「GSⅠ」のすべての実習を通して 98％の生

徒が実習内容は学力向上につながると回答してお

り，99％の生徒が後輩にすすめたい内容であると回

答している。このように生徒の満足度も非常に高く，

「GSⅠ」における取組みは，課題研究の準備として機

能しているだけでなく，学習の動機付けや学力向上にも寄与していると評価できる。 

 

⑤「GSⅠ」の今後の課題 

 今年度は全ての実習において評価項目の提示が達成できたが，ルーブリック評価表の提示はできてい

ない。ラボノートの評価などではルーブリック評価を行っているが，今後は全実習において，ルーブリ

① 恐竜の歩行 

② GSⅠ甲子園 

③ ファラデー定数 

④ 発酵の科学 

⑤ ミニ探究発表会 
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ック評価表を作成し，授業前に提示することで学習到達目標を明示していく必要がある。 

学習内容においては内外から一定の評価を得ているが，プログラミングなどデータサイエンスを扱う

時間が取れていない。これらのデータサイエンスに対しては，生徒のニーズが年々高まっており，どの

ようにこの分野の基礎知識をつけさせるかが今後の課題である。 

 

「GSⅡ」の授業実践とその改善 

①「GSⅡ」のカリキュラムの特徴 

GS科２年生を対象としている「GSⅡ」は，課題研究と理数科目（理数化学・理数生物・情報科学）

の割合を生徒の学習状況に合わせて流動的に変化させ，教科横断的な探究実習を行う学校設定科目で

ある。課題研究に必要な基礎知識や考え方を身に着けるために，年度の前半では理数科目の割合を高

く，後半には課題研究の割合を高くしている。今年度の実施状況は下表のとおりである。 

「GSⅡ」年間計画（火曜日２限～６限に実施） 

 

 

 

 

 

 

     主な取組（主要な連携機関） 

1 学期 

4 月  ガイダンス・リサーチプランの練り直し 

5 月  データ処理実習 

6 月  課題研究発表会の視聴（大学・博物館との連携） 

２学期 
11 月 学会・外部発表会への参加（大学との連携） 

課題研究中間報告会（大学・博物館との連携） 

３学期 
1 月  研究要旨・タイトル・発表スライドの作り方 

3 月  課題研究中間発表会（大学との連携） 

 

課題研究の様子 

 

    

②「GSⅡ」における指導の重点 

  １学期の前半には十分にミーティングの時間を取り，班員全員でリサーチプランおよび具体的な実

験計画を立案させ，実験に必要な物品や予算の計上を生徒達で行わせるなど，協議に多くの時間を費

やした。２学期には外部発表に積極的に参加するように促し，すべての班が外部での発表会に参加し

た（第５章 資料３参照）。このことにより，自分たちの研究分野に精通した専門家に助言を受ける

時限 １学期前半 １学期後半 2 学期前半 2 学期後半 ３学期 

２ 課題研究 情報科学 理数生物 

（一部化学） 
理数生物 

課題研究 

３ 
情報科学 理数化学 

４ 

課題研究 課題研究 ５ 
理数化学 課題研究 

６ 

チキソトロピー            逆数和の超越性           大根の塩分濃度 
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ことができ，研究の質が向上した。 

 

 

 ③ 課題研究中間報告会 

課題研究中間報告会は，課題研究の後半期を迎える 11 月に行っている。本校では３年生の６月に

課題研究発表会をもつため，授業として行う課題研究は６ヶ月後には終了となる。そこで，この中間

報告会では研究の後半期を見据えてリサーチプランの再修正に重点を置いて指導している。助言者

は，継続的に本校 GS 科の課題研究に携わって頂いているので，例年の研究内容と比較しながらアド

バイスができる体制になっている。 

日 時  11月 14日（火） 10：45～15：10 

内 容  発表・協議 

助言者   京都大学大学院 馬場正昭 名誉教授 

兵庫県立大学（県立人と自然の博物館 主任研究員）高橋鉄美 教授 

甲南大学大学院 山本常夏 教授 

 

   中間発表会発表タイトル一覧 

 分野 助言者 研究タイトル 

１ 数学 山本 テトレーションにおける逆数和の超越性 

2 物理 山本 温度変化に色が及ぼす影響 

3 物理 山本 倒壊解析シミュレーションに基づく筋交いの配置の効果 

4 環境 馬場 有用なろ過装置の作成 

5 化学 馬場 水酸化鉄(Ⅲ)コロイド溶液のチキソトロピー 

6 化学 馬場 大根への染み込みやすさにおける食物繊維の影響 

7 化学 馬場 Mg 電池の全固体化及びその性能 

8 生物 高橋 昆虫の飛翔行動を引き起こす要因を探る 

9 生物 高橋 ケールとビタミン C と光の関係性を探る 

10 生物 高橋 ウツボカズラの捕虫器細胞の浸透圧 

11 生物 高橋 交替性転向反応の要因を探る 

  

  助言者から，「年々研究のレベルが上がっており感心している。特に先行研究調べや背景などの 

  イントロダクションが上手くなっている。」との講評を頂いた。 

 

 

 

 合同発表会（於京都大学）      私の研究発表会（於神戸大学）      動物学会（於大阪大学） 
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④「GSⅡ」事業評価 

≪評価の観点の提示≫今年度の GSⅡでは，ラボノートの評価項目を年度当初に生徒に提示し（表１），

達成目標と評価の観点を明確にした。また，中間報告会に関してはルーブリックを作成し(表２)，到達

目標の提示と自己の振り返りを行

わせた。なお，報告会などの発表

会では，発表者としてのプレゼン

力のみならず聴衆としてのクリテ

ィカルシンキングも育成したいと

考えている。そのため，ルーブリ

ックには聴衆と発表者という２つ

の役割における到達目標を４段階

で設定した。 

 

表１ ラボノートの評価基準                 表２ 中間報告会における役割別ルーブリック 

 

 

 

≪中間報告会評価≫ 中間報告会の役割別ルーブリックに基づいた自己評価の結果，75.7％の生徒が質

疑応答に能動的に参加することができた（聴衆とし

ての力：評価３,４），97.3％の生徒が自らの発表を

理解してもらえた(発表者としての力：評価２～４)

と答えている。しかし，満足のいく発表ができた（発

表者としての力：評価４）と回答した生徒は 5.4％

に留まった（右図）。一方，リサーチプランに関す

るアンケートでは，97％の生徒が報告会を通じてリ

サーチプランの課題が具体的になったと回答して

基本的な書式 ①ペン書き・日付・実験時の班員の署名・

以下余白等の記入 

字の読みやすさ ②下手でもていねいに書かれているか 

実験等について ③実験の目的が明確か 

④実験の手法が明確か 

⑤実験のデータを記録しているか 

実験の考察等について ⑥十分に考察が書けているか 

⑦今後の展望が書けているか 

外部発表会等への参加 ⑧参加していれば，その大会名等がきちん

と書かれているか 

⑨参加していれば，その時に得た知見等が

書かれているか 

総括的な評価 ⑩課題研究の証拠としての価値が高いラボ

ノートか 

提出期限 ⑪提出期限が守れているか 

 聴衆としての力 発表者としての力 

１  他のチームの発表を聞い

て何も疑問や課題点が浮

かばなかった。 

上手く自分の研究やプラ

ンについて説明できずに

終わった。 

２  他のチームの発表を聞い

て疑問や課題点は浮かん

だが一度も質問できなか

った。 

自分が重視した対象につ

いては自分の研究やプラ

ンをある程度理解しても

らえた。 

３  他のチームの発表を聞い

てその研究の課題と思わ

れるところについて質問

や指摘ができた。 

２の上で重視していなか

った対象者にも自分の研

究やプランをある程度理

解してもらえた。 

４ ３の上でその点について

議論できた。 

３の上で自分なりに満足

した発表ができた。 

中間報告会における役割別到達度自己評価 
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おり，自身の発表に満足はできなかったものの，どのように改善していったらよいかという方向性は見

えた報告会であるといえる。生徒の省察の中には，今回の指導助言を受けて研究をブラッシュアップし，

その結果を外部発表会で発表したいという前向きな意見も数多く見られた。これらの自己評価の結果よ

り，リサーチプランの再修正という中間報告会の目的は達成できたと評価できる。ただ，報告会におい

て専門家からリサーチプランの根本的な見直しを提言された研究班もあり，中間報告会の時期について

は協議の必要性を感じている。 

 

≪指導と評価の一体化≫これら評価基準の提示により指導と評価を一体化させると，生徒の自己評価と

成績評価も一致しやすくなると仮説を立て，２学年生徒に通知表の成績と自分の予想を比較させた。そ

の結果，68％の生徒が予想と一致したと回答した。前年度の回答が 78％であることと比較すると，一致

すると答えた生徒の割合は 10％下がる結果となった。この結果に関しては，以下のように考察してい

る。「GSⅡ」では課題研究以外にも３つの理数科目が混在しており，それらの取り組みの総合評価とし

て成績が算出される。今年度はラボノートや発表会など課題研究に関わる取り組みにおける評価基準を

提示したが，理数科目（理数化学，理数生物，情報科学）の評価基準及び各科目の割合など成績の算出

方法については統合的に提示をしなかった。このことが，自己評価と成績評価の一致率が下がった要因

ではないかと考えている。複数科目からなる「GSⅡ」では，各取り組みの評価基準を散発的に提示する

のではなく，「GSⅡ」としての統合的な評価基準を提示する必要がある。この点を改善するためには，

「GSⅡ」で育成したい力をどの取り組みでどのように伸ばすかという科目デザインをより具体的に立

て，これを基にしたルーブリック評価表を作成する必要があると考えている。この評価表を基に，各教

科をより横断的に系統立てて実施することにより，様々な科目における活動やポートフォリオを同じ視

点で評価することが可能になると考える。また，科目ごとの評価項目を生徒に提示することで，仮説を

立証することができると考えている。 

 

 ≪生徒による GSⅡ評価≫ 

GSⅡを受けている２年生対象に，入学時と

比較して５つの力のうち，どの力が伸びたと

感じているかアンケートをとったところ， 

75％の生徒が「伝える力」が伸びたと感じて

おり，70％の生徒が「気づく力」が伸びたと

回答している。これは，「GSⅡ」において課

題研究発表会・中間報告会・外部発表など，

研究をまとめて発表し，参加者同士で質疑応

答をするという取り組みを反復して行っている事の効果だと考えている。また，半数以上の生徒が「見

通す力」や「挑戦する力」も伸長したと答えており，GSⅡでの取り組みを通じて，さまざまな力が伸長

していることが伺える。 

 

⑤「GSⅡ」の今後の課題 

今年度はラボノートと中間報告会における評価項目の提示が達成できたが，ルーブリック評価表の提

示はできていない。指導と評価の一体化のところで述べたように，GSⅡ全体に対するルーブリック評価

表を作成し，各教科の取り組みにおける到達目標を都度明示していく必要がある。ルーブリックを提示

することで，指導と評価の一体化および生徒のモチベーションの向上にも繋がると期待している。 
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 「５つの力」の伸長においては，２つの課題があると考えている。１つめは「見通す力」の伸長であ

る。課題研究の指導をしていると，長期的なスパンで計画を考えることに代表される「見通す力」が弱

いと感じる場面が多くあった。この「見通す力」を育む仕掛けとして，来年度から生徒同士の予算折衝

会を取り入れる事を検討している。従来は，研究に必要な物品は担当者が聞き取りをし，GS科がとりま

とめて予算配分を調整してきた。これを，一年を見通して必要な物品を班内で協議の上決定し，班同士

の話し合いにより予算の配分を調整させる取り組みに変更していく予定である。この取り組みを通じて

「見通す力」の更なる育成を図っていきたい。 

 ２つめは「繋ぐ力」の育成である。現在の GSⅡの取り組みはクラス内での活動が主であり，GSⅡでの

経験や知見を他学年や他の学科に広げる機会に乏しい。今後は，学年間の交流や学科間の交流の場を増

やし，「繋ぐ力」を育成していきたいと考えている。 

 

「GSⅢ」の授業実践とその改善 

①「GSⅢ」のカリキュラムの特徴 

GS科３年生を対象としている「GSⅢ」は，週２時間の授業であり，年度の前半は課題研究発表会と論

文作成による課題研究の仕上げの場となっている。年度の後半には科学英語に触れる機会を多く設けて

いる。今年度の実施内容は以下のとおりである。 

令和５年度「GSⅢ」の実施内容 

時期 主要な取組 

1 学期 ・論文査読（大学・博物館等との連携） 

・課題研究の継続 

・英語科教員による研究要旨の英語スピーチの指導 

・課題研究発表会（大学・博物館との連携） 

・課題研究英語スピーチの評価 

2 学期 ・論文の完成（外部コンクールや学会誌等への応募） 

・理科教員と英語科教員と ALT による科学英語の授業 

 内容：心理学実験およびプレゼンテーション，物理実験・化学実験・生物実験 

 課題研究の評価については７つの成果物（ポスターセッション・スライドによる口頭発表・ポスター

そのもの・スライドそのもの・英語による要旨のスピーチ・和文要旨・ラボノート）を評価し，多様か

つ多数の評価者を設定した。 

 

②「GSⅢ」における指導の重点 

 昨年度の検証結果を受けて指導と評価の一体化を目指し，年度当初に評価項目を提示し，教員はそれ

に基づいた指導を行った。実施内容としては，1 学期の前半は，課題研究発表会に向けての準備に時間

を割き，課題研究の集大成としての発表会が成功につながるように助力した。発表会後は，論文作成に

重点を置き，夏休み前には論文を仕上げて担当者による論文添削を行った。その後，以下の専門家に査

読を依頼した。査読を依頼した専門家は，課題研究発表会で発表の助言をお願いした方を中心に選出し，

継続的に指導していただくようにした。査読後の論文は，外部の科学コンクールに応募するよう声掛け

を行った。 

 

③課題研究発表会 

課題研究発表会は例年６月中旬に行っている。今年度は保護者や地域の中学生を含む 100名近い参
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加者があり，大変盛況であった。実施内容は以下のとおりである。 

・日 程 6月 18日(日) 

・時 程 12：00～12：15 開会式（校長あいさつ・進行説明・諸注意） 

 12：15～16：00 ステージ発表よびポスター発表 

       16：10～16：30 閉会式 審査員講評（口頭発表・ポスター発表） 

・発表方法   

 口頭発表   １班 14分（英語スピーチ１分＋発表 8分程度＋質疑応答 5分程度） 

 ポスター発表 双方向型の発表。14分の時間内で発表とディスカッションを行う。 

・審査員 

ステージ発表審査 A 班 

※SSH運営指導委員 

 

大阪大学理学研究科       教授 久保 孝史 先生※ 

兵庫県立大学減災復興政策研究科 教授 馬場美智子先生※ 

関西学院大学工学部             教授 山本 倫也 先生※ 

神戸大学大学院理学研究科     准教授 佐倉  緑 先生 

兵庫県立人と自然の博物館     研究員  鈴木  武  先生 

ポスターセッション審査 B班 

 

京都大学理学研究科          名誉教授 馬場 正昭 先生 

甲南大学理工学部               教授 山本 常夏 先生 

神戸女子大学文学部         特任教授 宮垣  覚 先生 

ポスターセッション審査 C班 本校教員（理数系教員に偏らないように配置） 

地歴公民科 1名 数学科 1名 

ポスターセッション審査 D班 本校卒業生７名（メンター制） 

ポスターセッション審査 E班 保護者 GS科２年生保護者 1名 

  ・審査員講評  

   審査員からは，研究のレベルが上がっているとの講評を頂いた。特に今年度から始めたグラフィ 

   カルアブストを用いた英語の１分間イントロダクションは非常に評価が高かった。多くの研究が 

   高評価を受けた一方で，研究内容とタイトルが一致していない等の指摘を受けた研究もあり，研 

   究の目的や方向性を定期的に見直す必要性を感じる発表会となった。 

・生徒評価   

 ３学年生徒対象に，口頭発表とポスター発表における８つの項目について自己評価させたとこ 

 ろ，口頭発表の評価平均が 3.2，ポスター発表の評価平均が 3.1となった。なお，評価は 4が最 

 も良い，３が良い，２がやや不足，１がかなり不足となっており，全体的に高い平均となった（下 

 図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭発表に対する自己評価              ポスター発表に対する自己評価 
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課題研究発表会の自己評価の高評価層（上位 25％）と低評価層（下位 25％）の振り返りを抽出し，テ

キストマイニングを用いてトピックモデリングを行ったところ，以下の様なトピックが検出された。 

主要トピック 高評価層 低評価層 

発表に関する

トピック 

・スライド・ポスターのデザインと注意点 

・口頭発表の時間配分や堂々とした話し方 

・質疑応答や教授との話し合いの内容と有意義 

 さ 

・ポスター制作と説明のわかりやすさ 

・研究内容に関する新たな考察や意見の取り入れ 

・テーマ決定までの時間管理と発表完成までの 

 過程 

・発表の準備とトラブル対応 

・発表の内容と理解度の向上への努力 

・英語でのアブストラクト発表とそのやりがい 

・スライドやポスターの作成難易度と改善点 

研究活動に関

するトピック 

・研究の精密性と条件の影響の予測重要性 

・目的や意義との一致の重要性 

・研究活動を通じた成長と学び 

・研究の安全性と作業の注意点 

・課題の発見と仮説の構築 

・実験方法の考案と実行 

・結論の導出と今後への活かし方 

・研究の面白さと難しさ 

その他 ・英語スピーキングの向上と努力の重要性 

・外部発表の経験と成果への影響 

・学会発表や他校からの意見の有益さ 

・グループでの研究進行と管理の難しさ 

・時間管理とその重要性 

・伝える力とコミュニケーションスキルの重要 

 性 

  

 いずれのグループの生徒もスライドやポスター作成の留意点など，研究発表において重要だと気付い

たポイントを挙げている。グループ間の相違は，高評価層は“外部発表や専門家の意見”について言及

している点，低評価層は時間管理やコミュニケーションといった“研究過程での反省点”について言及

している点であった。これらのことより，時間の管理がうまくでき，班員同士がコミュニケーションを

とりながら外部発表に前向きに挑戦することができた班は自己評価が高く，そうでなかった班は自己評

価が低い傾向にあることが伺える。“時間の管理”，“班員とのコミュニケーション”は GSⅡの課題で

もある「見通す力」と「繋ぐ力」の伸長にも深く関わる事項であり，円滑な課題研究の運営には必要不

可欠な要素であることが分かる。 

 

④「GSⅢ」における論文査読 

 

 

 

 

 

 

④論文査読 

論文査読は大学進学後の論文投稿の疑似体験と論文作成のモチベーション向上を目的としている。 

今年度の査読者は，下表のとおりである。 

論文査読審査員 

 

京都大学理学研究科          名誉教授 馬場 正昭 先生 

関西学院大学工学部             教授 山本 倫也 先生 

神戸大学大学院理学研究科     准教授 佐倉  緑 先生 

甲南大学理工学部               教授 山本 常夏 先生 

英語での研究紹介        ポスターセッションのようす     口頭発表会場のようす 
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 以下に査読の内容の一部を掲載する。 

≪査読結果抜粋≫ 「ホウレンソウの白色顆粒」についての査読結果 

 

・興味深くポジティブな結果が出ていて，良い論文になりそうだと思いました。全体的に少し説明が足りない部

分が多いと感じましたので，今回のコメントが参考になれば幸いです。  

・科学論文の図表の説明は，図表だけでもその内容がある程度わかるように記載すると良いと思います。  

1. 序論  

〇・1 段落目：顆粒構造について何が明らかになっていて，何が不明なまま残されている問題なのかについて，

もう少し詳しく記載されていると，本研究の意義がわかりやすくなると思います。  

〇・2 段落目：そのように考えた根拠があれば，それも記載しておくと良いと思います。たとえばシュウ酸の化

学的な特性からそう考えられるなどの理由がありますか。  

２．材料と方法  

〇・2-2-1 【実験 1】実験の説明が少し足りないように思います。何に着目して観察したのかなどの記載がある

と良いと思います。例えば，植物体の部位による分布の違いでしょうか。  

〇・2-2-3 【実験 3】セットアップの構成や，水や肥料の与え方，撮影方法（照明やカメラの種瑠など）がもう

少し詳しく記載されていた方が良いと思います。基本的に科学論文では，読んだ人がその実験を追試できるよ

うに方法を記載して下さい。 （続く） 

 

専門家による査読を受けて書き直した論文は，外部コンクールで入賞するなど，成果につながってい

る。また，今年度３学年からは多くの生徒が推薦入試を受験した。これらの試験内容には，研究のプレ

ゼンテーションや論文提出が含まれているものがあり，専門家による査読が進路決定に結びついた生徒

もおり，論文査読は論文投稿の疑似体験のみならず，生徒の進路実現にも寄与する可能性が示唆された。 

 

⑤科学英語 

 科学英語では，英語を用いて科学的な内容のプレゼンテーションを行い，英語で科学的な表現をする 

ことに挑戦している。今年度初の試みとして，新着任の ALTの専門領域である心理学の実験を英語で行 

い，データの分析およびプレゼンもすべて英語で行う授業を行った。心理学実験の流れは以下の通りで 

ある。 

 活動の種類 授業の流れ 

第 1回 ガイダンス・班内役割分担 ALTによる講義後に班内で協議 

第 2回 心理学実験 
班同士でお互い実験を実施し，データを取得する。 

実験の説明は全て英語で行う。 

第 3回 データ分析 取得したデータを元に作図し，データの解析を行う。 

第 4回 プレゼン準備 
先行研究の問題点や得られたデータを元にプレゼンを

作る。プレゼン資料や説明は全て英語を用いて行う。 

第 5回 心理学実験発表 
各班の班員が 20分のプレゼンを行い，互いの発表を見

合う。 

 授業の計画立案および運営，評価に至るまですべて ALT中心に行われた。授業内では ALTによる説 

明だけでなく，生徒同士の実験の説明やプレゼンテーションもすべて英語で行われたため，難易度の 

高い授業になった印象を受けたが，授業アンケートでは，67.6％の生徒が取り組みの難易度は適切で
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あったと回答し，より難しい内容に取り組みたいと回答した生徒が 18.9％になった（下図）。この

結果から，生徒は多少難易度が高くとも，自らの力を高めることに繋がるカリキュラムを望んでい

ることが分かる。 

≪生徒アンケート結果と心理学実験の評価基準≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ≪心理学（認知科学）実験の内容≫ 
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⑤「GSⅢ」における成果と課題 

 「GSⅢ」における成果は評価フローの確立である。Ⅰ期を通して「GSⅢ」（課題研究）の評価法は，

改善が進んだと考えている。評価基準を明確化し，生徒と教員で達成度を共有しながら指導を進められ

たと捉えている。また，「GSⅢ」で得られた評価フローは普通科の科目「総合的な探究の時間」および

「理数探究基礎」に適用されようとしている。 

 一方，「GSⅢ」における現時点での課題は３つある。一つ目は査読前の論文の質をどう向上させるか

ということである。現在は専門家による査読の前に教員による添削指導を行っているが，自分たちの行

った実験を分かりやすく文章で伝えることがうまくできておらず，専門家の査読が効果的でない場合が

散見される。この事態を打開するために，来年度からは博物館の研究員を講師に招き，論文の書き方講

座を実施する予定である。この改善策により査読前の論文の質を向上させ，査読の効果を最大限に発揮

できる体制を整えていきたい。 

 二つ目は進路指導の充実である。昨今の総合型選抜入試や推薦入試の増加に伴い，課題研究の成果が

生徒の進路実現に結び付く事例が増えてきている。その中で，課題研究から得た気づきや経験を，どの

ように今後の進路に活かしていくかというキャリアプランは，非常に大切な観点になってくると思われ

る。課題研究のまとめである論文作成が終了した時点で，これまで行ってきた探究活動と自らの進路の

接地点を探り，まとめていく時間を設けていきたいと考えている。 

三つ目は，国際交流の在り方である。現在「GSⅢ」では ALTや英語科教員による科学英語を実施して

いるが，これらのカリキュラムは直接国際交流に結び付いているわけではない。将来的には，課題研究

を通じて英語での科学交流が行えることが望ましい。すぐに交流先を探すことは困難であるが，まずは

オンラインでの交流から取り入れることを視野に入れていきたい。 

 

（4）外部発表に対する取り組み 

 本校では，SSH 導入時より外部コ

ンクールへの参加を積極的に薦めて

きた。その成果もあり，年々外部発

表件数が増加してきていた。今年度

は主要な学会がオンラインから対面

に戻ったことやシアトル研修および

修学旅行がいくつかの発表会と重な

ったこともあり，発表件数は昨年を

越えることはなかったが，部活動を

中心に引き続き堅調な様子が見られ

ている（第５章 資料３，右図参照）。 

 学年別の参加状況を見ると，三年

間の発表件数が 37 回生 50 件，36 回生 24件，35回生 23件となっており，37 回生での活躍が顕著であ

る。37回生では，担任の強い働きかけにより一年次から外部コンクールに積極的に参加しており，一部

の生徒の外部コンクールにおける成功体験が他の生徒の動機付けとなる正の相乗効果が生じていたと

考えられる。また，大小を問わずさまざまなコンクールに参加することで，外部の専門家の意見を聞く

機会に恵まれ，研究自体がブラッシュアップされていったことが考えられる。これらの事が功を奏し，

昨年度の学生科学賞では GS 科 2年生の研究が，神戸商工会議所会頭賞を受賞している。 

 37回生の事例で見られる“一年次からの外部コンクール体験”“教員の強い働きかけ”“生徒同士の

過去４年間の生徒による研究の外部発表数推移 
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動機付け”は，課題研究の活性化における重要な要因であると考えられる。今後，これらの要因をどの

ように指導体制に反映していくかが課題である。 

 

２ 英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

（1）開発の経緯 

 GS科２年生のシアトル科学研修は，国際社会で活躍するトップリーダーを育成する上で重要であり，

評価の高いプログラムである。日本を約 10 日間離れ，異文化の中で生活することは，５つの力を総合

的に育てる絶好の機会である。ワシントン大学学生寮で生活し，英語による科学講義や学生との交流に

より，英語活用能力や国際理解が育まれる。研修の前半は異文化体験と交流会により多様な価値観を学

んでいく。後半は自然科学分野の大学教授の講義に加え，ボーイング社やマイクロソフト社等の技術者

との交流や英語による発表会により，キャリア設計を考える力が身に付く。コロナ禍のために，一時中

断していたが令和５年度より再開することができた。今後の方向性として，研修プログラムを見直し，

より科学的な発表を取り入れていく。 

 オンラインによるマレーシアのマラヤ大学や台湾の曙光女中との交流（今年度は台湾の曙光女中のみ

実施）も指定 5年間で進められた。実際に海外に行かずとも国際理解が深まることを検証できた。また，

GS科卒業後に海外の大学入学を目指す生徒も現れた。 

 シアトル研修は諸事情があり，SSH の海外研修費を使うことができなかった。しかしながら，今後は

自然科学系部活動など一部の希望生徒を対象とした海外研修を企画し，学校規模で海外研修による英語

活用能力と海外の高校生あるいは大学生との科学交流や発表を進めていきたい。 

 

今年度の GS 科の取組 

 １学期 2 学期 3 学期 

GS 科１年生  シアトル研修事前指導（現地スタッフとの交流） JICA 関西訪問 

GS 科２年生 シアトル研修（7 月 2 週間） 大阪大学留学生授業見学・交流会（11 月・12 月）  

GS 科３年生 ・課題研究（1 分間アブストラク

ト発表） 

・サイエンスカンファレンス（英

語による課題研究発表会） 

・シアトル研修（8 月・希望者対象） 

・課題研究要旨のスピーチテスト 

・「GSⅢ」における ALT2 名による英語実習 

 ①心理学実験と発表 

 ②科学実験（2 種類） 

 

 

(2) シアトル研修 

① 日程・行先  

 GS科２年生全員 令和５年 7月 6日～7月 18日 

 GS科 3年生希望者 11名 令和５年 8月 14日～8月 21日 

 米国ワシントン州シアトル市（ワシントン大学学生寮に宿泊） 

② 主な内容 

 ・Microsoft社訪問（講義およびスタッフとの英語による交流） 

 ・Boeing社訪問（英語による工場見学および日本人スタッフとの交流） 

 ・ワシントン大学での英語による講義（環境問題・有機化学・数学），研究室訪問 

 ・レーニア山の自然観察実習 

 ・ワシントン大学学生との交流およびスカベンジャーハントによる英語実習 
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 ・日系アメリカ人の英語による講義 

 ・コミュニケーション実習（博物館・図書館・観光施設・商業施設等での英会話実習） 

③ 教育課程上の位置付け 

 シアトル研修は「GSⅡ」の一環として教育課程に組み込んでいる 

④ 検証方法・成果 

 シアトル研修では，現地での語学研修で十分な成果が上げられるよう入念に事前学習を行った。とは

いえ，高校 2年生のため，語学力に不安を抱える高校生が多いと予想していたが，１日目から積極的に

英語でのコミュニケーションを行おうとする生徒が多かったことをアンケート調査で検証できた。コロ

ナ禍で３年間の中断はあったが，ほぼすべての研修プログラムで満足度が高く，シアトル研修がもつ意

味の大きさをあらためて実感できた。 

 

プログラム ２年生（40 名） ３年生（11 名） 

ワシントン大学での講義 満足 90％ 満足 100％ 

マイクロソフト社での技術者の講演と交流 満足 95％ 満足 100％ 

ボーイング社での技術者との交流 満足 88％ 満足 100％ 

ワシントン大学学生との交流 満足 92％ 満足 100％ 

  

 ２年生のアンケート回答のテキストマイニングの結果を示す。 

  

  

左上：ワシントン大学，左下：ボーイング社，右上：マイクロソフト社，右下：シアトル研修全体 

 

 ワシントン大学講義では，英語・講義が顕著であったことから，英語による講義が印象深いものであ

ったことが窺える。また，マイクロソフト社では，特に顕著なテキストがなく，すべてにおいて生徒全

員において等しく貴重な体験であったことが分かった。ボーイング社においては，講義が顕著であった。

シアトル研修全体において，海外・経験・体験が顕著であり，オンラインではなく実際に海外で体験す

ることの重要性をあらためて認識できた。シアトル研修は GS 科において，きわめて人気が高く，成果

の大きいプログラムである。しかしながら，円相場の関係で航空券や海外での滞在費等が高騰してきた

ため，令和６年度のシアトル研修は現地での滞在日数を例年より短縮せざるを得ない状況になってい

る。来年度は，より有効なプログラムにするために大学での発表を取り入れ，事前のオンライン交流な

どを効果的に進めながら，科学研修としての位置付けをより高める方向とした。  
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  ワシントン大学の入寮手続き      キャンパスツアー         大学図書館で読書体験 

   

 ワシントン大学学生との交流     ワシントン大学での講義       レーニア山での自然観察 

  

(3)本校の国際理解教育委員会が主催する取組 

①開発の経緯 

 国際理解教育委員会は校内の専門委員会の１つで，従来は姉妹校（オーストラリアのロッキングハム

高校，マレーシアのセタ高校）との交流事業と，PTA英会話教室を企画・運営してきた。令和２年以降，

コロナ禍のため上記の事業ができなくなり，その代替として以下のプログラムを始めた。 

② 取組 

大阪大学留学生授業見学・交流会 

 日時：11月 21日（火） 12月 19日（火） 

 対象：授業見学…２年７組（グローバルサイエンス科）40名 

                 １年８組（演劇科）40名 

    交流会  …１～３年生希望者，ESS部 27名 

 大阪大学留学生は日本の高校の授業・清掃活動・部活動などを体験し，本校生は留学生のプレゼンテ

ーションを通して各国の現状を学んだ。すべての活動は英語で行われ，本校生は積極的に意見交換に取

り組んでいた。オンラインではなく対面で交流できたことは好評で，大きな意義があった。 

        

     大阪大学留学生と GS 科２年生の授業を通した交流    曙光女中（台湾）とのオンライン交流会 
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曙光女中（台湾）とのオンライン交流会 

 日時：5月 24日（水），5月 31日（水） 

 対象：１年生希望者，ESS部１年生 12名 

 SDGs をテーマに「ごみ問題とリサイクル」，「食品ロス」に関するプレゼンテーションを行った。高

校生同士ということですぐに打ち解けあい，相互理解を深めた。本校生は相手校の生徒の英語力の高さ

に刺激を受け，英語学習に対するモチベーションが高まった。 

 

JICA関西・兵庫県立大学訪問 

 日時：3月 4日（月）（予定） 

 対象：１年７組（グローバルサイエンス科） 40名 

 最初に JICAを訪問してモンゴルで理科教育を実践された方の講義を受け，館内を見学する。次に，兵

庫県立大学で教授による建築構造に関する講義を受ける予定である。グローバルサイエンス科のテーマ

である，世界で活躍する科学技術系人材を育成するため，国際的な視野を広めることを目的としている。 

 

英会話教室 

  日時：11月 15日（水） 

  対象：PTA会員希望者 17名 

 コロナ禍のため，しばらく中断していたが，PTAの要望により再開した。本校 ALT(外国人指導助手)を

講師に，「トラベルプラン」をテーマにした英会話を行った。参加者は和気藹藹とした雰囲気で楽しく

活動しており，生涯学習の重要性を再認識した。 

 

３ 教育課程外の活動を充実させるための取組・計画と活用 

(1)自然系部活動の活動 

SSHを活用し研究内容を深化させることで，部員数の増加につながると仮説を立てている。 

   自然科学系部活動の新入部員数（物理部・化学部・生物部の合計数）着実に新入部員数が増加している 

 
R 元年 

(指定 1 年目） 

R2 年 

(指定 2 年目） 

R3 年 

(指定 3 年目） 

R4 年 

(指定 4 年目） 

R5 年 

（指定 5 年目） 

男子 １ 10 8 19 29 

女子 ０ 2 5 9 21 

合計 １ 12 13 28 50 

 

①物理部 部員数 ２年生８名，１年生５名の計 13名（男子 7名・女子６名） 

活動内容 校内での学習会を中心に活動している 

成果   第 47回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 ポスター（パネル）発表部門 

      2023年度 科学教育振興助成 成果発表会（中谷医工計測技術振興財団） 

 

②化学部 部員数 ３年生７名, ２年生７名, １年生４名 の計 18名（男子 13名 女子５名） 

 活動内容 今年度は「イチゴによるアルミニウムの溶解」についての継続研究と「天然多糖類を利用

した金属イオンの捕捉」の２つのテーマを主軸に研究を精力的に進めた。さらに, 文化祭

での化学ショーや実験ブース, オープンハイスクールにおける演示実験を行った。さらに

小中学生に対して「青少年のための科学の祭典」にて体験ブースを出展したり, 夏休みの
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自由研究のオンラインカウンセラーを勤めたりした。また化学部１年普通科生３名は GS

科１年生とともに, 「五国 SSH連携 高校生リサーチプラン研修会」や「サイエンスフェ

ア in 兵庫」へ参加し, 探究能力の基礎力を高める取り組みを進めている。今後はキャリ

ア形成の視点を取り入れた活動を試行する。 

  化学部の活動実績 

大会，コンクール名等 内容 成果 

青少年のための科学の祭典 「自分の指のレプリカを作ろう」  

日本金属学会秋期講演大会 高校生ポスターセッションに２研究が参加 日本金属学会長賞 受賞 

兵庫県高等学校総合文化祭 

自然科学部門発表会 

口頭発表部門およびポスター発表部門に参加 

「イチゴによるアルミニウムの溶解(2)」 

（口頭発表）最優秀賞， 

ポスター発表最優秀賞 受

賞 

近畿地区高等学校 

自然化学部合同発表会 

ポスター発表部門に参加 

「イチゴによるアルミニウムの溶解(2)」 

優秀賞 受賞 

学生科学賞兵庫県コンクール 論文審査 「イチゴによるアルミニウムの溶解」 佳作 

 

③生物部 部員数 ３年生７名，２年生 15名，１年生４名の計 26名（男子 12名 女子 14名） 

活動内容 定期的に学校周辺や兵庫県三田市藍本の武庫川上流の生態調査を行い，生物の行動や生態

について解析し，探究活動を行っている。今年は 4つのテーマの研究を進めている。 

   生物部の活動実績 

カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは 2 年生 

ホウレンソウの白色顆粒 2・1 年生 

カメの学習による物体の判断基準 2 年生 

自然や生物をよく『観察』することから自分でテーマを発見し，探究を進めていくことを心がけて

いる。また，探究の成果を外部で発表し，他校生や研究者との交流を深めことで，プレゼンテーショ

ンスキルが向上する，議論を交わす中で探究が深まると仮説を立てている。 

【受賞】・JSEC2023（第 21 回高校生・高専生科学技術チャレンジ）佳作 「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」 

・動物学会近畿支部 高校生研究ポスター発表 優秀賞「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」 

・令和 5 年度 近畿地区高等学校 自然化学部合同発表会 優秀賞「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」 

【学会発表実績】・動物学会近畿支部 高校生研究ポスター発表「カメの学習による物体の判断基準」 

・第 65 回日本植物生理学会 高校生研究ポスター発表「複数品種にわたるホウレンソウ白色顆粒の様相の違い」 

・第 19 回共生のひろば（兵庫県立人と自然の博物館）「カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは何か」 

・宝塚市環境フォーラム「カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは何か」 

 数多くの発表と受賞歴（第４編 資料３）により仮説が検証できた。フィールドワークや生物の飼育

を通して，丁寧な観察を行ってきた。今後はリサーチプラン研修会への参加などを通して，テーマ設

定の取組に力を入れていきたい。 

 

(2) 自然系部活動による生徒の変容 

部活動の取り組みを通じて，生徒にどのような力が伸びたと感じるかアンケートをとったところ， 

「探究する力」「伝える力」「科学的な知識」が伸びたと答えた生徒が全体の 66.7％と最も多く，続い

て「科学的好奇心」が 58.3％，「論理的に考える力」「問題解決能力」が 50％と続いた。部活動での研
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究を通して，多様な力が身についていることが伺える結果となった。 

 一方，科学リテラシーが身についたと感じている生徒は 16.7％に留まった。これは科学リテラシーの

概念が理解できていない可能性もあるが，日々の生活の中で科学リテラシーの重要性を認識する頻度が

低いことも一因であると考えている。これからは部活動の中で，科学リテラシーについて考える機会な

ども設けていきたい。 

  

(2)「兵庫咲いテク」事業を活用した取組 

 県内 SSH指定校と管理機関が連携した「兵庫咲いテク委員会」による科学イベント（五国 SSH連携プ

ログラム）を活用した。県内 SSH指定校に行き，他校の生徒と科学交流する意義は高い。本校も五国 SSH

連携プログラムとして「高校生のリサーチプラン研修会」を企画したが，県内の SSH指定校がこのよう

に連携していることは，本校の SSH事業の普及の面からも大きな成果であると考えている。今年度の改

善として DAYS通信（本校作成の校内広報紙）のみならず，office365の Teams（GS科・普通科・演劇科

の全生徒参加）を活用した WEB配信による募集案内を行った。 

 

 五国 SSH 連携プログラム参加者 

プログラム名 主催校（県内 SSH 指定校） 参加人数 

宇宙への挑戦 兵庫県立三田祥雲館高等学校 1 名 

サイエンスカンファレンス 兵庫県立神戸高等学校 2 名 

データサイエンスコンテスト 兵庫県立姫路西高等学校 4 名 

数学トレセン（トレーニングセンター） 神戸大学附属中等教育学校 5 名 

これから研究を始める高校生のためのリサーチプラン研修会 本校 43 名 

 

４ 世代間交流や異分野間交流を通じたコミュニケーション能力とリーダー性の育成 

(1) 開発の経緯 

 「GSⅠ」や「GSⅡ」にメンター制を導入することとした。さらに理数系以外の教職員や保護者，地元

の小中学生などに対して研究成果や科学の面白さや，学ぶ必要性を伝える活動を通じて相手の立場に立

ち，適切に「伝える力」が高まると考えられるとともに，異分野異世代の人々との交流を通じていろい

ろな考え方・価値観に触れることで幅広く「気づく力」「繋ぐ力」も高められると考えた。 

 また，サイエンスカフェ（Agora）では GS科の生徒が自分の課題研究を茶話会形式で普通科や演劇科

の生徒対象に行うことを実施ことで，「伝える力」の育成につながると考えた。 

(2) 取組 

① メンター制 

 GS科において課題研究に対して上級生が相談役やサポートを

行うメンター制を導入している。これにより５つの力が高まる

と期待した。令和 4年度までに，延べ 34名の卒業生がメンター

として在校生の指導にあたった。今年度は 11名のメンターが TA

として活動した。卒業時に Google classroomを用いてクラスを

つくり，様々な連絡依頼を配信してきたことがメンター数の多

さに繋がった。 

                             卒業生によるポスターセッション審査と助言 
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 アンケートにより 1/3 から半数の GS 科生徒が卒業後もメンター（TA）として後輩を指導したいと回

答しており，本校の特色のひとつとして定着してきたことが明らかになった。 

 

GS 科 1 年生の 97.5％がメンター制は有効であったと回答  GS 科１年生の 94.8％が卒業生の講話はよかったと回答 

 

 

GS 科 1 年生の 53.8％が TA として参加したいと回答    GS 科２年生の 27.5％が TAとして参加したいと回答 

 

② 小中学生のための自由研究オンライン相談会 

昨年度から SSH事業として行っている。実施に際し，兵庫県内の小中学校に案

内ポスターを配布した。今年度は，小学生４名，中学生６名の計 10名の申込

があった。自然科学系部活動の１年生と２年生が相談役となり，小中学生を対

象に夏休みの自由研究の相談会をオンラインにて実施した。 

 相談役となった生徒は，相談会にて参

加者にアドバイスすることで，理科によ

り興味を持つようになった。自身の部活

動での経験を生かしてアドバイスをする

姿も印象的であり，事業は成果があった

と判断している。 

参加された小中学生からは，自由研究のテーマの選定に困っていたので，相談にのってもらえて非

常に心強かったと好評を頂いた。 

 

③ アゴラの開催 

 学外の研究者と膝を交えて茶話会形式で議論する「アゴラ」（いわゆるサイエンスカフェ）を SSH指

定 1 年次に実施した。2 年次からはコロナ禍のために実施できなかった。今年度，3 年ぶりに実施する

ことができた。office365 Teamsにより全校生に参加募集を行った。 

 

第１回 アゴラ （宮崎大学農学部海洋生物環境学科 和田葉子 助教を招いて） 

  テ ー マ：女性研究者のキャリアプラン 

目  的：①若手女性研究者から研究内容や子育てとの両立などについて話を聞くことで，研究職 

      を志望する女子生徒や子育てとの両立を考える生徒のキャリプランにつなげる。 
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       ②岩礁潮間帯における群衆生態学の専門家の話を聞くことで，海洋生物や生態学に興味 

        のある生徒への研究や進学への助言をもらう。 

日  時：令和 5年 8月 25日（金） 13：00～16：00 

講演場所：宝塚北高校 GS科準備室 

参加生徒：７名（男子 1名，女子 6名） 

和田先生からは，諸外国と比較して日本の研究者における女性の比率の低さや，女性研究者を取り巻

く環境の厳しさについてお話を伺った。今後，女性研究者がより活躍できる社会にしていくことが，必

要不可欠であるとのお話を聞き，生徒達も今後のアカデミアの在り方に疑問を持った様であった。また，

自身の大学時代の研究を元に，どのようなきっかけで研究者を目指すようになったのか等，群衆生態学

の具体例を提示しながらお話いただいた。参加生徒の多くが生物部の生徒であったことから，先生の研

究のお話を聞くことで，さらに研究意欲が高まっていたようである。茶話会の後は，生物室に移動して

具体的な研究相談にのっていただいた。 

   

    第１回 Agora                  第２回 Agora 

 

第２回アゴラ「動物の行動を理解するための AI技術」 

 日時：10月 31日(火) 15:40～17:00 

 講師：大阪大学大学院情報科学研究科マルチメディア工学専攻 准教授 前川 卓也（本校卒業生） 

 参加：12名 

  動物の行動や移動にまつわるセンサデータから，それらが行っている行動を認識する技術である行    

 動認識技術や行動データから知識を発見するデータマイニング技術に関するお話と交流会を行った。 

 野生動物観測のためのリアルタイム行動認識の取り組みや，動物の移動行動データを用いた比較分析 

 による比較群の行動の違いをあぶり出す取り組みだけでなく，講師の宝塚北高校時代の話から始まる 

 キャリアの話もあり，生徒と講師の間で楽しい科学交流が行われた。 

 

５ GS科での取組を活用した授業改善 

 ２年普通科「理数探究基礎」, 「総合的な探究の時間」への応用 

  今年度から普通科に文系・理系を問わず「総合的な探究の時間」と「理数探究基礎」を必履修科目 

 として設置した。2年生の時間割では金曜日の 5限・6限に連続して開講し，研究活動が効率的に 

 行えるように工夫した。その成果は 3月に GS科と合同開催する探究発表会「探究の日」で行い， 

 全校生徒職員で成果を共有する予定とした。 
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対象生徒 科目 

2 年生普通科 6 クラス 239 名 

（文系 117 名・理系 122 名） 

「総合的な探究の時間」１単位・「理数探究基礎」１単位 

金曜日の 5 限・6 限に連続 2 コマとして開講。探究活動の基礎学習

と実践活動を行う。 

3 年生普通科 5 クラス 187 名 

（文系 84 名・理系 103 名） 

「総合的な探究の時間」１単位 

演劇活動による自己探究（1 学期），進路実現に向けての自己探究

（2.3 学期） 

 

年間計画（国語科２名，数学科２名，地歴科１名，理科４名，保体科１名，英語科２名で担当） 

1学期 
① 探究活動に向けて（興味関心の掘り起こし，テーマ設定に向けた取り組み） 

② 数学的・理科的思考訓練を目的とした実験・観察活動 

夏休み 探究テーマ設定に向けた予備調査・先行研究講読 

2学期 

① 本校 SSH 担当・本講座担当教員による講義「探究の進め方概論」 

② リサーチプラン作成 

③ 外部講師による講義「科学的な探究の重要性，探究の進め方各論」 

   九州工業大学教育接続・連携ＰＦ推進本部 進藤明彦 教授 

④ 本校 SSH 主担当教員による講義「よく伝わるスライドの作り方」 

⑤ 講座内課題研究中間報告会 

⑥ 外部発表への参加（甲南大学リサーチフェスタ 2023に 1班 参加） 

３学期 

① 講座内課題研究発表会（各講座の代表発表を選出） 

② 代表班による全体発表会（60件，GS科課題研究中間発表会との同時開催による） 

   兵庫教育大学 大学院 学校教育研究科 小和田義之 教授 のご講評，ご助言をい 

   ただく 

  

   

                                                    外部コンクール等で発表経験のある生徒が教師とな 

                               り，ポスター作成の講義を行う 

 

普通科生は「理数探究基礎」を全員履修とし,「総合的な探究の時間」と連続コマでの実施により, 科

学的な視点を取り入れた探究活動の実施を通して,GS科も掲げる「５つの力」の獲得を目指した。 

探究活動での「５つの力」の重要性の認識はある程度見られた。中でも初めて探究活動に取り組む生

徒がほとんどで, 生徒は「挑戦」と捉えていることが窺えた。これに対して「挑戦する力」の獲得が生

徒の自己評価により得られたことから, 一定の成果と捉えている。授業が進行するにつれて４つの力の

獲得が促された。一方「挑戦する力」を身につけた生徒の割合が減少するとともに, 他の様々な力が身

についていることから, ２学期からの課題研究を通して身につけたと考えられる。 

20 40 60 80 100

挑戦する力の育成

気づく力の育成

繋ぐ力の育成

伝える力の育成

見通す力の育成

高校で探究活動を行う意義は何だと思いますか

（冬休み実施，複数回答可）
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一方，「知的好奇心」や「論理的にとらえる力」「課題の本質を見極める力」に減少が見られることか

ら, １学期での②実験・観察活動が探究に生かされていないこと, 研究時間が限られる中で研究を「こ

なす」ことになってしまい, じっくりと興味を持って課題の本質に向き合うことができなかったことが

考えられた。これらのことから, 1学期の②実験・観察活動を見直し，課題研究の時間を確保すること

とする。とくに②実験・観察活動の見直しにあたっては, GS科でこれまで取り組んできた, 理数的な思

考・手法を身につけさせる取り組みを取り入れて，「論理的にとらえる力」を身につけさせたい。 

 

 

 

 

６ 科学技術系人材育成に関する取組・実施方法 

(1)「数学・理科甲子園」への出場を契機とする「GSⅠ」の取組 

 本校は SSH指定前から毎年，兵庫県教育委員会主催の「数学・理科甲子園」に出場してきた。平成 30

年度には優勝し，「第 8回科学の甲子園全国大会」に 10位入賞を果たした。さらに令和元年は「数学・

理科甲子園」2 連覇を果たし，「第 9 回科学の甲子園全国大会」への出場権を獲得した。大会出場を目

標とするだけでなく，「数学・理科甲子園」を模した「GSⅠ甲子園」を開講し，卒業生や上級生がメン

ターとして加わることで生徒の科学への興味・関心が高まることを期待している。 

 また，2 年生の「数学・理科甲子園」出場予定チームと昨年度に出場した 3 年生の出場チームの情報

交換会（メンター制の一環）も行った。 

 今年度は「数学・理科甲子園」の筆記問題では参加校中，第 8位の成績を収め，午後の本選に出場した

が，本選でも 8位と順位は変わらず決勝へ進むことはできなかった。 

 本授業（GSⅠ甲子園）は保護者に授業を参観してもらい，評価を得ることも行っている。本教材では，

生徒アンケート 夏休み実施：回答数 240人，冬休み実施：回答数 238人, 単位％ 
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卒業生・上級生・保護者が一堂に会して，みんなで科学を楽しむ日にもなっている。保護者の事後アン

ケートでは，保護者も競技に参加させてもらえないかという回答も多く得られた。 

 

「GSⅠ甲子園」学校設定科目「GSⅠ」の授業として実施し，保護者の参観日としている 

参加者：GS 科１年生 40 名・GS 科２年生「数学理科甲子園」出場チーム（メンター制） 

内 容：個人戦と団体戦による筆記問題と実技問題（優勝チームには実技問題のプレゼンテーションを行

わせる）。授業後に 2 年生出場チームと 1 年生希望者による「数学・理科甲子園」の情報交換会をする。 

 

生徒アンケート結果 

 

  この授業により身についた力について自己評価        「５つの力」の伸長について自己評価 

 

    普段の学習意欲の向上に繋がったか         後輩に推奨できる教材であったか 

生徒アンケート結果より，本教材はあらゆる面で教育効果の高い教材であることが分析できた。また，

育成目標としている「５つの力」のうち，本校でもっとも注視している「気づく力」について高い効果

を得られることが分かった。「GSⅠ」では開発教材について常にアンケートをとり，教材の効果を測っ

ている。 

 

保護者アンケート結果 

  

  91.7％の保護者が科学教育に役立つ教材であると回答   本教材による「５つの力」への効果 

保護者アンケートにより，前年度同様，科学教材に役立つとの評価を得た。また，伸長する力として「気

づく力」とする回答が一番多くあった。これらにより，本教材は今後も継続すべきと判断することがで

きる。 
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(2) 兵庫咲いテク委員会主催「五国 SSH連携プログラム」への参加  

 兵庫咲いテク委員会の企画「五国 SSH連携プログラム」に参加することで県内の SSH校の生徒との科

学交流が深まり,「5つの力」が向上すると考えている。 

①「サイエンスフェア in兵庫」 

 県内の SSH指定校と理数科や理数コースをもつ学校が参加する県内最大の科学イベントである。GS科

１年生と化学部の計７名が参加した。今年度は 2年生の修学旅行が重なったことと学校設定科目「GSⅠ」

の予定がタイトであったため，参加はごく少数となった。 

 GS科１年生「電気分解における炭素棒の表面の加工による銅の付着の違い」 

      （「GSⅠ」探究 weekの発表会で最優秀となった班を出場させている） 

 化学部１年生「イチゴによるアルミニウムの溶解」 

② 9th Science Conference in Hyogo（兵庫「咲いテク」事業）  

  共催：神戸大学 

英語による科学に関する研究のポスターセッションに，３年生課題研究

班（２名）が参加した。 

発表タイトル「Development of Japanese candles that do not require 

       wick cutting」 

GS 科の探究活動の成果を発揮し，多くの ALT や高校生をポスターセッ

ションに呼び込むことができた。                  英語によるポスターセッション 

 

(3)国際科学技術コンテスト（科学系オリンピック）への取組 

 国際科学技術コンテストへの参加を推進することで，学校全体の科学に関する興味関心に繋がると考

えている。校内での参加の呼びかけを SSH掲示板や DAYS通信を活用している。今年度から office365の

Teams を活用し，さらに生徒が参加しやすいように連絡体制を改善した。 

 今年度は，日本情報オリンピック第 3 回女性部門で金賞を獲得した GS 科 3 年生生徒が，第 3 回ヨー

保護者の感想（抜粋） 

・保護者もいっしょに問題チャレンジするとは思わなかったです。答え合わせしたかったです。子供達が楽しくチャ 

 レンジしているところが見れて大変良かったです。 

・問題はお手上げのものばかりでしたが，保護者の知的好奇心もくすぐりつつ，我が子の成長やグループワークでの 

 振る舞いをみることができ，自宅に帰ってからも家族であーでもないこーでもないと問題を考えてみたり，とても 

 楽しい参観でした。ありがとうございました。 

・意見を出し合っている姿を見ることが出来たのが良かったです。 

・真面目がカッコいい，をまさに体現している生徒たちと，生徒が全力で楽しく学べるような授業内容とご指導。恵 

 まれた環境で勉強させていただけていることに感謝します！ 

・生徒たちが皆，生き生きと興味を持って課題に取り組んでいる様子を見ることが出来，とても楽しかったです。懇 

 談の際には，他の保護者の方とあまりお話出来なかったのですが，子ども達の様子を見ながらお話することができ 

 て，その点も良かったです。良い環境で学ばせていただいていることに感謝しております。 

・パスタブリッジの作成は見ていてとても興味深く，私もやってみたいと感じました。 

・長かったコロナ禍の後で，みんなで頭を寄せ合い意見を出し合っている様子を見れたのがとても新鮮に感じられ， 

 またとても嬉しく思いました。 
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ロッパ女子情報オリンピック(EGOI2023)に日本代表メンバーに選出され，銀メダルを獲得した。EGOI 

2023は 7月 15日からスウェーデンのルンドで行われ，52の国や地域から 190 名の女子選手が参加し，

競技に取り組んだ。ヨーロッパ女子情報オリンピック銀メダルという快挙に対して，文部科学省から文

部科学大臣特別賞が授与された。 

 

科学オリンピック参加人数 

大会名 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

日本生物学オリンピック 16 21 25 29 8 

日本地学オリンピック ２ ３ １ ２ ０ 

化学グランプリ ３ ２ ７ ５ ７ 

日本数学オリンピック ８ 11 10 ８ ５ 

日本情報オリンピック ０ ０ ０ １ 敢闘賞 ０ 

日本情報オリンピック女性部門 － － １ １ 金賞（全国１位） ０ 

物理チャレンジ ０ ０ ０ １ ０ 

合計 19 37 44 47 20 

 

         
 EGOI2023 日本代表選手（右端が本校生徒）      数学オリンピックに向けて数学トレセン参加（五国 SSH 連携） 

 

(4)小中学生への科学の普及活動～青少年のための科学の祭典～ 

 SSH事業成果の普及活動の一環として「青少年のための科学の祭典」 

に GS科生徒や自然科学系部活動生徒が参加している。小中学生（およ 

びその保護者）を対象にした活動を通じて，科学の社会的意義を学ぶと 

ともに，科学の楽しさを地域の人々に伝えている。 

 丹波会場 GS科１年生「ジャイロの不思議」（５名） 

 神戸会場 化学部「自分の指のレプリカを作ろう」（11名） 

      生物部「キラキラ光る宝石をつくろう」（６名）      主催者から感謝状を贈呈される 

 

７ 課題研究に係る取組 

① テーマ設定実習 

課題研究のテーマを生徒が主体的に提案して決定する取組を行っている。 

今年度の実施計画は次表の通りである。 
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時期 内容 詳細 

11 月 「GSⅠ」ファラデー定数を求める探究活動 事後に新たなテーマを生徒自ら考える 

12 月 探究 week（ミニ課題研究） 生徒が自ら考えたテーマに基づき探究活動を行う 

冬休み ①科学倫理学習 

②リサーチプラン提出その１ 

③「GSⅠ」プレゼン実習 

①研究に関する倫理学習を行う 

②来年度に行いたい課題研究テーマについて考える 

③探究 week（ミニ課題研究）の発表会 

１月 「高校生のためのリサーチプラン研修会」 本校 SSH 事業のリサーチプラン研修会。外部講師の講義や他

校生との協議により，リサーチプラン立案について研修する 

２月上

旬 

リサーチプラン提出その２ リサープラン研修会を受けて，さらにプランをブラッシュア

ップし提出する 

２月下

旬 

課題研究担当者会議およびヒアリング ヒアリングを行い，生徒提出のリサーチプランから 10 テーマ

前後選出する 

３月 ①「GSⅠ」テーマ設定実習 

 

②課題研究テーマ班決定 

①選出されたテーマの発案者がプレゼンを行い，その後，生

徒どうしでテーマ別協議や情報交換を行う 

②テーマ設定実習を受け，課題研究テーマおよび班が決定さ

れる 

春休み 予算計画作成 リサーチプランに基づき，各班で必要物品の要求書を作成 

４月 「GSⅡ」の開始 ２年生になり，課題研究が始まる 

  

２学期の探究 week（ミニ課題研究）と研究発表会，リサーチプランの作成，リサーチプラン研修会等を

段階的に学んでいくことにより，生徒が主体的に課題研究のテーマを決定する仕組みになっている。 

今年度は昨年度までの進め方を見直し，全体的にテーマ設定にかかる取組の期間を長くし，テーマ設定

実習を行う「GSⅠ」を３月に移行した。そのため，アンケートは前年度の結果を掲載する。 

 

 初めて作成したリサーチプランに対する自己評価        テーマ設定実習は役立つプログラムか 

  いい企画書が書けなかったとする回答が 61％          強くそう思う 68.3％ そう思う 31.7％ 

 

②科学倫理の学習 

科学倫理を APRINe ラーニングシステム(eAPRIN)の教材「中等教育における研究倫理」の基礎編と実

践編を自習させ，受講確認書を提出させている。学習の成果はペーパーテストで評価している。 

     

  Teams による APRINe ラーニングシステム受講の案内    「GSⅠ」で実施しているペーパーテスト（部分） 
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③「オンラインによる課題研究の深化と効率化」の検証 

  課題研究内容の記録・編集・発表スライドの作成は Office365（Teams）を用いている。オンラインに

よる課題研究で深化と効率化が達成できることは前年度までに検証されている。現在の３学年は個人の

電子端末を所持していない最後の学年であり，学校全体で Teams の活用度が変化してきた学年でもあ

る。この学年に対象を限定し，課題研究における Teams活用の効果（効率と協議の深化）についての経

年変化を調査した。その結果，Teamsを用いたことにより課題研究の効率化が進んだと回答した生徒は 

86.5％（1年時）→97.5％（2年時）→91.9％（3年時）と 2年時で最も高かった。また，Teamsを用い

ることにより協議が深められたと回答した生徒は，94.6％（1年時）→95％（2年時）→97.3％（3年時）

と 3年時で最も高かった。何れの質問も 9割近い生徒が効率化と協議を深めることに Teamsが有効であ

ると回答しており，Teamsの活用が課題研究の運営にポジティブな効果をもたらしていることが分かる。 

 

Teams 等のオンラインを活用した課題研究について答えてください。 

 

オンラインでデータを共有化して論文やスライドの考察をしたことについて答えてください 

 1年生時 2年生時 3年生時 

対面だけの協議より内容を深めることができた 37.8％ 67.5％ 62.1％ 

どちらかというと深められた 56.8％ 27.5％ 35.1％ 

対面だけの方が深められた 5.4％ 5％ 2.7％ 

 

 また，教員が課題研究や部活動の指導をする際にも Teamsのコメントが非常に役立っている。以下は

そのやり取りの一例である。 

   

 

 

８ 成果の公表・普及 

(1) 五国 SSH連携「高校生リサーチプラン研修会」 

探究活動においてリサーチプランの立案・作成は必要なことであるが，リサーチクエスチョンの見つ

 1年生時 2年生時 3年生時 

作業の効率化がとてもできた 21.6％ 37.5％ 62.2％ 

効率化がまあまあできた 64.9％ 60％ 29.7％ 

それほど効率化が進まなかった 10.8％ 3.6％ 5.4％ 

まったく効率的でなかった 2.7％ 0％ 2.7％ 



59 

 

け方・仮説の立て方・適切な実験の設定など，困難なプロセスの連続である。そこで，リサーチプラン

の研修を通じて課題研究，あるいは自然科学系部活動における探究活動を計画的・効果的に進めること

をこの研修会の目標とする。今年度は，兵庫県の SSH校による連携事業「五国 SSH連携プログラム」と

して実施した。 

①実施内容は以下の通りである。 

実施日 令和６年１月 2７日（土） 9：30～15：30 

場 所 兵庫県立宝塚北高等学校 第２セミナー室 

日 程  9：00  受付 

     9：30 開会・オリエンテーション 

     9：40 実習Ⅰ「リサーチプランの発表」 

        10：30  講義「仮説の立て方に重点をおいたリサーチプランの立案」 

              講師 甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授 甲元 一也 先生 

        12：00  昼食休憩 

        13：00  実習Ⅱ「リサーチプランの改善」 

        14：00  実習Ⅲ「改善策の発表」 

        15：00  講評・振り返り 

        15：30  閉会 

助言者 講義・指導助言 甲南大学フロンティアサイエンス学部教授 甲元 一也 先生 

Ｔ  Ａ  宝塚北高校グローバルサイエンス科卒業の大学生 1名 

参加者 啓明学院１班・東播磨高校２班・姫路西高校 2班 

宝塚北高校（GS科生徒 40名・化学部１班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒の変容 

事後アンケートで，本研修会における生徒の変容を「５つの力」「リサーチプランの重要性」「自らの

リサーチプラン」の３つの観点において尋ねた。「５つの力」においては，７割を超える生徒が「伝え

る力」が伸びたと回答した。また，６割を超える生徒が「気づく力」「見通す力」が伸びたと回答した。

「リサーチプランの重要性」については，100％の生徒がリサーチプランの重要性を認識できたと回答

学校間でリサーチプランの発表       甲元先生による講義      キーワードマップに取り組む 

修正したリサーチプランの発表    修正したリサーチプランの発表        TA の話を聞く 
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している。「自らのリサーチプラン」については，87.2％の生徒がいい方向に変容があったと回答して

いる。本研修を受けてリサーチプランへの意識の変容や自ら持つ力の変容およびリサーチプラン自体を

良い方向に変えることができ，本事業の目的は達成できたと考えている。他校の教員からも生徒の望ま

しい変容を感じた感想が多く，高い評価を受けることができた。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の力の変容  

・リサーチプランの具体的な立案方法をお聞きできたのは大変有意義でした。 

・生徒の皆さんの意欲・能力の高さを感じることができ，刺激を得ることができました。" 

・教員にとっても刺激が多くて楽しみました。此度の機会をいただけたことに感謝いたします。 

・本校の自然科学部は昨年発足した部活動で，これからテーマを決めて探究活動を行おうとしていました。 

そのため，他の生徒さんに比べてリサーチプランがかなり荒削りでしたが，その分，これからどのように

研究をしていくのか，その方向性をよく学べたと思います。私自身も，本校の探究活動を考えていく上で

のヒントをたくさんいただきました。ありがとうございました。 

・他校の生徒との交流により，自分たちの研究内容を見直すことができたのが良かったと思います。 

特に宝塚北高の生徒たちは疑問点をはっきりと指摘してくれたので，こちらとしては次にとるべき行動が 

見えやすくなったと感じました。" 

・他の学校の活動の進め方が知れた。 

・テーマから問いをつくるのが難しく，生徒も教員も困っていたが，具体的な内容だったため，これからの 

参考になった。" 

・この研修会に参加して，生徒のモチベーションも大幅に向上したと思います。 

他校の教員の感想 

 リサーチプランの重要性への変容          リサーチプラン自体への変容 
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(2) 探究活動を深化させる教材開発 

 ５年間の開発期間を経て，学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」で探究活動を深化させる教材を開発できた。

その一部を，第５章 関係資料 資料６ に掲載している。 

 

(3) 先進校視察 

 今年度は SSH 指定３校と SSH 指定経験校１校と事業についての協議や情報交換を行った。他県の SSH

校に本校の５年間の取組の成果を公表することができた。 

【本校に視察の申入れがあった学校】 

宮城県宮城第一高等学校 

 日 時 令和６年１月 22日（月） 

 場 所 兵庫県立宝塚北高等学校 

 内 容 次の各項目について，協議と情報交換を行った。 

     進学指導全般（探究活動と進路指導の連携），クロスカリキュラムと評価方法の開発 

     学校設定科目「GSⅠⅡⅢ」，シアトル研修 等 

沖縄県立向陽高等学校 

 日 時 令和６年２月７日（水） 

 場 所 兵庫県立宝塚北高等学校 

 内 容 次の各項目について，協議と情報交換を行った。 

     SSH特例を活かした学校設定科目，探究活動の実践と評価，データサイエンス教育 等 

【本校から視察を申し入れた学校】 

 熊本県立熊本北高等学校 

  日 時 令和５年８月１日（火） 

  場 所 熊本県立熊本北高等学校 

  内 容 本校と同様に三科（普通科・理数科・英語科）を持つ学校である。三科をどのように SSH

事業に組み込んでいるのか，学校全体としてどのように SSH事業を推進しているのかを焦

点に情報交換と協議を行った。熊本北高校で実施している校内研修や課題研究担当者会

議，文系教員による探究型授業の推進等，本校のⅡ期目の在り方の参考になる点が多くあ

った。 

 熊本県立第二高等学校 

  日 時 令和５年８月２日（水） 

  場 所 熊本県立第二高等学校 

  内 容 本校と同様に三科（普通科・理数科・美術科）を持つ学校である。三科をどのように SSH

事業に組み込んでいるのか，学校全体としてどのように SSH事業を推進しているのかを焦

点に情報交換と協議を行った。本校の演劇科を SSH事業への巻き込み方について参考にな

る点が多くあった。また，第二高校の「見せどころ設計マニュアル」が，本校Ⅱ期目での

取組予定である探究テキスト（仮称）の参考になった。 

 【総 括】今年度は，教諭３名で先進校視察を行ったのでより多 

      くの知見を本校に持ち帰ることができた。視察の結果 

      をより多くの本校教員で共有するために校内研修会向 

      けのスライドにまとめることができ，SSHⅡ期目に向け 

      てのよい資料とすることができた。          校内研修用に作成したスライド 
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９ 事業の評価 

(1)スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価 

令和３年度に，スーパーサイエンスハイスクール事業における中間評価を受け，「これまでの努力を

継続することによって，研究開発のねらいの達成がおおむね可能と判断されるものの，併せて取組改善

の努力も求められる」との総合評価であった。以下，項目別評価と改善について記述する。 

① 研究開発計画の進捗と管理体制，成果の分析に関する評価  

【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容がおおむね達成されている】  

・SSH 推進や評価委員会を中心に活動を行っているが，学校全体の事業としてより多くの教職員を巻き

込む体制が必要である。  

 改善：普通科で実施している「総合的な探究の時間」に関わる教員が半数を超え（教科も理数系に限

らない）になり，多くの教員が探究的活動に携わり，GS科で進めている探究活動の実践手法や

評価について学ぶことができた。今年度は，普通科文系・理系とも「理数探究基礎」が始まり，

探究活動の実践に関わる教員数が増える見込みである。 

・客観的な評価となるような工夫が期待される。５つの力をどのように評価するのか，教師の役割を明

確にすることが望まれる。  

 改善：「GSⅢ」の評価フローをもとに，５つの力の評価方法がほぼ確立された。指導と評価の一体化 

    をさらに推進していきたい。また，ポートフォリオの作成や評価入力システムの開発など新た 

    な研究開発課題が生まれてきた。教育大学の研究者との連携を進めることができた。 

・運営指導委員に教育評価に関する専門家を入れると良いのではないか，検討が期待される。  

 改善：指摘を受け，人選に着手している。 

② 教育内容等に関する評価  

【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容がおおむね達成されている】  

・GS 科生徒に対して課題研究を教育活動の柱として取り組んでいることは，評価できる。ただし，「GS

Ⅰ・Ⅱ」の評価の在り方については，到達度が明確ではなく，工夫することが求められる。 

改善：指摘を受け改善に取り組んでいる。生徒アンケート（自由記述形式）の分析から，生徒は想定

以上に評価規準を知りたがっていることが分かった。「GS科 5つの力」に基づく評価項目をル

ーブリックに落とし込み事前に提示することで，生徒がどのような力を自分自身で伸ばしてい

くのかを意識しながら活動できるように，評価規準を明確にすることで対応していく。 

・「テーマ設定実習」を明示して実施しており，生徒がテーマ設定の重要性を意識しその力を向上させ

るために役立っていると認められる。  

 改善：アンケートの回答からも生徒が「テーマ設定実習」の効果を強く認識していることが検証でき

た。今後も，生徒の状況を把握しながら本実習をブラッシュアップしていきたい。 

・数学・理科・英語・情報の４教科の連携は図られているが，他教科との連携も望まれる。  

 改善：「総合的な探究の時間」担当者に多くの教科の教員を配置した。様々な分野から広くアドバイ

スを生徒が受けられる体制が整いつつある。「課題研究発表会」では芸術科の教員を評価者

に入れるなど，工夫している。 

・「リサーチプランの作成（基礎編・実践編）」など，特色ある教材の開発が行われている。 

 改善：今年度も「これから研究を始める高校生のためのリサーチプラン発表会」を実施した。本校の

特徴ある事業であるので今後も，継続していく。 

③ 指導体制等に関する評価  

 【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容がおおむね達成されている】  
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・Ⅰ期目ということもあり，全校的な指導体制の構築には戸惑いが見られる。しかし，校長のリーダー

シップの下，GS を中心として今後に期待したい。教師の自己評価を踏まえて課題を整理することが

望まれる。  

 改善：Ⅱ期目を見据えて「理数探究基礎」の実施を開始した。このことにより，全校的な指導体制の

構築を推進したい。文系・理系教員による「ぶんたんの会」を開催した。 

・課題研究の類似テーマを選択した下級生に対して相談役やサポートを上級生が行うメンター制や，論

文や発表，背景理解，実験方法，文献調査などの指導助言・補助に卒業生を活用するチューター制は，

評価できる。  

 改善：本校の SSH事業の特徴であり，今後も継続する。 

・SSH を GS 科のみならず，普通科に拡張するためにも，課題研究の指導経験やノウハウのない教師が

指導できるようになる体制を早期に確立することが期待される。  

 改善：来年度の「理数探究基礎」の主担当者を GS科担当教員から，学年の理数系教員に移行すること

で，Ⅱ期目に向けて SSH事業の一部が学年等を単位として取り組める体制づくりを開始してい

きたい。また，探究的活動を２時間連続の 100分授業としたことで，教員の指導力の向上が見

込まれる。 

④ 外部連携・国際性・部活動等の取組に関する評価  

【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容が十分達成されている】  

・第３学年の課題研究論文の査読を外部研究者に依頼しており，研究者の疑似体験できるようにしてい

ることは，評価できる。  

 改善：生徒の研究の精度を上げ，モチベーションを向上させるためにも継続していく。 

・様々な取組が新型コロナウイルスの影響により予定通り進まなかったことは，理解できる。しかし，

オンラインの一層の活用等による新たな取組も期待したい。  

 改善：海外の企業の社員や，大学生とオンラインを通じた科学交流を実施している。大学に進んだ卒

業生が，そろそろ卒業研究等に取り掛かる年令に達しており，オンラインを活用した卒業生の

メンター制などを拡充していきたい。Teamsの活用により研究活動が効果的に進んだ。 

・生徒が幅広い領域で活発に活動しており，今後もこの姿勢で取り組むことが期待される。  

 改善：理系文系，男子女子を問わず，学外でも幅広く様々な分野で活動する生徒がいるのが本校の特

徴である。本校演劇科の授業における探究活動を SSH事業にいかに組み込んでいくかを新たな

課題としたい。 

・様々な科学の大会での物理部，化学部，生物部の活躍がみられる。GS 科の生徒は原則として，コンテ

ストに参加することになっているが，普通科の生徒の参加も増えるような工夫が期待される。 

改善：来年度の普通科の探究的活動を２時間連続の 100分授業としたことで，生徒がより深く学べる

体制が整えられる。コンテストに参加する普通科生徒の増加を期待している。 

⑤ 成果の普及等に関する評価  

【研究開発のねらいの実現にあたり，評価項目の内容がおおむね達成されている】  

・研究の進捗状況や成果について年間にどのように全職員で共有を進めているのか，全体の計画を明ら

かにすることが望まれる。 

改善：現在は，「DAYS通信」や本校ホームページ「北高ダイアリー」等で成果を随時，報告している。

来年度は SSHに係る職員研修会や配信その他の工夫を取り入れながら実施することで職員の意

識向上を図りたい。 

・「リサーチプラン研修会」の実施は，評価できる。  



64 

 

 改善：来年度も継続して実施する。 

・開発した教材をホームページにあげることが望まれる。編集者（権限者）が１人しかいないことも課

題ではないか，検討して改善することが望まれる。 

 改善：来年度に普通科「理数探究基礎」で GS 科の探究活動の教材の一部を使用していく。県内では

「理数探究基礎」を開講する高校は少なく，本校は先進校として活動内容を公開していく必要

があると捉えている。したがって，ホームページに授業の進捗に合わせながら順次，公開して

いきたい。さらに、ホームページの改善が進み，アクセス数が増加した。 

 

(2)大学進学への効果 

 学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の活動が新しい入試（共通テストや，推薦入試における面接や小論文

等）にも対応したものであるという仮説を立てている。下に掲載した進学実績および推薦入試の利用状

況で仮説は検証できたと考えている。 

 

 GS科の進学（国公立大学のみ）医学部医学科については，普通科の進学実績も掲載している。 

国公立大学進学数（GS科） 

R2年度入試 29名，R3年度入試 32名，R4年度入試 29名，R4年度入試 29名 

主な国公立難関大学（GS科） 

R2年度入試（東京大 0・京都大 4・大阪大 6・神戸大 2） 

R3年度入試（東京大 1・京都大 2・大阪大 11・神戸大 4） 

R4年度入試（東京大 0・京都大 3・大阪大 6・神戸大 3） 

R5年度入試（東京大 0・京都大 3・大阪大 13・神戸大 3） 

医学部医学科（GS 科・普通科） 

     R2年度入試（防衛医大 1） 

R3年度入試（GS 科：神戸大 1・徳島大 1 普通科：大阪大 1） 

     R4年度入試（GS科：富山大 1・神戸大 1 普通科：秋田大 1 既卒：東北大１） 

    R5年度入試（GS科：浜松医大 1・愛媛大 1） 

推薦入試受験者数 

 R5年度入試（総合型５・学校推薦型７ 合計 12） 

 R6年度入試（総合型 10・学校推薦型 13 合計 23） 

     

  中学生対象の学校説明会で使用したスライド 今春卒業した GS 科生徒の内，35 名が現役で国公立大学に合格した 
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10 校内における SSHの組織的推進体制 

 

   

 校内の体制については GS 科当教員と自然科学系部活動担当教員が委員となり「SSH 推進・評価員会

（10名）」を組織している。さらに，SSH推進委員会を核として「教育課程委員会」，「国際理解教育

委員会」の各委員会が校内における SSHの組織的推進体制として機能している。また，普通科への成果

普及を図るため「総合学習推進委員会」と GS科の担当教員が連携している。具体的な取組状況の把握，

成果分析，課題の解決に向けた取組等は「SSH推進・評価委員会」が担当している。「GS科推進会議」

は GS 科の学級担任がメンバーとなっており，生徒や保護者の評価をすぐに入手し事業にフィードバッ

クできる体制となっている。さらに文系・理系教員による探究活動の会「ぶんたんの会」を新設した。 

 Ⅱ期を見据えて，校内の SSH 事業をより推進するため，令和６年度には校務分掌上の部として，SSH

教育探究部を新設することとした。Ⅰ期で中心的役割を果たした GS 科と密に連携し，Ⅰ期で積み上げ

てきた取組の成果を，普通科の探究学習に広める予定である。 

 また，令和６年度には SSH 予算委員会を新設し，適正に予算が執行されているか監督する。校長・教

頭・事務長・SSH教育探究部員・GS科教員・事務職員で構成する予定である。 
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第４章 今後の研究開発の方向性 

１ Ⅰ期の検証 

 SSHⅠ期では，「新たな価値を創出し，社会を牽引する科学技術系人材育成のための探究活動による

クロスカリキュラムと評価方法の開発」を研究開発課題とし，グローバルサイエンス科（以下 GS科）

および自然科学系部活動を主対象生徒とした科学技術系分野で突出した人材育成につながるカリキュ

ラム開発や生徒間のメンター制の推進に取り組んできた。その成果として，GS科の課題研究や自然科

学系部活動の研究において，ISEFの出場権獲得や全国高等学校総合文化祭への出場を始めとする数多

くの科学コンクールや学会発表等での受賞が当然のこととなるような質の高い研究を生み出す体制が

構築できた。Ⅰ期で進めた研究開発により，生徒は主体的かつ協働的に深い学びを行えるようにな

り，学力を向上させることができたとほとんどの生徒が実感するに至った。このことは大きな成果で

あり，研究開発の目的は概ね達成されたと自己評価している。令和３年度には「これまでの努力を継

続することによって，研究開発のねらいの達成がおおむね可能と判断されるものの，併せて取組改善

の努力も求められる」との中間評価を受けた。Ⅰ期の検証として，主対象生徒を GS科等に限定した

為，学校全体で取り組む SSH 活動に十分へ広げることができなかった。また，探究活動の評価方法に

ついて指定期途中から観点別評価への移行があったことから汎用性の高い評価方法も十分な達成があ

ったとは言い切れない。そこでⅡ期の研究開発に繋げるために，Ⅰ期５年次に文系理系の枠を越えて

普通科生徒全員が「理数探究基礎」を履修する教育課程を実施した。「理数探究基礎」と「総合的な

探究の時間」を２年生に配置する特色あるカリキュラムとしたことで，理数・文系の教員が協働する

ことになり，より学際的な探究活動に対応できる組織的な指導体制の礎を構築した。探究活動の評価

方法についても教育大学の研究者と連携する運びとなった。 

 このような背景を踏まえⅡ期では，加速する予測困難な激動の時代に科学的な態度で向き合い，課

題解決能力を身に付け，共に豊かな社会を構築し，新たなステージを創出する革新的な人材を育成す

ることを目的としたい。 

 

２ 次年度以降に本校が取組む教育活動の方向性 

 前項の目的を達成するために，Ⅰ期後の本校の方向性として次の①～⑤の目標（取組）を掲げる。 

①学校設定科目と大学や博物館などの研究機関との連携・連動させた問題発見能力及び課題解決能力

育成のための取組 

  学校設定科目「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」により，GS科の課題研究に必要な５つの力（気づく力・繋ぐ力・伝 

 える力・見通す力・挑戦する力）を伸長させるプログラムの開発及び評価方法の完成度を高め，突出 

 した科学技術系人材育成を実践する。 

②英語活用能力を高め海外研修を主とする異文化理解への取組 

  米国ワシントン州シアトル科学研修による国際性を高める活動を継続する。現地技術者との交流 

 や研究発表会が有効であることが検証できている。Ⅱ期では生徒の科学発表を前面に打ち出し，よ 

 り科学性の高い研修とする。また，Ⅰ期で連携した海外の大学や高校と新たに普通科生徒の研究発 

 表等の科学交流を実践する。 

③自然科学系部活動を充実させるための取組 

  Ⅰ期の取組の成果を活かし，さらに質の高い生徒研究へと進めていく。Ⅰ期ではプレゼン能力の 

 向上が顕著であったが，先行研究等の情報収集力が十分身に付いたとは言い切れないとの検証もで 

 きた。Ⅱ期ではⅠ期で到達できなかった目標を達成し，専門家との連携を強化し，より充実した活 
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 動を実践することで研究者として望まれる態度を身に付けた人材を育成していく。 

④探究活動における教材開発と評価方法に係る取組 

  今年度以後、普通科の文系理系ともに「理数探究基礎」と「総合的な探究の時間」を２年生に同 

 時進行の形で履修させる。前半は探究活動の基礎を習得し後半の実践活動に繋げていく。卒業後の 

 自分の未来像を描き，学びたい学問を明確にし，豊かな社会の構築を目指す人材育成に繋がる教材 

 および評価方法を研究開発すると共に，それらの目標をまとめた探究テキストを開発し，本校が目 

 指す人材像を生徒・教員で共有する。 

⑤本校の目的とする人材育成に向けて効果的な組織的推進体制を構築する取組 

  Ⅰ期の検証により，持続可能な研究開発を行うために全職員での業務の分担化の重要性が明確に 

 なった。Ⅰ期３年次より，担当職員の業務の軽減化を図りつつ生徒が様々な活動に使える時間を増 

 加させたが，生徒の研究活動の質を維持することができた。Ⅱ期ではⅠ期の総括を基に，本校の目 

 指す人材育成を推進する，より持続可能で効果的な全校体制の構築を目標とし新たに SSH教育探究 

 部の創設を行う。 

 

３ 次年度以降の本校の教育事業概念 

  今後の教育活動の実践目標を立てる前に，GS科教員（理系教員）と文系教員で話し合う会を数 

 回，開催した。その中で，人材育成がキーワードのひとつとなった。そして，探究活動を人材育成 

 だけでなく，進路実現にも繋げていくことが重要であることもあらためて浮き彫りとなった。 

  そこで前項で議論した目標をもとに２つの大きなテーマを設定した。 

テーマⅠ 大学や研究機関と連携した理数・情報・総合的な探究の時間等の複数の教科・科目を融合 

     させた教育課程や評価方法の完成 

テーマⅡ 文系理系の枠を越えた「理数探究基礎」を履修し，「総合的な探究の時間」と連携して行 

     う科目融合型の性格を持つ特色ある教育課程及び探究の評価方法の開発 

 

        テーマに基づく本校の令和６年度以後の教育事業概念図 
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資料１ 教育課程表 ①普通科（令和４年度入学生） 

 

備考

29 2 27 6 20 12 22 8 26 4 26 4

2 2 2 2 2

2 3 3 3 3

4 1 2 3 18 2 3 16 2 2 4 13

4 1 2 3 2 3

4

4 3 2 5 2 5 2 2 4

2 2 ＊学校設定科目「探究国語」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2 2 2

3 3 3

2 3 3 3 2 2

3 3 2 0･5 14 2 0･5 12 7

3 3 2 0･5 2 0･5

2 0･2 2 0･2 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅰ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 0･2 2 0･2 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅰ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 0･2 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 0･2 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

2 2 2 0･2 4･6 2

2 2 2

3 3 4 3 3 3

4 4 4 4 4

3 12･14 14･16 1 5 6 19

2 2 2 2 2

2 3 3 3 2 2

2 2 0･2 2 2

2 2

2 2 0･2

2 2 2 2 2

4 3 3 0･6

2 2 2 2 2

4 6 8 3 3 6 18

2 2 2 2 2 0･2

4 2 4 0･6

1 1 0･2

2 2 2 ＊学校設定科目「理科発展」は令和５年１月現在検討中の科目

保 7～8 3 2 2 7 2 7 2 2 7

体 2 1 1 2 2 1 2

2 2 0･2 0･2 0･2

2 2 0･2 2・4 0･2 2 0･2 2

2 2 0･2 0･2 0･2

2 2 0･2 0･2 ＊学校設定科目「漢字の書」は令和５年１月現在検討中の科目

3 3 3 3 3

4 4 4 4 4 4

4 4 4 19・ 4 4 17･ 3 3 16

2 2 2 21 2 19 2

2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2

2 2 0･2 ＊学校設定科目「英語購読」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 0･2 ＊学校設定科目「探究英語」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

4

2 2 ＊学校設定科目「生活探究」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

2

2～6 2 0･2

2～8 2 0･2

2～6 2 0･2

2～6 2 0･2

4～12 2 0･2

演劇 6～12 2 0･2 0･2 ＊学校設定科目「劇表現」は令和５年１月現在検討中の科目

理数 1 1 1 1 1 1 1 1 1

総合的な探究の時間 3～6 1 1 2 2 1 2 2 1 1 2 2

情報 2 2 2

9

＊人文類型の２年で、「歴史総合」と「日本史探究」または「世界探究」を
同時に開講することを、届出済み。

＊学校設定科目「数学Ⅱ発展」は令和５年１月現在検討中の科目

＊学校設定科目「総合数学」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2

地 学 基 礎

＊「理数探究基礎」の履修を以て、「総合的な探究の時間」の１単位
分を代替することを、申請済み。
＊「総合的な探究の時間」の科目名称
２年『興味関心を持つ分野の探究』・3年『進路実現に向けて、自分
を知る探究』

＊理数類型の２年で、「数学Ⅱ」と「数学Ⅲ」を同時に開講することを、届
出済み。

＊理数類型の２年で、「生物基礎」と「生物」を同時に開講することを、届
出済み。

＊理数類型は、「地学基礎」＋「物理」か、「生物基礎」＋「生物」のどち
らかの組み合わせを選択。

体 育
9 9

保 健

文 学 国 語

国 語 表 現

家 庭 基 礎

生 活 探 究
(学校設定科目）

理数探究基礎

古 典 探 究

数 学 Ⅱ 発 展
（学校設定科目）

世 界 史 特 論 Ⅰ
(学校設定科目 )

日 本 史 特 論 Ⅰ
(学校設定科目 )

生 物 基 礎

96 32 32 96週 当 た り 授 業 時 数 32 32 32 96 32

1 3 1 1 3
週 当 た り 時 数

31 93 31 31 93

ホ ー ム ル ー ム 活 動
1 1 1 3

単 位 数 計 31 31 31 93

1 0～40 0～4
主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

0 0 0 0 0
各 教 科 ・科 目の 単 位 数計

0 1 0 0

81 1078 14 26 4 4

0 0 0 0 0

262 27 4 20 22 810 76 16

音
楽

演 奏 研 究
0･2･4

ソルフェージュ

劇 表 現
(学校設定科目 )

各 学 科 に 共 通 す る
29

各 教 科 ・科 目の 単 位 数計

家
庭

保育基礎

0･2･4ファッション造形基礎

フードデザイン

探 究 英 語
(学校設定科目 )

家 庭 総 合

情 報 Ⅰ

情 報 Ⅱ

外
国
語

家庭 2･4

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

英 語 購 読
(学校設定科目 )

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

芸
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

漢 字 の 書
(学校設定科目 )

理
　
　
　
科

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物

理 科 発 展
(学校設定科目）

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

総 合 数 学
( 学 校 設 定 科 目 )

世 界 史 特 論 Ⅱ
(学校設定科目 )
日 本 史 特 論 Ⅱ
(学校設定科目 )

公
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

探 究 国 語
(学校設定科目 )

３年
単
位
数

選
択

必
修

選
択

計
単
位
数

計

３年
単
位
数

計

２年
教
　
科

科　　　目

標
準
単
位
数

１年 ２年 ３年

必
修

選
択

必
修

選
択

理科系科目に重点を置く類型3学級

教科・科目等

類　型
６学級

文科系3学
級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅰ1学級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅱ2学級
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教育課程表 ②普通科（令和５年度入学生） 

 

備考

29 2 27 6 20 12 22 8 26 4 26 4

2 2 2 2 2

2 3 3 3 3

4 1 2 3 18 2 3 16 2 2 4 13

4 1 2 3 2 3

4

4 3 2 5 2 5 2 2 4

2 2 ＊学校設定科目「探究国語」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2 2 2

3 3 3

2 3 3 3 2 2

3 3 0･3 14 0･3 12 7

3 3 0･3 0･3

4 0･2 4 0･2 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅰ」は令和５年１1月現在検討中の科目

4 0･2 4 0･2 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅰ」は令和５年１1月現在検討中の科目

2 0･2 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 0･2 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

2 2 2 0･2 4･6 2

2 2 2

3 3 4 3 3 3

4 4 4 4 4

3 12･14 14･16 1 5 6 19

2 2 2 2 2

2 3 3 3 2 2

2 2 0･2 2 2

2 2

2 2 0･2

2 2 2 2 2

4 3 3 0･6

2 2 2 2 2

4 6 8 3 3 6 18

2 2 2 2 2 0･2

4 2 4 0･6

1 1 0･2

2 2 2 ＊学校設定科目「理科発展」は令和５年１月現在検討中の科目

保 7～8 3 2 2 7 2 7 2 2 7

体 2 1 1 2 2 1 2

2 2 0･2 0･2 0･2

2 2 0･2 2・4 0･2 2 0･2 2

2 2 0･2 0･2 0･2

2 2 0･2 0･2 ＊学校設定科目「漢字の書」は令和５年１月現在検討中の科目

3 3 3 3 3

4 4 4 4 4 4

4 4 4 19・ 4 4 17･ 3 3 16

2 2 2 21 2 19 2

2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2

2 2 0･2 ＊学校設定科目「英語購読」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 0･2 ＊学校設定科目「探究英語」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

4

2 2 ＊学校設定科目「生活探究」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

2

2～6 2 0･2

2～8 2 0･2

2～6 2 0･2

2～6 2 0･2

4～12 2 0･2

演劇 6～12 2 0･2 0･2 ＊学校設定科目「劇表現」は令和５年１月現在検討中の科目

理数 1 1 1 1 1 1 1 1 1

総合的な探究の時間 3～6 1 1 2 2 1 2 2 1 1 2 2

32 32 96

1 3

32 96
週 当 た り 時 数
週 当 た り 授 業 時 数 32 32 32 96

31 93
ホ ー ム ル ー ム 活 動

1 1 1 3 1 3 1

0
各 教 科 ・科 目の 単 位 数 計

単 位 数 計 31 31 31 93 31 93 31

0 0 0 0 0 00～4 1 0～4 0 0 1
主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

0 0 0 0 0

0･2･4

10
各 教 科 ・科 目の 単 位 数 計

16 22 8 78 2676 14

理数探究基礎

10 26 4 8120 4

ファッション造形基礎

フードデザイン

ソルフェージュ

劇 表 現
(学校設定科目 )

＊「理数探究基礎」の履修を以て、「総合的な探究の時間」の１単位
分を代替することを、来年度申請予定。
＊「総合的な探究の時間」の科目名称
２年『興味関心を持つ分野の探究』・3年『進路実現に向けて、自分
を知る探究』

各 学 科 に 共 通 す る
29 2 27 4

音
楽

演 奏 研 究

情報
情 報 Ⅰ

2 2

家
庭

保育基礎

0･2･4

2
情 報 Ⅱ

家庭

家 庭 基 礎

2･4 2 2
家 庭 総 合

生 活 探 究
(学校設定科目）

外
国
語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

英 語 購 読
(学校設定科目 )

探 究 英 語
(学校設定科目 )

9
保 健

芸
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

漢 字 の 書
(学校設定科目 )

生 物

地 学 基 礎

理 科 発 展
(学校設定科目）

体 育
9 9

総 合 数 学
( 学 校 設 定 科 目 )

＊学校設定科目「総合数学」は令和５年１月現在検討中の科目

理
　
　
　
科

物 理 基 礎

物 理 ＊理数類型は、「地学基礎」＋「物理」か、「生物基礎」＋「生物」のどち
らかの組み合わせを選択。

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎 ＊理数類型の２年で、「生物基礎」と「生物」を同時に開講することを、来
年度届出予定。

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ ＊理数類型の２年で、「数学Ⅱ」と「数学Ⅲ」を同時に開講することを、来
年度届出予定。

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数 学 Ⅱ 発 展
（学校設定科目）

＊学校設定科目「数学Ⅱ発展」は令和５年１月現在検討中の科目

世 界 史 特 論 Ⅰ
(学校設定科目 )

日 本 史 特 論 Ⅰ
(学校設定科目 )
世 界 史 特 論 Ⅱ
(学校設定科目 )
日 本 史 特 論 Ⅱ
(学校設定科目 )

公
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合 ＊人文類型の２年で、「歴史総合」と「日本史探究」または「世界探究」を
同時に開講することを、来年度届出予定。

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

探 究 国 語
(学校設定科目 )

計必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

３年
単
位
数

計

２年 ３年
単
位
数

選
択

必
修

選
択

理科系科目に重点を置く類型3学級

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

標
準
単
位
数

１年 ２年 ３年
単
位
数

計

類　型
６学級

文科系3学
級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅰ1学級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅱ2学級
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教育課程表 ③普通科（令和６年度入学生） 

 

備考

29 2 27 6 20 12 22 8 26 4 26 4

2 2 2 2 2

2 3 3 3 3

4 1 2 3 18 2 3 16 2 2 4 13

4 1 2 3 2 3

4

4 3 2 5 2 5 2 2 4

2 2 ＊学校設定科目「探究国語」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2 2 2

3 3 3

2 3 3 3 2 2

3 3 0･3 14 0･3 12 7

3 3 0･3 0･3

4 0･2 4 0･2 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅰ」は令和５年１1月現在検討中の科目

4 0･2 4 0･2 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅰ」は令和５年１1月現在検討中の科目

2 0･2 ＊学校設定科目「世界史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 0･2 ＊学校設定科目「日本史特論Ⅱ」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

2 2 2 0･2 4･6 2

2 2 2

3 3 4 3 3 3

4 4 4 4 4

3 12･14 14･16 1 5 6 19

2 2 2 2 2

2 3 3 3 2 2

2 2 0･2 2 2

2 2

2 2 0･2

2 2 2 2 2

4 3 3 0･6

2 2 2 2 2

4 6 8 3 3 6 18

2 2 2 2 2 0･2

4 2 4 0･6

1 1 0･2

2 2 2 ＊学校設定科目「理科発展」は令和５年１月現在検討中の科目

保 7～8 3 2 2 7 2 7 2 2 7

体 2 1 1 2 2 1 2

2 2 0･2 0･2 0･2

2 2 0･2 2・4 0･2 2 0･2 2

2 2 0･2 0･2 0･2

2 2 0･2 0･2 ＊学校設定科目「漢字の書」は令和５年１月現在検討中の科目

3 3 3 3 3

4 4 4 4 4 4

4 4 4 19・ 4 4 17･ 3 3 16

2 2 2 21 2 19 2

2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2

2 2 0･2 ＊学校設定科目「英語購読」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 0･2 ＊学校設定科目「探究英語」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

4

2 2 ＊学校設定科目「生活探究」は令和５年１月現在検討中の科目

2 2 2 2 2

2

2～6 2 0･2

2～8 2 0･2

2～6 2 0･2

2～6 2 0･2

4～12 2 0･2

演劇 6～12 2 0･2 0･2 ＊学校設定科目「劇表現」は令和５年１月現在検討中の科目

理数 1 1 1 1 1 1 1 1 1

総合的な探究の時間 3～6 1 1 2 2 1 2 2 1 1 2 2

32 32 96

1 3

32 96
週 当 た り 時 数
週 当 た り 授 業 時 数 32 32 32 96

31 93
ホ ー ム ル ー ム 活 動

1 1 1 3 1 3 1

0
各 教 科 ・科 目の 単 位 数計

単 位 数 計 31 31 31 93 31 93 31

0 0 0 0 0 00～4 1 0～4 0 0 1
主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

0 0 0 0 0

0･2･4

10
各 教 科 ・科 目の 単 位 数計

16 22 8 78 2676 14

理数探究基礎

10 26 4 8120 4

ファッション造形基礎

フードデザイン

ソルフェージュ

劇 表 現
(学校設定科目 )

＊「理数探究基礎」の履修を以て、「総合的な探究の時間」の１単位
分を代替することを、来年度申請予定。
＊「総合的な探究の時間」の科目名称
２年『興味関心を持つ分野の探究』・3年『進路実現に向けて、自分
を知る探究』

各 学 科 に 共 通 す る
29 2 27 4

音
楽

演 奏 研 究

情報
情 報 Ⅰ

2 2

家
庭

保育基礎

0･2･4

2
情 報 Ⅱ

家庭

家 庭 基 礎

2･4 2 2
家 庭 総 合

生 活 探 究
(学校設定科目）

外
国
語

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

英 語 購 読
(学校設定科目 )

探 究 英 語
(学校設定科目 )

9
保 健

芸
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

漢 字 の 書
(学校設定科目 )

生 物

地 学 基 礎

理 科 発 展
(学校設定科目）

体 育
9 9

総 合 数 学
( 学 校 設 定 科 目 )

＊学校設定科目「総合数学」は令和５年１月現在検討中の科目

理
　
　
　
科

物 理 基 礎

物 理 ＊理数類型は、「地学基礎」＋「物理」か、「生物基礎」＋「生物」のどち
らかの組み合わせを選択。

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎 ＊理数類型の２年で、「生物基礎」と「生物」を同時に開講することを、来
年度届出予定。

数
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ ＊理数類型の２年で、「数学Ⅱ」と「数学Ⅲ」を同時に開講することを、来
年度届出予定。

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数 学 Ⅱ 発 展
（学校設定科目）

＊学校設定科目「数学Ⅱ発展」は令和５年１月現在検討中の科目

世 界 史 特 論 Ⅰ
(学校設定科目 )

日 本 史 特 論 Ⅰ
(学校設定科目 )

世 界 史 特 論 Ⅱ
(学校設定科目 )
日 本 史 特 論 Ⅱ
(学校設定科目 )

公
民

公 共

倫 理

政 治 ・ 経 済

地
理
歴
史

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合 ＊人文類型の２年で、「歴史総合」と「日本史探究」または「世界探究」を
同時に開講することを、来年度届出予定。

日 本 史 探 究

世 界 史 探 究

国
　
　
語

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

文 学 国 語

国 語 表 現

古 典 探 究

探 究 国 語
(学校設定科目 )

計必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

３年
単
位
数

計

２年 ３年
単
位
数

選
択

必
修

選
択

理科系科目に重点を置く類型3学級

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

標
準
単
位
数

１年 ２年 ３年
単
位
数

計

類　型
６学級

文科系3学
級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅰ1学級

文科系科目に重点を置く
類型Ⅱ2学級
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教育課程表 ④グローバルサイエンス科（令和４年度入学生） 

 

 

  

30 2 31 0 27 4

国 2 2 2
2 2 2 12
4 2 2 4

語 4 2 2 4
地理 2 2 2

3 3 7
歴史 2 2 2

公
民

2 2 2 2

保体 7～8 3 2 2 7
健育 2 1 1 2
芸 2 2 0・2

2 2 0・2 2
術 2 2 0・2

3 3 3
4 3 3
4 3 3 15
2 2 2
2 2 2
2 2 2

家
庭

2 2 2 2

情
報

2 1 1 1

4～8 7 7
6～12 6 6
2～8 6 6
3～9 2 2 4 4・8
3～9 2 2 3 7

3～9 2 4 2・6

1 1 1

5 5 5 学校設定科目「GSⅡ」は届出済み。

2 2 2 学校設定科目「GSⅢ」は来年度届出予定。

総合的な探究の時間 3～6

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

「情報Ⅰ」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で代
替予定。

学校設定科目「GSⅠ」は届出済み。「GSⅠ」は、特定の期
間に実施することを、申請済み。

「総合的な探究の時間」のうち、１単位を「GSⅠ」で代替
することを申請済み。また、２単位を「GSⅢ」で代替する
ことを、来年度申請予定。

「理数化学」「理数生物」の１単位を、SSH特例により、
「ＧＳⅡ」で代替予定。

週 当 た り 授 業 時 数 33 32 32 97

4

ホ ー ム ル ー ム 活 動
1 1 1 3

週 当 た り 時 数

4 40
各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計 32 31 31 94

主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

12 0 17 0 11

14 0 16 0 48 2
各 学 科 に 共 通 す る

18

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅰ

2
各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

44

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物

Ｇ Ｓ Ⅰ
( 学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅱ
( 学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
( 学 校 設 定 科 目 ）

音 楽 Ⅰ

地 理 探 究

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

歴 史 総 合

論 理 国 語

公 共

体 育
9

保 健

計

選
択

現 代 の 国 語

言 語 文 化

古 典 探 究

地 理 総 合

理
数

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ３年

必
修

必
修

選
択

理 数 探 究
SSH特例により、「理数探究」の４単位を、「ＧＳⅡ」で
２単位、「ＧＳⅢ」で２単位代替予定。

備　　　　　考
２年

選
択

必
修
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教育課程表 ⑤グローバルサイエンス科（令和５年度入学生） 

 

 

 

 

 

 

 

30 2 31 0 27 4

国 2 2 2
2 2 2 12
4 2 2 4

語 4 2 2 4
地理 2 2 2

3 3 7
歴史 2 2 2

公
民

2 2 2 2

保体 7～8 3 2 2 7
健育 2 1 1 2
芸 2 2 0・2

2 2 0・2 2
術 2 2 0・2

3 3 3
4 3 3
4 3 3 15
2 2 2
2 2 2
2 2 2

家
庭

2 2 2 2

情
報

2 1 1 1

4～8 7 7

6～12 6 6

2～8 6 6

3～9 2 2 4 4・8

3～9 2 2 3 7

3～9 2 4 2・6

1 1 1

5 5 5 学校設定科目「ＧＳⅡ」は届出済み。

2 2 2 学校設定科目「ＧＳⅢ」は来年度届出予定。

総合的な探究の時間 3～6

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

計

選
択

必
修

選
択

備　　　　　考

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ２年 ３年

必
修

選
択

必
修

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

公 共

体 育
9

保 健

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ
「情報Ⅰ」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で代
替予定。

理
数

理 数 数 学 Ⅰ

44

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物
「理数化学」「理数生物」の１単位を、SSH特例により、
「ＧＳⅡ」で代替予定。

Ｇ Ｓ Ⅰ
( 学 校 設 定 科 目 ）

学校設定科目「ＧＳⅠ」は届出済み。「ＧＳⅠ」は、特定
の期間に実施することを、申請済み。

Ｇ Ｓ Ⅱ
( 学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
( 学 校 設 定 科 目 ）

理 数 探 究
SSH特例により、「理数探究」の４単位を、「ＧＳⅡ」で
２単位、「ＧＳⅢ」で２単位代替予定。

「総合的な探究の時間」のうち、１単位を「GSⅠ」で代替
することを申請済み。また、２単位を「GSⅢ」で代替する
ことを、来年度申請予定。

各 学 科 に 共 通 す る
18 2 14 0 16 0 48 2

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計
主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

12 0 17 0 11 4 40 4
各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計 32 31 31 94
ホ ー ム ル ー ム 活 動

1 1 1 3
週 当 た り 時 数

週 当 た り 授 業 時 数 33 32 32 97
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教育課程表 ⑥グローバルサイエンス科（令和６年度入学生） 

 

 

 

 

 

  

30 2 31 0 27 4

国 2 2 2
2 2 2 12
4 2 2 4

語 4 2 2 4
地理 2 2 2

3 3 7
歴史 2 2 2

公
民

2 2 2 2

保体 7～8 3 2 2 7
健育 2 1 1 2
芸 2 2 0・2

2 2 0・2 2
術 2 2 0・2

3 3 3
4 3 3
4 3 3 15
2 2 2
2 2 2
2 2 2

家
庭

2 2 2 2

情
報

2 1 1 1

4～8 7 7

6～12 6 6

2～8 6 6

3～9 2 2 4 4・8

3～9 2 2 3 7

3～9 2 4 2・6

1 1 1

5 5 5 学校設定科目「ＧＳⅡ」は届出済み。

2 2 2 学校設定科目「ＧＳⅢ」は来年度届出予定。

総合的な探究の時間 3～6

主として専門学科において開設される

教科・科目の履修単位数 44単位

学級数
１学級 １学級 １学級

単
　
位
　
数

計

選
択

必
修

選
択

備　　　　　考

教科・科目等

教
　
科

科　　　目

１年 ２年 ３年

必
修

選
択

必
修

現 代 の 国 語

言 語 文 化

論 理 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究

歴 史 総 合

公 共

体 育
9

保 健

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外
国
語

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ

英語 ｺ ﾐ ｭ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

家 庭 基 礎

情 報 Ⅰ
「情報Ⅰ」の１単位を、SSH特例により、「ＧＳⅡ」で代
替予定。

理
数

理 数 数 学 Ⅰ

44

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 特 論

理 数 物 理

理 数 化 学

理 数 生 物
「理数化学」「理数生物」の１単位を、SSH特例により、
「ＧＳⅡ」で代替予定。

Ｇ Ｓ Ⅰ
( 学 校 設 定 科 目 ）

学校設定科目「ＧＳⅠ」は届出済み。「ＧＳⅠ」は、特定
の期間に実施することを、申請済み。

Ｇ Ｓ Ⅱ
( 学 校 設 定 科 目 ）

Ｇ Ｓ Ⅲ
( 学 校 設 定 科 目 ）

理 数 探 究
SSH特例により、「理数探究」の４単位を、「ＧＳⅡ」で
２単位、「ＧＳⅢ」で２単位代替予定。

「総合的な探究の時間」のうち、１単位を「GSⅠ」で代替
することを申請済み。また、２単位を「GSⅢ」で代替する
ことを、来年度申請予定。

各 学 科 に 共 通 す る
18 2 14 0 16 0 48 2

各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計
主 と し て 専 門 学 科 に お い て 開 設 さ れ る

12 0 17 0 11 4 40 4
各 教 科 ・ 科 目 の 単 位 数 計

科 目 単 位 数 計 32 31 31 94
ホ ー ム ル ー ム 活 動

1 1 1 3
週 当 た り 時 数

週 当 た り 授 業 時 数 33 32 32 97
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資料２ 運営指導委員会の記録 

第１回 SSH運営指導委員会 

１ 日  時    令和５年７月 31日（月） 15：00～16：30 

２ 出席者 

 【運営指導委員】 

  委員長 久保 孝史   大阪大学大学院理学研究科        教授 

      馬場美智子   兵庫県立大学減災復興政策研究科   教授（リモート参加） 

      山本 倫也   関西学院大学工学部情報工学課程  教授 

      野路  衛   新明和工業株式会社人事教育部     人事教育部長 

           新明和商事株式会社        代表取締役社長 

 【宝塚北高等学校】 

  校長 曽谷 功 教頭 小宮山宏之 教頭 土屋 ハルナ 

   SSH推進関係職員 門井 淳 浅原 素紀 

 【管理機関】 

  兵庫県教育委員会事務局高校教育課 指導主事 北上 景章 

３ 次第 司会 教頭 

(1) 開会挨拶 （校長） 

・コロナ禍が明け，シアトル研修を４年ぶりに実施。諸行事も元の通り実施できるようになった。 

・Ⅰ期目５年目を迎え，Ⅱ期目を申請する予定。生徒にとって有意義な取組を行いたい。 

(2) 報告 

①今年度の事業計画 

②指定４年間の成果 （資料：令和元年度指定 SSH研究開発実施報告書・第４年次） 

③令和５年度の取組 

・Ⅰ期目は，新しいカリキュラムの開発に取り組んだ。 

・５年目となる今年から普通科で理数探究基礎を実施。文・理とも実施するのは県下では本校のみ。 

 足りないところをⅡ期目で改善し，学校全体で取り組む。 

・他県への視察として，明日から熊本県の SSH校（熊本北高・第二高）へ行く予定。 

・探究学習の評価が課題。中間ヒアリングでは，専門家による評価が求められた。兵庫教育大学との 

 連携を行う予定。 

・大学進学については，SSH 実施前と変わらず成果を上げている。 

(3）協議 

①Ⅱ期目の申請に向けての助言・指導 

・教員の意識改革が重要であるが，簡単なことではない。 

・理数探究基礎に様々な教員が関わり，検証してⅡ期目へ進むのがよい。 

・大学では，推薦入試による入学者数の目標を２割としている。探究活動が入試に直結すればよい。 

・企業は，様々な経験をした者を評価する。 

・大学では「研究を楽しむ」ことが大切。博士人材は少なくなっている。 

・SSHの活動が，年々良くなっている。 

・単に「いい大学」に入るのではなく，その先を見据えることが大事。 

・無理がかかることは続かない。持続するために，システマティックに行うことが大切。 

・外部リソースを利用するのも良い。 
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・主体的，自主的に自分で道を切り拓く生徒の育成を。 

・普通科の生徒の育成が課題。 

・教科書は難解。世の中との結びつきを理解することが大切。 

・ルーブリックの作成を。 

・「覚える」のではなく「考える」練習をどうさせるか。 

・企業では女性管理職が少ないことが問題で，目標の設定と開示が求められる。 

・海外では，文理の区別が大きくない。 

・理系女子が求められており，SSHの申請書にも項目がある。 

・目標の共有化をどうするか，考えることが大切。 

・無意識の偏見（Unconscious Bios）に注意。 

・文部科学省は理系女子を増やす方向を意識して進めている。 

・保護者や地域に宝塚北高校がロールモデル（成功例）としてアピールしてほしい。 

・これまでの振り返りが重要。 

・「メタ認知（自分が分からないことを知ろうとする能力）」を鍛える。 

・持続できないことは意味がない。負担を増やさないよう，やめる勇気も大切。 

 

 

第２回 SSH運営指導委員会 

１ 日 時  令和６年２月６日（火） 16:00～17:30 

２ 出席者 

 【運営指導委員】 

  委員長 久保 孝史   大阪大学大学院理学研究科           教授 

      甲元 一也 甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授 

      馬場美智子   兵庫県立大学減災復興政策研究科  教授 

      山本 倫也   関西学院大学工学部情報工学課程   教授 

 【宝塚北高等学校】 

  校長 曽谷 功 教頭 小宮山宏之 教頭 土屋ハルナ 

  SSH推進関係職員 門井 淳 大林 奈園 浅原 素紀 

 【管理機関】 

  兵庫県教育委員会事務局高校教育課 指導主事 北上 景章 

３ 次第 司会（教頭） 

(1) 開会挨拶（校長） 

(2)報告 

①令和５年度の取組について 

・大学や研究所等関係機関との連携：本校 SSHの研究課題は学校設定科目の研究開発である。学校設 

 定科目は課題研究の実施を念頭において設置されており，５年前と比較すると課題研究の内容も充   

 実し，課題研究をしたいと入学してくる生徒も多い。教員からの評価（学力向上につながったか） 

 も高く成功しているといえる。自然科学系部活動も５年間でさまざまな成果を上げた。課題研究論 

 文査読では，生徒からも外部からも評価が高い。 

・国際性を高める取り組み：シアトル研究，マラヤ大学の大学生との交流，曙光女中の生徒とのオン 

 ライン交流，ALTによる科学実験を行っている。 
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・自然科学系部活動の充実：部員数が増加し，５年間で優秀な実績をあげている。 

・科学オリンピック，科学の甲子園，課題研究においても優秀な成績を収めている。 

・卒業後の状況：SSH指定前後で大きな変化はない。課題研究が進学実績の足を引っ張っているという 

 ことはないと考えている。 

・その他：課題研究のためのリサーチプラン研修会を他校生徒および教員を招いて実施している。 

(3)協議 

①SSHⅡ期目に向けて 

●本校から 

・GS科から普通科に探究活動を広げていく。GS科は社会をけん引する科学技術系人材育成，普通科は 

 科学的な態度で豊かな社会をつくる人材育成を学科の柱としている。普通科では理数探究基礎を設 

 置した。 

・今年度を二期目の０年度目と位置付けて，理数探究基礎を試験的に設けている。さまざまな課題が 

 見えてきているので，解決に向けて邁進していきたい。科学技術は大切だが，何のためにあるかと 

 いう目標がなくなってしまうと危険である。そのために，アカデミックポリシーに「豊かな未来の 

 社会を作っていく」が入っている。 

・探究の教科書はあるが，本校の GS科で培った縦の深みを持たせた教科書を作成することを視野に入 

 れている。また，理数探究基礎を通じて探究課題解決力と探求心を育んでいきたい。 

・「総合的な探究の時間」と「理数探究基礎」の運営に関して，文系の教員の意見を聞きながら方針 

 を作ってきたが，担当教員の支援だけでは不十分なため，SSH教育探究部を発足するに至った。 

・三科が一同に介する「探究の日」を設け，互いの活動を見合い理解するという機会を設ける。演劇 

 科は現在，幼稚園児や高齢者向けの公演を行っている。科学技術を題材にした演劇などを行うこと 

 により，幅広い層への科学への理解を広めることができると考えている。 

●本校の SSHの取組及びこれからの課題に対する助言・指導 

指導委員：普通科に広げるのは良いと思う。普通科に GS科や演劇科の特徴を浸透させるのは難しい。 

     Ⅱ期はその点の工夫が肝心である。普通科は GS科の簡易版になってはいけない。文理混合 

     の普通科において，SSHのプログラムを活かせると良いものになるのでは。 

指導委員：宝塚北独自の取り組みを発展させていく必要がある。査読はユニークであるので，追跡調 

     査をしていき，評価していくのが望ましい。科学部系の活動が盛んなことは他校が苦労し 

     ている点であるので，なぜうまくいっているのかを分析し明らかにすると発展しやすく広 

     報にも活かせるであろう。アゴラはよい場所なので，うまい仕掛けを作れば，三科の生徒 

     の交流の場として機能するのではないか。学問の世界は文系と理系で分けられるのではな 

     い（日本独自の考え方）。教員にその意識が強すぎるとうまくいかないのでは？演劇科の 

     生徒がサイエンスの内容を扱うというだけで探究といえるのか？演劇科と GS科と普通科は 

     ベクトルが違うので，無理に合わせると相乗効果がなくなる。 

指導委員：海外の科学者は文学，哲学，芸術などの素養を持っている。優劣がつけ辛い芸術などの世 

     界の中で，教員がすべて用意するのではなく，何もないところから生み出し足掻いていく 

     ことも大切なプロセスではないか。問題を見つけ出す力をどう育成するか，知識技能だけ 

     でなく「しなやかな心（被災した人にどう向き合うかなど）」をどう育成するかという観 

     点は重要である。県内のある SSH指定校ではジェンダーの問題など答えがない課題に取り 

     組んでいる。また別の県内の私立高校は被災地の物を売って支援に繋げている。カリキュ 

     ラムに衝撃をうけるような体験や話などを盛り込むことも考えてみては。 
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指導委員：５年間でうまくいかなかったことは何か。 

本  校：論文がうまく書けない。論文をしっかり読んでいないからではないか。発表で質疑はでき 

     るが，論文はうまく書けない。Ⅱ期では，二年生で課題研究を終えて三年生で論文に力を 

     入れるということを考えている。生徒は評価の基準が分からないと口にすることがある。 

     ルーブリックを作っていく必要があると考えている。 

指導委員：心の育成も大事だと思うが，日本人は感情に流されやすい。文理問わず科学的に物事を判 

     断するという訓練はとても大切だと感じる。その点で普通科が科学的な思考を養うことは 

     必要なことではないか。情報を探究活動にどう絡めていくかを考えてもらえると嬉しい。 

     教科書に“深さ”を盛り込むことは大変であるが必要なことである。ぜひとりくんで欲し 

     い。最近は小学生でもリサーチプランを考えている。普通科への展開も可能ではないか。 

指導委員：アカデミックな発見で終わっても民間企業では意味はない。得られた結果が世の中でどの 

     ように役立つかという観点をもつことも必要ではないか。その際，企業をうまく活用して 

     研究をしてもらえたら。 

管理機関：兵庫県では SSH 指定校が多く評価も高い。これは新旧の SSH指定校を連携させてコンソー 

     シアムを形成し，各学校の課題の共有や情報交換を行っている成果である。大学の先生や 

     企業の方にご助言頂く事でこれらの活動の質が高まっている。今度とも兵庫県の SSHをよ 

     ろしくお願いしたい。 

 

アンケート結果 

 
  十分な成果があった(66.7%) 成果がった(33.3%) 

 

   とてもよく理解できた(66.7%) 理解できた(33.3%) 
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資料３ 生徒の外部発表一覧 

(1) 文部科学省・科学技術振興機構等が主催・共催する高校生向け研究発表会 

①第 67回日本学生科学賞 兵庫県コンクール 

【佳作】「ヤドカリの交替性転向反応について」GS 科 3 年生 

  【佳作】「イチゴによるアルミニウムの溶解」化学部 

 ②JSEC2023（第 21回高校生・高専生科学技術チャレンジ） 

  【佳作】「Python を用いた「碁石拾い」の作問」GS 科 3 年生 

    【佳作】「和蠟燭の灯心に対する硝酸エステル化の影響」GS 科 3 年生 

    【佳作】「飼育下におけるカワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激の探索」生物部 

 

(2) 日本学術会議協力学術研究団体及びその支部組織が開催する学会での発表 

①日本生態学会 2023 高校生ポスターセッション 

 「ヤドカリの交替性転向反応について」GS 科 3 年生 

②日本金属学会 2023年秋期（第 173回）講演大会 第 10回高校生・高専学生ポスターセッション 

  【日本金属学会長賞】「イチゴによるアルミニウムの溶解(2)」化学部 

    「塩添加効果による多糖類のゲル化とゲル膜形成の制御」化学部 

 ③動物学会近畿支部 高校生研究ポスター発表 

【優秀賞】「カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは何か」生物部 

「カメの学習による物体の判断基準」生物部 

「昆虫の飛翔行動を引き起こす要因を探る」GS 科 2 年生 

「交替性転向反応の要因を探る」GS 科 2 年生 

④日本化学会近畿支部 第 40回高等学校・中学校化学研究発表会 

  【奨励賞】「イチゴによるアルミニウムの溶解(2)」化学部 

  【奨励賞】「天然多糖類を利用した金属イオンの捕捉」 化学部 

 ⑤電気化学会関西支部 2023年度高校生チャレンジ 

「Mg 電池の全固体化及びその性能」GS 科 2 年生 

⑥第 65回日本植物生理学会 高校生研究ポスター発表 

「ウツボカズラの消化液と捕虫器下部細胞の浸透圧を探る」GS 科 2 年生 

「さまざまな波長の光がケールのビタミン C 生成に及ぼす影響について」GS 科 2 年生 

    「複数品種にわたるホウレンソウ白色顆粒の様相の違い」生物部 

⑦第 26回化学工学会学生発表会 

    「水酸化鉄(Ⅲ)コロイド溶液における粘度変化の温度依存」GS 科 2 年生  

 「イチゴによるアルミニウムの溶解」化学部 

「天然多糖類を利用した金属イオンの捕捉」化学部 

  ⑧日本金属学会 2024年春期（第 174回）講演大会第 11回高校生・高専学生ポスターセッション 

    「Mg 電池の固体化及びその性能」GS 科 2 年生  

  
 
(3) 大学・博物館・企業等が主催する高校生向け研究発表会・論文コンクール 

①高校生・私の科学研究発表会（兵庫県生物学会・神戸大学サイエンスショップ） 

  【奨励賞】「ケールとビタミン C と光の関係性を探る」GS 科 2 年生 

   「温度変化に色が及ぼす影響」GS 科 2 年生 
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  「倒壊解析シミュレーションに基づく筋交いの配置の効果」GS 科 2 年生 

   「有用なろ過装置の作成」GS 科 2 年生 

   「水酸化鉄(Ⅲ)コロイド溶液のチキソトロピー」GS 科 2 年生 

  「大根への染み込みやすさにおける食物繊維の影響」GS 科 2 年生 

 ②第 14回坊ちゃん科学賞（東京理科大学） 

  【優良入賞】「芯切り不要な和蝋燭の開発」GS 科 3 年生 

  【入賞】「竹林の拡大と地理的要因の関連性～データサイエンスに基づく解析の試み～」GS 科 3 年

生 

 ③令和５年度高大連携課題研究合同発表会 at京都大 

  「テトレーションにおける逆数和の超越性」GS 科 2 年生 

「大根への染み込みやすさにおける食物繊維の影響」GS 科 2 年生 

「交替性転向反応の要因を探る」GS 科 2 年生 

 ④数理工学コンテスト（武蔵野大学） 

  「倒壊解析シミュレーションに基づく筋交いの配置の効果」GS 科 2 年生 

 ⑤甲南大リサーチフェスタ 2023（甲南大学） 

  「私たちと国際社会～フェアトレード商品を広めるには～」普通科 2 年生 

⑥第 19回共生のひろば（兵庫県立人と自然の博物館） 

  「カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは何か」生物部 

 ⑦2023年度 科学教育振興助成 成果発表会（中谷医工計測技術振興財団） 

  「より良い未来づくりに貢献する物理部の活動」物理部 

 ⑧宝塚市環境フォーラム 

  「カワムツの攻撃行動を引き起こす鍵刺激とは何か」生物部 

 

(4) 兵庫咲いテク事業・高文連・高等学校等が主催する高校生向け研究発表会・コンクール等 

①第 15回サイエンスフェア in兵庫（兵庫咲いテク事業） 

「酸化還元反応」GS 科１年生 

「イチゴによるアルミニウムの溶解」化学部 

②第 47回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会 

【研究発表最優秀賞】【ポスター発表最優秀賞】「イチゴによるアルミニウムの溶解(2)」化学部 

「ホウレンソウの白色顆粒の形成過程」生物部 

「風力発電の研究」物理部 

 ③令和 5年度 近畿地区高等学校 自然化学部合同発表会 

  【優秀賞】「イチゴによるアルミニウムの溶解」 化学部 

  【優秀賞】「カワムツの攻撃行動における鍵刺激の探索」 生物部 

④9th Science Conference in Hyogo（兵庫咲いテク事業） 

  “Development of Japanese candles that do not require wick cutting”GS 科 3 年生  
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資料４ GS科課題研究タイトル一覧 

令和元年度 GS科３年生（SSH指定前に行っていた研究） 

研究タイトル 人数 連携先等 

Arduino を用いたロボットハンドの作成 ４  

フィボナッチ数列と乱数 ４  

クエン酸によるシステインプロテアーゼの阻害 ４  

ヒアリは日本に生息できるのか ４ 兵庫県立人と自然の博物館 

竹林の拡大と地面の傾斜角度との関連性 ４ 兵庫県立人と自然の博物館 

宝塚の交通渋滞が及ぼす損失 ４ 兵庫県阪神北県民局・三田市役所 

ライトピラーの原理とその仕組み ４  

微生物電池の発電量を上げる条件について ３  

プラナリアの外来種と在来種では食性に違いはあるのか ４ 兵庫県立人と自然の博物館 

四つ葉のクローバーの発生要因 ４  

 

令和２年度 GS科３年生（SSH指定後に開始した） 

研究タイトル 人数 連携先等 

巡回セールスマン問題の近似解の算出 ３ 関西学院大学理工学部 

ナンバープレースの難易度を判定 ３  

Al と Zn のイオン化傾向の逆転と溶解度の関係 ５ 関西学院大学理工学部 

宝塚歌劇場前交差点の渋滞解消策を探る ２ 
兵庫県立大学減災復興政策研究科 

兵庫県阪神北県民局・三田市役所 

温泉水で野菜は育てられるか ３  

S 字旋回するハンドランチグライダーの作製 ３  

微生物燃料電池の構造に関する研究 ２ 神戸大学農学部 

クローバーの葉からのカルス誘導法の開発 ２  

ダンゴムシのアミノ酸投与時に起こる行動変化の分析 ３ 信州大学繊維学部 

コッククロフト-ウォルトン回路を用いた昇圧実験 ４ 甲南大学理工学部 

ブロッケン現象再現実験の改良 ４  

地理的要因の分析による竹林域の変遷の予測 ２ 兵庫県立人と自然の博物館 

防災意識の向上のための災害体験 VR の作成 ３ 関西学院大学理工学部 

 

令和３年度 GS科３年生 

研究タイトル 人数 連携先等 

クエン酸と Mg2+によるブロメラインの阻害 ２ 兵庫県立大学 

豪雨時における山の傾斜と貯留能力の関係 ３  

微生物燃料電池の構造の改良について ３  

クロロフィルを用いた食用油の分解 ３ 甲南大学 

ヨーグルトのホエー部分のカルシウム量 ３  

ライフゲームを用いた暗号化 ３ 埼玉工業大学 

剣道の統計解析 ２  
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セルロース系材料からのバイオエタノール生成 ３ 甲南大学 

プラナリアは餌の何を感知し誘引されるのか ４ 兵庫県立大学 

ストームグラス中でのエタノールと水が分離 ２  

ユビナガホンヤドカリの殻交換 ２ 京都大学 

圧電素子を用いた発電 ３  

人工オーロラの発生条件 ２ 京都大学 

巡回セールスマン問題近似解の実用化 ２  

写真を用いた防災意識の向上 ３  

 

令和４年度 GS科３年生 

 

令和５年度 GS科３年生 

研究タイトル 人数 連携先等 

トリックアートの数学的解析 ３  

プログラミング能力と学生の性格との関連 ３  

尾翼形状が飛行に与える影響 ４ 
兵庫県立人と自然の博物館 

新明和工業株式会社 

斜面状態が模型自動車の加速度に及ぼす影響 ２  

真鍮における脱亜鉛腐食の加速腐食 ３  

紙の形状変化とその程度を決定する要因 ３ 
京都市中小企業技術センター 

愛媛大学 

芯切の必要のない和ろうそくを作る ３ （有）松本商店 

ユビナガホンヤドカリの殻の選好性 ３ 
株式会社リバネス 

兵庫県立人と自然の博物館 

アリが忌避する物質の pH における共通点 ４ 
京都工芸繊維大学 

兵庫県立人と自然の博物館 

鉄分含有量の多い植物の生育 ３  

換気による温度変化を押さえる方法 ３  

圧電素子を用いた風力発電 ２  

研究タイトル 人数 連携先等 

安定性の高いジャイロ２輪車の製作 ４  

ダイラタンシー流体の剪断増粘性による周期的な応力の検証 ３  

尾翼の形状と迎え角の関係 ５ 新明和工業株式会社 

黄金比と白銀比の考えを用いた西洋数学に対する和算の利点 １  

「碁石拾い」の解法数を算出できるプログラムの作成 ２  

竹林の拡大と地理的要因の関連性 ５  

アスファルトへの遮熱性舗装と白い舗装の性質の違いと

最適な舗装方法の検討 
３ 

 

ヤドカリの交替性転向反応 ５  
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令和５年度 GS科２年生 

 

 

  

障害物に接した時に植物が見せる挙動 ２  

植物の再生後の変化に関する研究 １  

ホウレンソウ葉表面の白色顆粒の生成過程および虫に与

える影響 
２ 

 

芯切り不要な和蝋燭の開発 ３ （有）松本商店 

硝酸銅(Ⅱ）水溶液が電気分解で緑色に変化した理由を探る ４ 大阪大学 

研究タイトル 人数 連携先等 

テトレーションにおける逆数和の超越性 4  

光照射による温度変化に色が与える影響  4  

倒壊解析シミュレーションに基づく筋交いの配置の効

果  
3 

 

簡易濾過装置を用いた濾過材の効果の検証 4  

水酸化鉄(Ⅲ)コロイド溶液における粘度変化の温度依存

性を探る  
4 

 

大根への醤油の染み込みやすさ 〜電子レンジとペクチ

ンの影響〜  
4 

 

Mg 電池の固体化及び二次電池化の可能性についての検

証 
4 

 

カメムシの飛翔と光の関係〜カメムシとの共生には何色

の未来が待っているのか〜 
3 

 

光の波長の変化がビタミン C 量に及ぼす影響 2  

ウツボカズラの消化液と捕虫器下部の細胞の浸透圧の測

定 
4 

 

光強度による交替性転向反応の変化 4  
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資料５ 職員アンケート  

●令和元年度職員アンケート（抜粋） 

 本校でのＳＳＨ事業やその関連事業へのかかわり方についてのアンケート結果を示す。 

 (1)SSH 事業の学校設定科目（GSⅠ～Ⅲ）の開発や実施 

  ① 企画立案に関与（4％）② 取組の中心（2％）③ 取組の補助（13％）④ 関わっていない（80％） 

(2) (1)以外の理数科目（理数数学，理数化学等）の教材開発や実施 

  ① 企画立案に関与（7％）② 取組の中心（9％）③ 取組の補助（4％）④ 関わっていない（80％） 

(3) 新学習指導要領による新科目（教科や科目数は不問）の教材開発   

  ① 企画立案に関与（9％）② 取組の中心（2％）③ 取組の補助（7％）④ 関わっていない（83％） 

(4) 課題研究・自然科学系部活動の指導 

  ① 企画立案に関与（2％）② 取組の中心（7％）③ 取組の補助（20％）④ 関わっていない（72％） 

(5) 高大接続の取り組み（特別講義・共同研究・ＡＯ入試の指導等） 

  ① 企画立案に関与（4％）② 取組の中心（2％）③ 取組の補助（15％）④ 関わっていない（78％） 

 (6) 学校間交流・連携の取り組み（共同研究・共同授業・教材交換等） 

  ① 企画立案に関与（2％）② 取組の中心（4％）③ 取組の補助（7％）④ 関わっていない（87％） 

(7) 地域への学習活動普及への取り組み（公開講座・成果発表・ボランティア等） 

  ① 企画立案に関与（4％）② 指導の中心（4％）③ 生徒引率のみ（9％）④ 関わっていない（83％） 

(8) 授業全般におけるプレゼンテーションや探究的活動な取り組み 

  ① 積極的に取り組んでいる（9％）② 取り組んでいる（24％）③ あまり取り組んでいない（13％）④ 取り組んで 

    いない（54％） 

(9) 校外の生徒向け発表会やコンテスト・研修会・講演会等（部活動を除く） 

  ① 企画立案に関与 （7％）② 指導の中心（7％）③ 生徒引率のみ（11％）④ 関わっていない（76％） 

(10) 校外の教員向けの学会や研修会・講演会等への参加（部活動を除く） 

  ① 企画に関与（4％）② 校内での取組としての参加（13％）③ 自主的な参加（17％） ④ 参加していない(83%) 

 SSH 指定初年度は，SSH 担当者や学校設定科目担当者以外の職員は事業への関りや関心が薄く，学校全体の取組として  

 十分に機能していないことが窺えた。 

 

 

●令和２年度および令和３年度職員アンケート 

 前年のアンケート項目の見直しを図り，各項目に対してＡ～Ｄの４ランクの回答で集計した。Ａ～Ｄを数値化して職員 

 の回答を 100 点満点に換算し，あらためてＡ～Ｄの４ランクで評価することで，SSH事業の「見える化」を進めた。 

 本校の評価点の基準では評価Ｂは高い評価ではあるが，令和２年度と令和３年度を比較すると評価Ａから評価Ｂに 

 下がっている項目がある。成果の共有が十分に進められなかったことが原因ではないかと分析した。 

 

 令和２年 令和３年 

教科指導力向上委員会と連携し，研究・公開授業や大学の入試

問題検討等を通して，教員の授業力の向上を図る 
評価Ｂ 63 点 評価Ｂ 62 点 

新学習指導要領や新大学入試などの実施に向けて，職員研修の充実に

取り組み，本校のカリキュラムマネジメントの実現に取り組む 
評価Ｂ 57 点 評価Ｂ 62 点 

「総合的な探究の時間」（SSH事業の普通科への普及）の目標

を明確にし，発表会を実施することで内容の充実を図る 
評価Ｂ 69 点 評価Ｂ 67 点 
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専門的な理数科目の授業や科目横断型授業を通して，「学び」

の意識の向上を図り，自らの将来像を深く考える機会とする 
評価Ａ 75 点 評価Ｂ 74 点 

高大連携授業や課題研究等の取組を通して，自主的研究活動を

促進し，思考力・判断力・表現力を育成し，学ぶ意欲を高める。 
評価Ａ 78 点 評価Ａ 76 点 

学校では，スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定校と

して，特色ある教育活動が行われている。 
評価Ａ 77 点 評価Ａ 76 点 

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）指定を受けているこ

とは，学校の教育活動にとって効果的である。 
評価Ｂ 74 点 評価Ｂ 71 点 

本校の SSH プログラムが，数学や理科などに対する興味・関心

や知的探究心の育成につながっている。 
評価Ａ 76 点 評価Ｂ 71 点 

本校の SSH プログラムが，学力の向上につながっている。 評価Ｂ 70 点 評価Ｂ 68 点 

 

 

●令和４年度職員アンケート（回答数 54） 

 

 

学校評議員（SSH運営指導委員とは異なる本校の組織・兵庫教育大学教授，同窓会長，PTA会長，近隣

の自治会長，近隣の中学校 PTA代表等で構成）の教育大学教授からの助言を受け，アンケート項目を

改善した。SSH事業の取組と ICTの推進や探究活動の必要性がマッチし，教員の授業改善を始めとする

諸活動に SSH事業が大きな成果をもたらし始めたことが窺えた。 
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●令和５年度職員アンケート（回答数 49） 

 

A：よくできた B：できた C：あまりできなかった D：できなかった 

 

前年度に改善したアンケート結果である。前年度と比較すると，「総合的な探究の時間」において評

価 Aが向上した。さらに SSH による特色ある学校づくりにおける各項目において，前年度は評価 Aの

回答数と評価 Bの回答数の比が，およそ 1：2であったが，今年度は評価 Aと評価 Bの比が 1：1にな

り，大きく向上した。 

 

 

  

 評価 A 評価 B 評価 C 評価 D 

学力向上と

進路実現 

職員の授業力・

資質の向上 

ICT 教育の推進等にも対応し、様々な工夫を重

ね、授業改善に努める 
10 33 6 0 

新学習指導要領や大学入試制度の改変に対応

しつつ、教科指導力の向上を図る 
9 35 4 1 

総合的な探究

の時間の充実 

自らの興味・関心に応じてテーマを設定し、探

究活動の手法、考え方、知識等を身につけさせ

る 

15 30 4 0 

創造的な校

風の樹立 
GS 科の充実 

専門的な理数科目の授業や科目横断型授業を

通して、自らの将来像を深く考えさせる 
23 26 0 0 

高大連携授業や課題研究等の取組を通して、思

考力・判断力・表現力を育成し、学ぶ意欲を高

める 

27 22 0 0 

SSH による特

色ある学校

づくり 

SSHによる学校

教育の活性化 
SSH 指定校として、特色ある教育活動を行う 24 20 4 1 

SSHによる学校

教育の活性化 
SSH を学校の教育活動に効果的に生かす 20 22 6 1 

SSHによる知的

探究心の育成 

SSH プログラムを、数学や理科などに対する興

味・関心や知的探究心の育成につなげる 
21 24 3 1 

SSHによる学力

向上 
SSH プログラムを、学力の向上につなげる 19 24 5 1 
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資料６ 探究活動を深化させる主な開発教材一覧 

教材名 対象学年 概要 

リサーチプランの作成

（基礎編・実践編） 

１年生 

２年生 

GS科の課題研究でのテキストとして使用している。「リサ

ーチプラン発表＆研修会」でも配布し活用している。 

研究論文の書き方 for 

GS 

２年生 「GSⅡ」「GSⅢ」の授業で用いている。本校の論文書式も

掲載している。 

探究基礎実習 

標識再捕法による探究 

２年生 「GSⅡ」の授業で用いている探究プログラム。生物と数学

を融合している。生物の代わりにＢＢ弾を用いている。 

探究基礎実習 

シロアリを用いた探究 

１年生 「GSⅠ」の授業で用いている探究プログラム。シロアリの

追従行動をもとに，生物と化学を融合している。 

探究基礎実習 

パン酵母を用いた探究 

１年生 「GSⅠ」の授業で用いている探究プログラム。生物と化学

を融合している。競技性の高い内容にしている。 

探究基礎実習 

地震波から探究する 

１年生 「GSⅠ」の授業で用いている探究プログラム。地学と数学

を融合しているが，自由度の高いプログラムである。生徒

が自ら解決すべき課題を設定する対話型のプログラム。 

探究基礎実習 

恐竜の歩行速度の探究 

１年生 

２年生 

「GSⅠ」の授業で用いている探究プログラム。物理と生物

を融合し，スケーリングについて深い学びが得られる。 

GSⅠ甲子園 １年生 「科学の甲子園」を模した競技性の高い学習。個人戦・団

体戦の筆記競技と団体戦の実技競技からなる。本校では保

護者参観とし，保護者にも問題を解答してもらうなどによ

り，「全員で楽しむ科学の日」として位置付けている。 

探究基礎実習 

電気分解に関する探究 

１年生 「GSⅠ」の授業で用いている探究プログラム。データロガ

ーを用いてデータ解析を行う。化学と情報を融合。 

英語による科学実験 ３年生 「GSⅢ」の授業で用いている探究プログラム。 

英語によるプレゼン実

習 

３年生 「GSⅢ」の授業で用いているデータサイエンスの学びに繋

がる探究プログラム。 

各プログラムは生徒アンケートをもとに，効果の高さを検証し，改定を重ねている。 
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資料７ 用語集 

用語 解説 
GS科 

 

本校理数科はグローバルサイエンス科（GS 科）と称する。各

学年に１クラス（定員 40名）設置されている。 

５つの力 「気づく力」「繋ぐ力」「伝える力」「見通す力」 

「挑戦する力」。社会を牽引する科学技術系人材に必要な力と

仮説し，GS科で育成すべき力としている。 

DAYS－program 科学技術系人材を育成するための学習プログラム群（GS－

days, SEIZE－days, OPEN－days）の総称。 

GS－days GS科生徒を対象とする学習プログラム。学校設定科目 

「GSⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を核としている。 

SEIZE－days 普通科理系生徒や自然科学系部活動生徒に対象を広げた学習

プログラム。「GSⅠ」や「GSⅡ」，特別講義等の一部をオープ

ン講座とし，普通科理系生徒や自然科学系部活動生徒が受講

できるようにしている。 

OPEN－days 一般生徒や保護者や地域の小中学生ならびに近隣の高校まで

広げた学習プログラム。「GSⅠ」や「GSⅡ」，特別講義等の一

部をオープン講座とし，理系以外の生徒でも受講できるよう

にしている。また，地域の小中学生を対象とした事業も OPEN

－daysと称している。 

GSⅠ・GSⅡ・GSⅢ GS科の学校設定科目。SSH特例を活用している。 

「GSⅠ」と「GSⅢ」は「総合的な探究の時間」を代替し，「GS

Ⅱ」は「情報Ⅰ（１単位）」，「理数化学（１単位）」，「理

数生物（１単位）」，「理数探究（２単位）」を代替している。 

リサーチプラン 課題研究においてはテーマの設定が重要である。本校ではリ

サーチプランの立て方を重視した取組を行っており，その成

果は「高校生リサーチプラン研修会」を通じて他校へ発信して

いる。 

メンター制 卒業生が在校生に，あるいは在校生の上級生が下級生に対し

て GS科の課題研究や自然科学系部活動の研究活動あるいは外

部での発表会の発表準備に対して指導助言を行う。卒業生へ

の連絡は Google Classroom等を利用している。 

Agora（アゴラ） いわゆるサイエンスカフェ。校内や外部から講師を招き，研究

やキャリア形成について少人数で話を聴く・するの機会とし

ている。 

シアトル研修（GS科海外研修） GS 科２年生を対象とした海外研修。研修先は米国ワシントン

州シアトル市。ワシントン大学学生寮に宿泊する。7月中旬に

約２週間の研修を行う。今年度は，前年度にコロナ禍で中止し

た３年生の希望者も 8月に約 10日間実施した。 

DAYS通信 GS 科で発行している校内向けの SSH 広報誌。令和６年１月現

在，65号まで発行している。SSHの成果報告やオープン講座の

募集等を掲載している。本校 SSH のホームページからも閲覧

が可能。 
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資料８ GS科３年生課題研究ポスター作例 

令和５年度課題研究ポスター（課題研究発表会において生徒投票数の多かった研究） 
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資料９ 今後の本校事業概念図 

令和６年度以後，本校が目指す方向性を示す事業概念図（アカデミックポリシー） 

人材育成目標を明確にし，探究活動を学校の研究開発課題の軸に据えた。 
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DAYS 通信（SSH の取組の成果を発信・普及する取組）  

 

第 58 号（2023 年 4 月 11 日発行 

 

第 59 号（2023 年 4 月 25 日発行） 
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第 60 号（2023 年 5 月 31 日発行） 

 

第 61 号（2023 年 6 月 26 日発行） 
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第 62 号（2023 年 7 月 18 日発行） 

 
第 63 号（2023 年 9 月 6 日発行） 
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第 64 号（2023 年 10 月 2 日発行） 

 

第 65 号（2023 年 12 月 19 日発行） 
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WEB を活用した卒業ネットワーク・在校生の課題研究 

 

① 卒業生との連絡：卒業時に Google Classroomを作成し，各種案内や連絡，TA募集等を行っている 

 
② 在校生：office365の Teamsを活用している 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の卒業時アンケート結果 

GS科卒業時にクラスを登録

している。卒業生徒の連絡が

つきやすく，TA募集等に活

用している。 

研究班内で生徒どうしがデータ

や情報を共有し，投稿や会議室

機能等を利用することで研究が

進んでいく。担当教員が活動状

況を確認でき，必要時には担当

教員が助言・指導を行っている。 
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本校ホームページの改善  

令和３年度の中間ヒアリングを受け，よりわかりやすいページへと改善を進めている。 

 

  

メニューから容易に

各情報ページに容易

にアクセス可能。 

アクセスカウンター

により視聴数を把握

し，より分かりやす

いページに改善して

いく。 

NEWS からブログ（北高ダイアリ

ー）や本校 SSH 事業のイベント申込

フォームにリンクしている。 

令和３年度の中間ヒアリングを受

けて，見直しを進めた。 

以前のホームページから，大きく改

善し，DAYS通信・研究開発実施報告

書・受賞等実績一覧・学会等発表実

績などの情報が分かりやすく閲覧

できるようになった。 

今後は，開発教材と課題研究のデー

タバンクを作成していく予定とし

ている。 
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令和５年度 SSH 事業取組事例  

 

 GS 科１年生の活動  

 

 

 

 

 

 

 

 「GSⅠ」探究基礎実習        「GSⅠ」フィールド実習      「GSⅠ」 探究 week 
  京都教育大学との連携         兵庫県立人と自然の博物館との連携   大阪大学との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「GSⅠ」論文の読み方講座       「GSⅠ」探究 week 発表会（保護者への公開）      
   兵庫県立人と自然の博物館との連携   大阪大学との連携               

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校や中学校で行った自由研究発表会  京都大学複合原子力科学研究所研修  「GSⅠ」探究基礎実習 

                        京都大学との連携         恐竜の歩行速度の推定 

 

 

 

 

 

 

 「GSⅠ」プレゼンテーション実習      GSⅠ甲子園 

  科学の本の紹介              優勝チームの表彰 



99 

 

 GS 科２年生の活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「五国 SSH 連携プログラム」課題研究合同発表会に参加した 2 年生課題研究班 京都大学との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中学生にシアトル研修を説明する        中学生を対象とした科学探究講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「私の研究発表 in 神戸大学」         課題研究で議論する（超越数研究班） 
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 GS 科３年生の活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学区内の中学生に課題研究を発表する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全校集会で外部コンクールでの表彰を受ける 

 （左：全日本通信珠算競技大会個人総合競技 第 1 位  右：坊ちゃん科学賞優良入賞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

課題研究発表会 大学の研究者からポスター審査を受ける 



 

 

 

 

 

兵庫県立宝塚北高等学校 

〒665-0847 兵庫県宝塚市すみれガ丘 4-1-1 

TEL 0797-86-3291   FAX 0797-86-3292 

E-mail takarakita-hs-ssh@hyogo-c.ed.jp 


